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会長 山口 悟郎 

 

 

このたび、増山前会長の後任として京都府スキー連盟の会長を拝命いたしまし

た山口悟郎です。創立９４年という長い歴史と伝統を有する連盟の会長をお引き

受けすることとなり、身の引き締まる思いでございます。 

 

最初に自己紹介をさせていただきます。私は1956年生まれの70歳で、現在京セ

ラ株式会社の会長を務めております。母は新潟県直江津の出身、父は京都人でし

たが、二人とも学生時代から妙高でスキーを楽しんでいたこともあり、私も３歳

頃には自然にスキーを履いていました。小学生の頃は、妙高をはじめ、比叡山の

蛇ヶ池スキー場や花背、マキノなどへも両親とよく出掛けたことを今でも懐かし

く思い出します。その後、同志社高校、同志社大学ではスキー部に所属し、アル

ペン競技に打ち込みました。残念ながら語れるほどの戦績はありませんが、スキ

ーに対する情熱だけは今も色あせることなく持ち続けています。現在でも年に数

回は雪の上に立ち、家族と一緒の時もあれば、一人で滑ることもよくあります。 

スキーは当たり前ですが、山の中で、そして雪の上でするスポーツです。ひと

たび屋外に出れば、天候は刻々と変化します。雪質も同じです。目も開けられな

いような吹雪もあれば、雨降りもあります。 

競技であれ、レジャーであれ、そのような大自然が支配する環境の中で、精一

杯体を動かせるようなスポーツは決して多くはありません。また、スキーは種目

を問わずスピードを伴うスポーツです。そして、それが最大の魅力の一つでもあ

ります。アルペン競技やジャンプはもちろん、距離競技でも下りはそれなりのス

ピードが求められます。小さい頃からスピード等の様々なスリルに遭遇し、その

恐怖心を乗り越えて成長することはとても大切です。それは大人になってから社

 



会生活の様々な場面において、自分にとってのリスクを見極め、適切な行動がと

れる力につながるように思います。 

振り返れば、私が今日まで何とか健康で生活できているのは、幼少期から両親

に厳しい自然に向き合うよう育てられたからかもしれません。また、経営者とし

て日々重要な判断をくだすうえでも、スキーを通して身についたリスク管理が少

なからず活かされているように感じています。今でも滑走中に、もしこのスピー

ドで転倒したら、多分怪我でしばらくは出勤できないだろうなと考えることがあ

ります。少しでもそのリスクを遠ざけるため、日頃からある程度のトレーニング

はしていますが、そのリスクを考えたとしても、スピードの魅力は抑えきれるも

のではありません。 

私は仕事柄、海外出張も多く、ヨーロッパ各国で顧客とスキーをする機会があ

ります。その時にいつも感心するのは、彼らが心からスキーを愛しているという

ことです。一人でクロスカントリーをする方、家族でボードを楽しむ方、競技に

取り組む方など、楽しみ方は実に多様です。子どもからお年寄りまで、それぞれ

が自分らしいスタイルでスキーに親しむ姿を見ていて、本当に羨ましくなります。 

日本もこのようなヨーロッパのスキー大国に少しでも近づき、それぞれの楽し

み方ができるようになればと心から願っております。そのためにも、各都道府県

のスキー連盟が一体となって、知恵を出し合い、再び日本のスキーヤーやスノー

ボーダー人口を増やし、老若男女を問わず多くの人々が雪山という豊かな自然の

中で楽しめるようになれば、これほど嬉しいことはありません。 

冒頭で申し上げましたが、私は京都の地でスキーを通して多くを学び、人とし

て育てていただきました。そのご縁に少しでもお応えできるよう、諸先輩方をは

じめ関係者の皆様のご指導を賜りながら、京都府スキー連盟のさらなる発展に向

けて力を尽くしてまいります。ご支援、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。 





№
連盟
番号

ク　ラ　ブ　名　（正式名称） 略　称 　代 表 者 名 評 議 員 名 事務担当者

1 1 京都アタゴスキークラブ アタゴ 岩井　宏樹 岩井　宏樹 岩井　宏樹

2 2 京都アマチュアスキークラブ アマチュア 田中　克彦 山内　徹 中村　陽介

3 3 網野スキークラブ 網野 松尾　信介 髙屋　みのり 髙屋　みのり

4 4 綾部市スキー協会 綾部 立藤　聡 村上　聡 村上　聡

5 6 口丹アイリススキークラブ アイリス 齊藤　昌久 齊藤　昌久 谷 　 正流

6 7 京都クレストスキークラブ クレスト 伊藤　亮介 藤原　收 藤原　收

7 8 螢雪スキークラブ 螢雪 吉田　彰 宮垣　昌幸 小堀　智由

8 9 ゲンゼスキークラブ ゲンゼ 塩見　良治 高橋　義弘 居合　佑樹

9 10 佐々里スキークラブ 佐々里 大野　光博 長野　宇規 長野　宇規

10 11 三洋化成工業スキー・スノーボードクラブ 三洋化成 森　  洋毅 小栗　鉄也 菅　慎太郎

11 12 島津製作所スキークラブ 島津 橋爪　宜弥 橋爪　宜弥 橋爪　宜弥

12 13 京都親雪スキークラブ 親雪 佐藤　智明 安馬　雅範 浦畑　佑太郎

13 14 京都スキーランナークラブ ランナー 田中　均 大澤　藤樹 菅原　和彦

14 15 ＡＫＵスキークラブ ＡＫＵ 鈴木　隆文 奥村　康仁 鈴木　隆文

15 16 ファーレンスキークラブ ファーレン 八田　耕治 竹谷　晃一 和多田 善夫

16 17 福知山スキー協会 福知山 松本　晴生 西村　慎二　 今井　由紀

17 18 ブルーベルスキークラブ ブルーベル 干場　和彦 髙屋　翔　 髙屋　由紀　

18 19 ホープスキークラブ ホープ 西村　邦宏 古川　辰也

19 20 舞鶴スキー協会 舞鶴 池田　弘一 波多野　暢 波多野　暢

20 21 宮津市スキー協会 宮津 後藤　和也 井谷　匡志 井谷　匡志

21 22 京都むらさきスキークラブ むらさき 和田　英明 髙坂　林 村上　智子

22 23 京都ヤングマンスキークラブ ヤングマン 桑原　和夫 寺地　正樹 高橋　慶平

23 24 京都.SYLC雪乃若獅子達倶楽部 ＳＹＬＣ 藤本　敏夫 西脇　吉次 藤本　敏夫

24 25 同志社大学ルナティックススキークラブ ルナティックス 森田　紫月 塚本　蒼志 塚本　蒼志

25 26 京都わらびのスキークラブ わらびの 舩川　政明 加島　重見 河村　博之

26 27 京大やまなみ会スキークラブ やまなみ 江村　智禎 奥山　潤 奥山　潤

27 28 ＫＴＳ ＫＴＳ 大下　聡 安田　均 安田　均

28 29 スキーチームゼロ ゼロ 田中　茂夫 田中　茂夫 田中　茂夫

29 30 亀岡Ａスキークラブ 亀岡Ａ 高木 正太郎 森　  義人 曽我　政男

30 31 京三中スキー倶楽部 京三中 野口　武彦 五嶋　制二 鈴木　正和

31 32 久美浜スキークラブ 久美浜 安達　禎宏 細野　勇士 細野　勇士

32 33 大谷クラブ 大谷 青山 孝行　 岸本　拓也 荒木　祥夫

33 34 マウントキッズスキークラブ マウントキッズ 木村　真也 平野　真未 山本　厚士

34 35 ファミーユスキークラブ ファミーユ 谷口　栄一 冨家　直樹 谷口　栄一

35 37 京大基礎スキー同好会スノーパンサー スノーパンサー 金子　健太郎 山口　啓佑 山口　啓佑

36 38 ミツハシスキークラブ ミツハシ 渡辺　朗 渡辺　朗 渡辺　朗

37 39 チーム・モーニング モーニング 土倉　正嗣 神元　武男 北村　拓始

38 40 シークルプ シークルプ 廣瀬　由和 辻田  靖 廣瀬　由和

39 41 京都厚生会スキークラブ 厚生会 辻　宗隆 山田　栄次 大江　敦博

40 42 京都リンデンバウムスキークラブ リンデンバウム 石黒　正員 萩原　孝紀 大角　彩乃

41 43 京都工芸繊維大学ホワイトローカスｽｷｰｸﾗﾌﾞ ホワイトローカス 内垣　航惺 内垣　航惺 内垣　航惺

42 44 山代印刷ＳＣ 山代印刷 山代　晃義 山代　晃義 岸本　隆夫

43 45 京都光華Ｓ.Ｃ.　 光華 田中　里奈 荒井　葉子 田中　里奈

44 46 YAMAZEN ヤマゼン 吉居　真理 吉居　真理 吉居　真理

45 47 京セラ 京セラ 清水　大智 清水　大智 清水　大智

46 48 Doshisha Nexus Ski Club ネクサス 中森　健太郎 日下　寛人 土居　小祐理

47 52 SPORELINE スポアライン 佐々木　智恵子 佐々木　智恵子 佐々木　智恵子

48 49 京都府中体連スキー専門部 中体連 矢野　美歩 林　悠哉 林　悠哉

49 50 京都府高体連スキー部 高体連 奥島　寛 奥島　寛 仲西　亮

50 51 京都学生スキー連盟 学連 新井　潤 岡本　浩志 岡本　浩志

（SAK） 京都府スキー連盟 加盟団体名票（代表者・評議員・事務担当）／（2026.10.12 現在）



（順不同） 2026.10.12 現在

ク ラ ブ 名 （正式名称） 略 称

1 網野スキークラブ 網 野
2 綾部市スキー協会 綾 部
3 ゲンゼスキークラブ ゲンゼ
4 福知山スキー協会 福知山 http://www.eonet.ne.jp/~fukuchiyama-ski/

5 舞鶴スキー協会 舞 鶴
6 宮津市スキー協会 宮 津
7 久美浜スキークラブ 久美浜

1 口丹アイリススキークラブ アイリス
2 佐々里スキークラブ 佐々里
3 亀岡Ａスキークラブ 亀岡Ａ

1 京都アタゴスキークラブ アタゴ
2 京都アマチュアスキークラブ アマチュア
3 京都クレストスキークラブ クレスト http://www.kyoto-crest-ski.net/

4 螢雪スキークラブ 螢 雪
5 三洋化成工業スキー・スノーボードクラブ 三洋化成
6 島津製作所スキークラブ 島 津
7 京都親雪スキークラブ 親 雪 http://www.kssc.xii.jp

8 京都スキーランナークラブ ランナー
9 ファーレンスキークラブ ファーレン
10 ブルーベルスキークラブ ブルーベル
11 ホープスキークラブ ホープ
12 京都むらさきスキークラブ むらさき
13 京都ヤングマンスキークラブ ヤングマン
14 京都.SYLC雪乃若獅子達倶楽部 ＳＹＬＣ
15 同志社大学ルナティックススキークラブ ルナティックス
16 京都わらびのスキークラブ わらびの
17 京大やまなみ会スキークラブ やまなみ
18 ＫＴＳ ＫＴＳ
19 京三中スキー倶楽部 京三中
20 マウントキッズスキークラブ マウントキッズ
21 ファミーユスキークラブ ファミーユ
22 京大基礎スキー同好会スノーパンサー スノーパンサー
23 ミツハシスキークラブ ミツハシ
24 チーム・モーニング モーニング
25 シークルプ シークルプ
26 京都厚生会スキークラブ 厚生会
27 京都リンデンバウムスキークラブ リンデンバウム  https://lindenbaumskiteam.wixsite.com/2003

28 京都工芸繊維大学ホワイトローカススキークラブ ホワイトローカス

29 スキーチームゼロ ゼ ロ
30 山代印刷ＳＣ 山代印刷
31 大谷クラブ 大 谷
32 ＡＫＵスキークラブ ＡＫＵ
33 京都光華Ｓ.Ｃ.  光 華
34 YAMAZEN ヤマゼン https://www.Yamazenrockthekids..com/ 

35 京セラ 京セラ 京セラ
36 Doshisha Nexus Ski Club ネクサス ネクサス
37 SPORELINE SPORELINE

1 京都府中体連スキー専門部 中体連
2 京都府高体連スキー部 高体連 https://www.kyoto-highschool-ski.com/

3 京都学生スキー連盟 学 連

京都府スキー連盟 地域別加盟団体一覧

●北部地域

●中部地域

●南部地域

●中体連・高体連・学連



2027年度　京都府スキー連盟　役員名簿
2026.9.29

● 名誉会長・顧問・参与・技術顧問

役　　職　　名 　氏　　　名 　所　　　属 　氏　　　名 　所　　　属

名　誉　会　長 　増山　晃章 　親　雪

顧　　　　　問 　松山　靖史   アマチュア 　石田　育代 　ヤングマン

　浦川　義博 　大　谷 　中村　孝三 　親　雪

参　　　　　与 　西川　攸子   アマチュア   服部　晃佳 　大　谷

  中村　善和   細井　俊明 　ランナー

　塩見　良治 　ゲンゼ

● 会長・副会長・監事

会　　　　　長 　山口　悟郎 　京セラ

副　　会　　長 　髙屋　由紀 　ブルーベル 　田中　克彦 　アマチュア

監　　　　　事 　和多田　善夫 　ファーレン 　藤川　義之 　ランナー

● 理　事　等

理　　事　　長 　北垣　　寛   マウントキッズ

副　理　事　長 　八田　耕治 　ファーレン   古川  辰也   ホープ

＜総務部＞

常任理事(部長兼副理事長)   古川  辰也   ホープ

常任理事(副部長)   山代　雅美 　アマチュア 　森　　忠史   ファミーユ

理　　　　　事   大西　　登   ヤングマン 　下村　貞之   ファミーユ

　松岡　　治   厚生会 　浦畑　佑太郎 　親　雪

＜教育部＞

常任理事(部　長) 　新井　栄一 　綾　部

常任理事(副部長)   小堀  智由   螢　雪 　今井　昌之   綾　部

理　　　　　事   小前　祐子 　ＫＴＳ   北村　吉嗣 　ミツハシ

　大江　敦博   厚生会   新井  稔久   マウントキッズ

　渡辺　一広 　ファーレン

＜競技部＞

常任理事(部　長) 　畑中　直哉 　ゲンゼ

常任理事(副部長) 　竹中　章勝 　シークルプ 　吉田　和生 　高体連

理　　　　　事   椋平  智博   アマチュア   園田　益紹   シークルプ

　田中　里奈 　光　華   鈴木　隆文   ＡＫＵ

　仲西　  亮 　高体連

競技力ヘッドコーチ   椋平  智博   アマチュア

● 委　員

＜総務部＞

委　　　　　員

＜教育部＞

委　　　　　員 　山口 　弘之   綾　部   江原　一成 　綾　部

　俣野　恭宏 　亀岡Ａ 　今井　泰樹 　マウントキッズ

　杉野　弘明 　ファーレン 　松岡　　治   厚生会

  高平　　功   ファーレン 　楢原　敬造   チームモーニング

　黒田　浩史   ファーレン 　湊　雄一朗 　ミツハシ

　杉野　文子   ファーレン 　小佐　宏樹 　網　野

　奥村　　駿   ファーレン



＜競技部＞

役　　職　　名 　氏　　　名 　所　　　属 　氏　　　名 　所　　　属

委　　　　　員 　森島　万寿美 　アマチュア 　矢野  美歩 　アマチュア

　齊籐　裕典   アイリス 　佐藤　治幸 　ゲンゼ

　浮田　倫太朗 　高体連 　中森　健太郎 　ネクサス

　吉岡　　誠 　島　津   羽鳥  　睦   ブルーベル

  藤森　敦子 　ブルーベル 　植村　　香 　ヤングマン

　大岩　英記 　ランナー   廣田  一憲   福知山

　中垣  隆司　 　福知山 　井崎　美粋 　光　華

　高屋　量太 　網　野 　松尾　希里 　網　野

　徳永　秀也 　ネクサス 　村上　修士 　高体連

● 出　向　役　員

＜（公財）全日本スキー・スノーボード連盟 ＞

　評 　  議 　　 員 　田中　克彦 　アマチュア

　教育本部 専門委員 (スキー) 　新井　栄一 　綾　部   北村　吉嗣   ミツハシ

　教育本部 技術員  (スキー)   杉野　弘明   ファーレン 　小堀　智由 　螢　雪

　新井　稔久   マウントキッズ   大江　敦博 　厚生会

  江原　一成 　綾　部 　山口　弘之   綾　部

　SAJナショナルデモンストレーター 　奥村　　駿　 　ファーレン

　競技本部 専門委員（ｱﾙﾍﾟﾝ） 　畑中　直哉 　ゲンゼ

＜ 全日本スキー・スノーボード連盟 近畿ブロック協議会 ＞

　理　　　　　事 　田中　克彦 　アマチュア 　北垣　　寛   マウントキッズ

　教育部会 部会長 　新井　栄一 　綾　部

　競技部会 部会長 　畑中　直哉 　ゲンゼ

　競技部会 委員ｱﾙﾍﾟﾝ担当 　佐藤　治幸 　ゲンゼ

　競技部会 委員ｸﾛｽ担当 　高橋　光二　 　宮　津

＜ 京都府 ＞

競技力向上対策本部（ヘッドコーチ）   椋平  智博   アマチュア

＜（公財）京都府スポーツ協会 ＞

　理　　　　　事 　髙屋　由紀 　ブルーベル

　指導者委員会 委員 　田中　克彦 　アマチュア

　京都府種目団体スポーツ
　田中　克彦 　アマチュア

　指導者協議会 代表幹事

＜ 京都女性スポーツの会 ＞

　理　事（副理事長） 　髙屋　由紀 　ブルーベル

● ＳＡＫ事務局

　事　務　局　員 　木野　博子 　 　 　



 ２０２６年度

総務管理委員会

財 務 委 員 会

広 報 委 員 会

登 録 委 員 会

    国スポ委員会

企画運営委員会

安全小委員会

普 及 委 員 会

スノーボード小委員会

指 導 委 員 会

検 定 委 員 会

強 化 委 員 会

（休会中） 庶 務 委 員 会

（休会中） 強 化 委 員 会

大会運営委員会

普 及 委 員 会

● 役員構成

総 務 部

● 事務分掌

委員会名

1 会議運営に関すること。評議員会・全理事会・常任理事会など。

2 規約に関すること。

3 会議録及び文章収受全般に関すること。

4 事務局に関すること。

5 その他、総務に関すること。

6 会計に関すること。

7 財産及び備品に関すること。

8 その他、財務に関すること。

9 関係諸団体との渉外。

10 ホームページに関すること。

11 要覧、広告に関すること。

登　　　　録 12 登録に関すること。

  国 民 ス ポ 13 国民スポーツ大会に関すること。

加 盟 団 体

総務管理委員会

中学校体育連盟

　部長：古川　辰也   副部長：山代 雅美、森 忠史(以上、常任理事)

理事会

常任理事会

山代・森

森・浦畑

広報委員会

委　員：古川　辰也（常任理事）
委員長：浦畑 佑太郎（理事）

2027年 ～ 2028年度　　京都府スキー連盟　　組織図　

委員長：森 忠史 (常任理事)
委　員：浦畑 佑太郎、下村 貞之（理事）

教育部代表者会議

競技部

★　総 務 部　組 織　★　（案）

総務部地域・職域・学校等のスキー団体

山代・松岡

委員長：大西 登 (理事)

山代・大西

担当者

委員長：山代 雅美(常任理事)
委　員：森 忠史（常任理事）大西 登（理事）

山代・森

松岡・下村

古川・森

委　員：森 忠史（常任理事）松岡 治（理事）

専 門 部

大西・森・松岡

古川・浦畑

広　　報

財　　務

総務管理

古川・森

古川・森

下村・浦畑

財務委員会

山代・大西

学   生  連  盟

高等学校体育連盟
評議員会

事務分担事項(抜粋)

国スポ委員会

委員長：古川　辰也（常任理事）

登録委員会

委　員：山代 雅美（常任理事）浦畑 佑太郎、下村 貞之、松岡 治（理事）

監　事
将来構想

検討委員会

（仮称）

医事委員会



● 役員構成

教 育 部

委員長：大江敦博 (理事)　副委員長：今井泰樹

委　員：楢原敬造　杉野文子　俣野恭広　新井稔久

委員長：大江敦博 (理事)　副委員長：渡辺一広

委　員：松岡 治

委員長：渡辺一広 (理事)　副委員長：杉野弘明

委　員：松岡 治　楢原敬造　今井泰樹　小前祐子

委員長：渡辺一広 (理事)　副委員長：北村吉嗣

委員長：新井稔久 (理事)　副委員長：山口弘之　

委　員：湊雄一朗　江原一成　小佐宏樹　大江敦博　

委員長：小前祐子 (理事)　副委員長：俣野恭広

委員長：北村吉嗣 (理事)　副委員長：江原一成

委　員：山口弘之　湊雄一朗　奥村 駿　大江敦博　

● 事務分掌

委員会名 備考

1 教育部の行事計画に関すること。（要項・申込書含む）

2 教育部の庶務及び連絡調整に関すること。

3 広報に関すること。

4 教育部ユニフォーム、ネームプレート、ジャージ等に関すること。

5 指導員等の名簿・資格等に関すること。

6 教育部の備品管理に関すること。

7 教育部の財務に関すること。

8 安全小委員会に関すること。

・傷害、救急法に関すること。

・SAJパトロール（検定、研修会、ライセンス含む）に関すること。

・行事の安全に関すること。

・スキーの安全対策に対する調査・研究に関すること。

9 スキーセミナー、スキー塾に関すること。

10 ジュニアの育成等に関すること。

11 認定スキー指導員に関すること。

12 スノーボード小委員会に関すること。

・スノーボード指導員、準指導員の研修(中央・ブロック研修会を含む)に関すること。

・スノーボード指導員、準指導員検定に関すること。

・認定スノーボード指導員に関すること。

・スノーボード技能検定(技能テスト、加盟団体検定、技能章、ﾗｲｾﾝｽ等)に関すること。

・スノーボード技術選手権(全日本、近畿、京都府予選会等)に関すること。

13 スキー指導員、準指導員の養成講習会（理論・実技）に関すること。

14 スキー準指導員検定会に関すること。

15 スキー指導者研修会の手続きに関すること。

16 スキー指導員検定受検、スキー大学の手続きに関すること。

17 スキー指導者の技術、資質に関すること。

18 スキー指導者制度に関すること。

19 公認スキーバッジテスト(プライズ、級別、ジュニアテスト及びその技能章・合格証管理

を含む)に関すること。

20 公認検定員検定及び検定員クリニック(資格管理、ライセンスを含む)に関すること。

21 京都府スキー技術選手権(計画、実施、及びジャッジ)に関すること。

22 全日本、近畿スキー技術選手権に関すること。

23 技術強化に関すること。

24 強化指定選手に関すること。

委　員：杉野弘明

委　員：黒田浩史　杉野弘明　高平 功　小佐宏樹

強 化 委 員 会

 2027 - 2028年度 　教　育　部　組　織　

　部  長：新井栄一
　副部長：小堀智由
          今井昌之　　　以上、常任理事

企画運営委員会

安 全 小 委 員 会

普 及 委 員 会

スノーボード
小　委  員  会

強　　化

指 導 委 員 会

事務分担事項(抜粋)

企画運営

普　　及

指　　導

検　　定

検 定 委 員 会



● 役員構成 2026年8月20日 段階

競 技 部

竹中章勝(常任理事)、園田益紹、仲西亮(以上 理事)、

徳永秀也、村上修士(以上 委員)

竹中章勝(常任理事)、鈴木隆文(理事)

徳永秀也、浮田倫太朗（以上 委員）

吉田和生(常任理事)、椋平智博、仲西亮(以上 理事)、

椋平智博、鈴木隆文(以上、理事)、

ユース担当

ﾏｽﾀｰｽﾞ担当 中垣隆司、吉岡誠、大岩英記（以上　委員）

レディース担当

ヘッドコーチ：椋平智博（理事）

指定コーチ：畑中直哉（常任理事）、村上修士(委員)

● 事務分掌

委員会名

1 畑中、竹中、吉田、椋平、徳永
2 椋平
3 鈴木、竹中、園田、徳永
4 畑中、園田
5 鈴木、竹中、浮田、徳永
6 仲西、浮田、徳永
7 畑中、徳永
8 畑中、竹中、吉田、椋平、徳永、村上
9 畑中、吉田

10 鈴木、浮田、村上
11 畑中、徳永
12 竹中、吉田、園田、椋平、鈴木、徳永
13
14 畑中、竹中、吉田、椋平
15 中垣、吉岡、大岩
16 藤森、植村、森島、羽鳥、井崎
17 鈴木、浮田、村上

　2027-2028年度　競 技 部　組 織 図 

 部長：畑中直哉、副部長：竹中章勝、吉田和生(以上 常任理事)

庶
務
委
員
会

総務･財務担当

委員長

椋
平
智
博

(

理
事
）

登録担当
(ＳＡＫポイント
小委員会含む）

松尾季里（以上 委員）

国スポ予選･
府選手権

担当

委員長 竹中章勝、吉田和生(以上 常任理事)、椋平智博、田中里奈、鈴木隆文、仲西亮

園
田
益
紹

(

理
事

)

(以上 理事)、徳永秀也、村上修士、佐藤治幸、齊藤裕典、矢野美歩、浮田倫太朗、

羽鳥睦、中森健太郎、井崎美粋、髙屋量太、松尾季里（以上 委員）

クラブ対抗・
チャレンジ
京都大会

担当
(実行委員会）

竹中章勝、吉田和生(以上 常任理事)、椋平智博、田中里奈(以上 理事)、

徳永秀也、佐藤治幸（以上 委員）

ノルディック担当

浮田倫太朗、村上修士、徳永秀也（以上 委員）

徳永秀也、森島万寿美、羽鳥睦、中垣隆司、廣田一慶、大岩英記、髙屋量太、

強
化
委
員
会

アルペン担当

委員長

畑
中
直
哉

(

常
任
理
事
）

委員長 吉田和生(常任理事)、椋平智博、仲西亮(理事）、村上修士（委員）

田
中
里
奈

(

理
事
）

藤森敦子、植村香、森島万寿美、羽鳥睦、井崎美粋（以上 委員）

競技力対策本部交付金等助成金
SAK・競技部HP管理、要覧作成に関すること
国スポ参加に関すること

大
会
運
営
委
員
会

競技部運営協力員
松尾信介、松尾信一郎、松尾大介、谷口美樹男、髙屋信広、髙屋みのり、髙屋翔、
佐野小次郎、速石晴雄、井谷匡志、後藤和也、黒田浩

事務分担事項(抜粋) 実務担当

競技力対策本部

普
及
委
員
会

SAK競技者登録管理に関すること
FIS・SAJ競技者登録管理に関すること
FIS・SAJ公認大会エントリー・コントロールに関すること

強　　化

競技部強化選手の指定に関すること
アルペン種目の強化に関すること
ノルディック種目の強化に関すること
フリースタイル、スノーボード種目に関すること

庶　　務

競技部事業・財務に関すること

普　　及

小・中学生の競技普及に関わること（Jr記録会、SAK ユース）

マスターズの競技普及に関わること（登録、全日本マスターズ）

女性スキーヤーの競技普及に関わること（レディース大会、女性スポーツの会）

クロスカントリースキー愛好者の技術向上に関わること

大会運営
国スポ予選、府選手権大会の運営に関すること

クラブ対抗大会、SKIチャレンジ京都大会の運営に関すること 竹中、吉田、園田、椋平、田中、徳永





MEMO



2027 年度 

 

 

 

 

 

 

総 務 部 
 

 

 

 

 

 

事務局の開所日が変わります 

事務局の開所日は、月・火・木・金の１3：００～１６：００に変更していま

す。 

また、問い合わせ等は連盟ホームページの「お問合せ」フォーム、Fax を

ご利用いただきますようお願い申し上げます。 

ホームページをリニューアルしました。 

新しいアドレスは、https://ski-kyoto.jp/ 

メールは連盟ホームページの「お問合せ」フォームから、お願いし

ます。 

TOPICS 



スポーツデポ京都南インター店スキーアドバイザーの清野です。

　　スポーツデポ京都南インター店

　　店舗詳細は
　　こちらから
　　 　　　　　 　　　　　　　　　👉👉👉

　　　　　　

スキーＮＥＷモデル
早期受注会開催

（６月～８月）

ブーツチューンナップ
インソールの作成
承ります。

スキーＮＥＷモデル
試乗会開催
（２月～４月頃）

スキーとご自身のつなぎ役。楽しむのも、
上達するのもブーツが基本です。
是非、調整をお勧めします。

来シーズンのパートナー選びは夏に。ウエア
のサイズオーダーは６月下旬頃が締め切りで
す。年間通してスキーのサポートをさせてい
ただいております。

昨シーズンも全国８会場で開催いたしまし
た。２月には、弊社ホームページにて詳細
を発表いたします。是非、ご参加くださ
い。



  2027年度　    総務部  行事予定（案） 2026年5月1日～2027年4月30日

会　　　議　　　名　　　等 備　　　　　　　　　考

６月 ６日 土 ＳＡＪ近畿ブロック協議会春季定例理事会 大阪セルロイド会館

９月 ５日 土 ＳＡＪ近畿ブロック協議会秋季定例理事会 大阪セルロイド会館

６月 20日 土 ＳＡＪ臨時評議員会 ハイブリッド型

10月 17日 土 ＳＡＪ定時評議員会 ハイブリッド型

７月 ４日 土 臨時評議員会（ハイブリッド型） テルサ東館３F BC会議室 18:00 ～　

10月 12日 祝 定時評議員会（ハイブリッド型） テルサ東館３F BC会議室 15:00 ～　

12月 日 第81回国スポ関係エントリー事務会議 スポーツ団体事務室　会議室

１月 日 第81回国スポ選手選考会・エントリー作業 スポーツ団体事務室　会議室

１月 日 第81回国民スポーツ大会スキー競技会結団式 テルサ西館３F 会議室 18:00 ～　

２月 日 第81回国スポ派遣事前打ち合わせ会 スポーツ団体事務室　会議室

５月 30日 土 ＳＡＫ会計監査 スポーツ団体事務室　会議室

６月 16日 火 役員選考委員会 スポーツ団体事務室　会議室

６月 ９日 火 第１回全理事会 オンライン会議

７月 18日 土 第２回全理事会 ホテルオークラ

９月 29日 火 第３回全理事会 オンライン会議

月 日 第４回全理事会

５月 19日 火 第１回　常任理事会 スポーツ団体事務室 ハイブリッド型

９月 15日 火 第２回　常任理事会 スポーツ団体事務室 ハイブリッド型

11月 日 第３回　常任理事会 スポーツ団体事務室 ハイブリッド型

１月 日 第４回　常任理事会 スポーツ団体事務室 ハイブリッド型

4月 日 第５回　常任理事会 スポーツ団体事務室 ハイブリッド型

５月 16日 土 第１回　総務部会 スポーツ団体事務室　会議室

７月 ４日 土 第２回　総務部会 スポーツ団体事務室　会議室

10月 12日 祝 第３回　総務部会 スポーツ団体事務室　会議室

月 日

５月 11日 月 ＳＡＪ登録事務担当者会議 オンライン会議

６月 １日～ 月 ＳＡＫ分担金徴収開始 2026年６月30日までに納入

７月 上旬 登録案内開始 ホームページに掲載

８月 ７日 金 ＳＡＫ(SAJ)会員登録受付開始 10：00 ～（予定） シクミネット

８月 日 第１回要覧委員会 スポーツ団体事務室 会議室

９月 日 第２回要覧委員会

10月 日 要覧・申込書ホームページに ホームページ上に掲載

京都女性スポーツフェスティバル 懇親会

京都府スポーツ協会関係者懇談会

京都女性スポーツフェスティバル　総合開始式

京都府スポーツ協会理事長・事務担当者会議

その他出席会議等（抜粋）

全理事会

期　　　　日

ＳＡＪ・近畿ブロック主要会議

ＳＡＫ評議員会

国民スポーツ大会関係　　　　　　　 2027年 2月 18日（木）～ 21日（日）岩手県八幡平市で開催

会計・役員選考会関係

常任理事会

総務部会

登録関係

要覧・プログラム作成等



2026年度

● 役員構成

競 技 部

徳永秀也(常任理事)、村上修士、園田益紹(以上 理事)

徳永秀也(常任理事)、鈴木隆文(理事)、

竹中章勝、浮田倫太朗（委員）

徳永秀也、椋平智博(以上 常任理事)、村上修士(理事)、

徳永秀也、椋平智博(以上 常任理事)、村上修士、鈴木隆文(以上、理事)、

ユース担当

ﾏｽﾀｰｽﾞ担当 中垣隆司、吉岡誠、大岩英記（以上　委員）

レディース担当

クロカン検定担当

ヘッドコーチ：椋平智博（常任理事）
指定コーチ：畑中直哉（常任理事）、村上修士(理事)、

  高橋光二（委員）

● 事務分掌

委員会名

1 畑中、椋平、徳永
2 椋平
3 園田、徳永、竹中、鈴木、桶井
4 畑中、園田
5 鈴木、竹中、浮田、徳永
6 徳永
7 徳永、畑中
8 畑中、椋平、徳永、村上
9 畑中、吉田

10 村上、青山、鈴木、浮田
11 畑中、徳永
12 椋平、徳永、園田、鈴木、桶井
13
14 畑中、椋平
15 中垣、吉岡、大岩
16 藤森、植村、森島、羽鳥、中村、井崎
17 村上、青山、鈴木、浮田

　　22002255--22002266年年度度　　競競  技技  部部　　組組  織織  図図

 部長：畑中直哉、副部長：徳永秀也、椋平智博(以上 常任理事)

庶
務
委
員
会

総務･財務担当

委員長

椋
平
智
博

(

常
任
理
事
）

登録担当
(ＳＡＫポイント
小委員会含む）

吉田和生、佐藤治幸（以上 委員）

ノルディック担当

高橋光二、浮田倫太朗、青山孝行（以上 委員）

森島万寿美、羽鳥睦、中垣隆司、廣田一慶、大岩英記（以上 委員）

国スポ予選･
府選手権

担当

委員長 徳永秀也、椋平智博(以上 常任理事)、村上修士、桶井博之、田中里奈、鈴木隆文

園
田
益
紹

(

理
事

)

(以上 理事)、高橋光二、佐藤治幸、吉田和生、齊藤裕典、青山孝行、矢野美歩、

竹中章勝、浮田倫太朗、羽鳥睦、中森健太郎、中村心音、井崎美粋（以上 委員）

クラブ対抗・
チャレンジ
京都大会

担当
(実行委員会）

徳永秀也、椋平智博(以上 常任理事)、園田益紹、田中里奈(以上 理事)、

強
化
委
員
会

アルペン担当

委員長

畑
中
直
哉

(

常
任
理
事
）

大
会
運
営
委
員
会

競技部運営協力員
松尾信介、松尾信一郎、松尾大介、谷口美樹男、髙屋信広、髙屋みのり、髙屋翔、
佐野小次郎、速石晴雄、井谷匡志、後藤和也、黒田浩、上野博子

事務分担事項(抜粋) 実務担当

競技力対策本部

普
及
委
員
会

委員長 椋平智博(常任理事)、村上修士(以上　理事）、吉田和生（委員）

田
中
里
奈

(

理
事
）

藤森敦子、植村香、森島万寿美、羽鳥睦、中村心音、井崎美粋（以上 委員）

村上修士(理事)、青山孝行(委員)

SAK競技者登録管理に関すること
FIS・SAJ競技者登録管理に関すること
FIS・SAJ公認大会エントリー・コントロールに関すること

強　　化

競技部強化選手の指定に関すること
アルペン種目の強化に関すること
ノルディック種目の強化に関すること
フリースタイル、スノーボード種目に関すること

庶　　務

競技部事業・財務に関すること
競技力対策本部交付金等助成金
SAK・競技部HP管理、要覧作成に関すること
国スポ参加に関すること

大会運営
国スポ予選、府選手権大会の運営に関すること
クラブ対抗大会、SKIチャレンジ京都大会の運営に関すること 椋平、徳永、園田、田中、桶井

普　　及

小・中学生の競技普及に関わること（Jr記録会、SAK ユース）

マスターズの競技普及に関わること（登録、全日本マスターズ）

女性スキーヤーの競技普及に関わること（レディース大会、女性スポーツの会）

クロスカントリースキー愛好者の技術向上に関わること



ご  案  内 
 
連盟事務所の業務案内  

就業日時 月・火・木・金 ／ 13：00 ～ 16：00 
※ 年末年始並びに臨時に休業する場合があります。ご了承ください。 

※ 上記の曜日・時間帯に事務員が在席しております。 

※ 役員・理事等は、常駐していません。 

※ ご質問への回答には時間がかかる場合があります。余裕をもってお願いします。 

※ 質問内容等は連盟ホームページの「お問合せ」、Fax で事前に送っていただければ助

かります。 

 

☆ 電話による質問・連絡は、上記時間内にお願いします。 
尚、留守電への録音の際は、必ず、下記の点にご留意ください。 
 クラブ名・氏名（フルネーム）・連絡先（電話番号等）を明瞭に願います。 
 連絡が可能な時間帯を必ず録音願います。 

※ 追って、事務局からお電話します。 
※ 但し、上記の業務時間内となりますのでご了承下さい。 
※ 質問等の内容を明確に録音しておいてください。 

☆ 事務所への直接の来室はご遠慮ください。 
 来室の場合は事前に連絡をお願いします。 

 

文書発送等について  

☆ 京都府スキー連盟から発送します文書類については下記のとおりとなります。 

 SAJ 会員登録関係書類 SAK → 会員登録担当者へ直接送付 

 評議員会の案内  SAK → 評議員へ直接送付 

 上記以外の書類  SAK → 文書発送先担当者へ送付 

※ 文書発送先担当者様から、クラブ内の該当者へご案内をお願いします。 

◎ 京都府スキー連盟では、輸送コストの削減、伝達のスピードアップ、作業の効率化を目指し、

郵送での配送を削減し、出来る限り、E-mail やホームページを活用したいと考えております。

ご協力宜しくお願いします。  

 

振込・送金について  
 分担金各種大会・講習・検定費用などは、原則、口座への振込となっております。 

 直接の持ち込み、現金書留での郵送は認めておりませんのでご了承下さい。 

 振込先の間違いがないようにお願いします。 
 振込時には、依頼人（振り込まれたクラブ名）が明確にわかるようにお願いします。 





 

 

 

教 育 部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2027年度 

 

 

今年度は京都府主管のスキー指導者研修会・公認

検定員クリニックの開催年度です。 

スキー指導者の皆様、是非ご参加ください。 

 

T O P I C S 

 





申込期限

⇩
 1月30日(土)～31日(日) 兵庫県 奥神鍋スキー場 12月11日(金)

12月26日(土)～27日(日) 長野県 八方尾根スキー場 11月17日(火)

 1月10日(日) 長野県 戸隠スキー場 12月10日(木)

 1月16日(土)～17日(日) 長野県 戸隠スキー場
1次締切：12月16日(水)
2次締切： 1月11日(月･祝)

 1月16日(土)～17日(日) 兵庫県 奥神鍋スキー場 12月17日(木)

 1月17日(日) 兵庫県 奥神鍋スキー場  1月16日(土)

 1月31日(日) 兵庫県 奥神鍋スキー場  1月30日(土)

 2月14日(日) 兵庫県 奥神鍋スキー場  2月13日(土)

 

 1月30日(土)～31日(日) 兵庫県 奥神鍋スキー場 12月11日(金)

 2月27日(土)～28日(日) Ｂ・Ｃ級公認スキー検定員検定会 兵庫県 奥神鍋スキー場  1月14日(木)

 2月27日(土)～28日(日) 公認スキー準指導員検定会 兵庫県 奥神鍋スキー場  2月18日(木)

 2月20日(土)～21日(日) スキープライズテスト　クラウン・テクニカル ① 兵庫県 奥神鍋スキー場  2月 4日(木)及び当日

 2月27日(土)～28日(日) スキープライズテスト　クラウン・テクニカル ② 兵庫県 奥神鍋スキー場  2月 9日(火)及び当日

 2月20日(土) １級受検スペシャル 兵庫県 奥神鍋スキー場  2月 4日(木)

 2月20日(土) ２級受検スペシャル 兵庫県 奥神鍋スキー場  2月 4日(木)

 3月21日(日･祝)～22日(月･振休) 級別テストIN志賀高原 志賀高原一の瀬スキー場  3月21日(日･祝)

11月22日(日) 公認スキー準指導員検定受検者養成講習会 ① 京都テルサ 11月12日(木)

 1月16日(土)～17日(日) 公認スキー準指導員検定受検者養成講習会 ②－1 兵庫県 奥神鍋スキー場 11月26日(木)

 1月30日(土)～31日(日) 公認スキー準指導員検定受検者養成講習会 ②－2 兵庫県 奥神鍋スキー場 11月26日(木)

 2月13日(土)～14日(日) 公認スキー準指導員検定受検者養成講習会 ②－3 兵庫県 奥神鍋スキー場  2月 4日(木)

11月22日(日) 公認スキー指導員検定受検者養成講習会 ① 京都テルサ 11月12日(木)

 1月16日(土)～17日(日) 公認スキー指導員検定受検者養成講習会 ②－近畿 兵庫県 奥神鍋スキー場 11月22日(日)

 1月30日(土)～31日(日) 公認スキー指導員検定受検者養成講習会 ②－2 兵庫県 奥神鍋スキー場 11月26日(木)

 2月13日(土)～14日(日) 公認スキー指導員検定受検者養成講習会 ②－3 兵庫県 奥神鍋スキー場  2月 4日(木)

　京都府指導員会関連行事

12月26日(土)～27日(日) 長野県 八方尾根スキー場 11月27日(金)

11月頃～ eラーニングにて実施

 1月23日(土)～24日(日) 兵庫県 奥神鍋スキー場

2026年10月12日(月･祝) 秋季教育部会 京都テルサ

2027年 5月22日(土) 春季教育部会 京都テルサ

公認スキー準指導員検定受検者徹底講習会①

２０２７年度 教育部 行事予定

　一般講習会　(普及・SB小委)

　教 育 部 会　(企画）

 1月10日(日)～11日(月･祝)
第33回京都府スキー技術選手権大会
（兼 近畿スキー技術選手権大会京都府予選）

長野県 戸隠スキー場

　検    　定　(検定・指導・普及・SB小委)

　準指導員養成講習会　(指導）

　指導員養成講習会　(指導）

（公財）全日本スキー・スノーボード連盟スキー指導者研修会

京都府主管　実技研修

京都府主管　理論研修

SAKスキー(指導者･基礎･アルペン)･スノーボード強化合宿[競技部と共催]

10月13日（火）
～11月13日（金）

公認スキー準指導員検定受検者徹底講習会②

スノーボードレベルアップセミナー

長野県
志賀高原一の瀬スキー場

11月26日(木)

スキー技術選手権大会出場者強化合宿 ①

スキー塾 in 志賀高原　～充実したスキーライフの為に～

　研修会・合宿ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ・大会（強化・指導）

スキー技術選手権大会出場者トレーニング会及び
ジュニア強化トレーニング会

 1月 4日(月)
～ 3月 4日(木)

 3月19日(金)～22日(月･振休)
京都府ジュニアスノースポーツキャンプ

公認スキー準指導員検定受検者徹底講習会③

スキー技術選手権大会出場者強化合宿②

認定スキー指導員講習認定会
認定スノーボード指導員講習認定会

公認スキー指導員受検対策特別講習会及び公認ス
キー指導者育成クラブリーダー講習会



スノーボードレベルアップセミナー開催要項 
 

主  催 京都府スキー連盟（主管：教育部） 
 

期  日 ２０２７年 １月３０日（土）～１月３１日（日） 
集合：両日とも ８：３０ ゆずや（宿舎） 解散：１月３１日（日）１５：００ ゆずや（宿舎） 

  
《参加パターン》２日間参加：レベルアップセミナー＋SBバッジテスト 

１日目（１月３０日）のみ参加：レベルアップセミナー（バッジテストなし） 
２日目（１月３１日）のみ参加：事前講習＋SBバッジテスト 

 

会  場 兵庫県 奥神鍋スキー場 
 
現地本部 「ゆずや」〒669－5377 兵庫県豊岡市日高町山田４５７  TEL ０７９６－４５－０６４８ 
宿  舎 同上（予約については連盟で一括して行います。） 
 

参 加 料 ■２日間参加：２６，０００円（宿泊２食代、講習料を含む） 
※交通費、リフト代、昼食代、合格バッジ、公認料等は含みません。 
※ＳＡＪ会員の方は、本年度のＳＡＪ会員証（電子会員証）の提示で１，０００円を返金します。 
※バッジテストを受検しない場合も同額です。 

■１日目（１月３０日）のみ参加：９，０００円（講習料） 
 ※交通費・リフト代・昼食代等は含みません。 
■２日目（１月３１日）のみ参加：９，０００円（事前講習料、検定料） 
※交通費・リフト代・昼食代、合格バッジ、公認料等は含みません。 

 
内  容 １日目（１月３０日）：初心者・初級者／バッジテスト攻略 

２日目（１月３１日）：事前講習＋バッジテスト 
 
対  象 ２０２７年 ４月 １日現在で１６歳以上の者。 
 
申込方法 参加料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、下記まで

送付してください。 
《振込先》 番  号 １４４５０－３６９３９３０１ 

口座名義 ＳＡＫスキー・ボード普及委員会 
※他金融機関から振込みの場合 

【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 
【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３６９３９３０ 

       《送付先》 〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 
京都府スキー連盟「スノーボードレベルアップセミナー」係 
 

【キャンセルについて】 
・１月１５日（金）までのキャンセルは、５，０００円の手数料を除いて返金します。 
・１月１６日（土）以降及び無断欠席の場合は参加料の返金はできませんのでご了承ください。 
・行事が中止となった場合は、参加料を全額返金します。 

 
申込期限 ２０２６年１２月１１日（金） 
 
そ の 他 ①積雪不足などにより中止となる場合は、申込者へ直接ご連絡します。 

②集合場所は両日とも「ゆずや（宿舎）」ですのでご注意ください。 
③宿泊は「ゆずや」を予定していますが、申込多数の場合は他の宿舎になる可能性があります。なお、集合
前日の宿泊は各自でご手配ください。 

④２日目にバッジテストを実施します。受検希望者は申込書に希望級を記入してください。受検料は参加
料に含まれますが、合格者には公認料・バッジ・合格証の費用が別途かかります。１級受検には２級の合
格証（コピー可）が必要です。 

⑤スケジュールや詳細は現地でご案内します。 
⑥参加者は各自で傷害保険にご加入ください。講習及び検定中の事故等については応急処置を行いますが、
その事故の責任は負いません。 

 

問 合 先 京都府スキー連盟  TEL ０７５－６９２－３４８７  FAX ０７５－６９２－３９７１ 
 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 

2027 年度 



スキー塾 in 志賀高原 ～充実したスキーライフの為に～ 開催要項 

                       《京都駅発着(夜出発)貸切バス》 
主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

期  日  ２０２７年 ３月１９日（金）～２２日（月・振休）現地３日間コース（貸切バス又は直接現地集合） 
・貸切バス乗車の場合 １９日 ２２：００ 京都駅八条口（アバンティ前)集合 

           （解散予定 ２２日 ２２：３０頃） 

      ・直接現地集合の場合 ２０日 １１：００ 現地宿舎ロビー 
           （解散予定 ２２日 １４：３０） 

会  場  長野県 志賀高原 一の瀬スキー場  
宿  舎   「ホテルジャパン志賀」〒381-0401 長野県下高井郡山ノ内町志賀高原一の瀬 TEL 0269-34-2801  
参 加 料  （貸切バス乗車） ７７，０００円 

交通費、宿泊代（２泊・５食付）、講習・検定料込み。公認料は含んでおりません。 

ただし、昼食代(２１日、２２日)及び夕食代(２２日)、リフト代等は含みません。 

（直接現地集合） ６６,０００円 

宿泊代（２泊・５食付）、講習・検定料込み。公認料は含んでおりません。 

ただし、交通費、昼食代(２１日、２２日)及び夕食代(２２日)、リフト代等は含みません。 

※ＳＡＪ登録会員の方は、参加当日、本年度会員証（電子会員証）またはその写し（ｽｸﾘｰﾝｼｮｯﾄを含む）を

ご持参ください。確認の上、ＳＡＪ会員割引１，０００円を現地で返金します。 

定 員 等  定員４０名（最少催行人数２５名）※「京都府ジュニアスノースポーツキャンプ」と合算 

対  象  ２０２７年 ４月 １日現在で１６歳以上の者。 

申込方法  参加料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、下記まで送

付してください。先着順に受付します。 

※申込後のキャンセルについては必要経費を差し引いて返金します。３月１２日までは５，０００円、３月

１３日以降の場合は参加料の５０％を差し引いて返金します。無連絡欠席の場合は、参加料の返金はでき

ませんのであらかじめご了承ください。ただし、中止の場合は参加料全額を返金します。 

 

《振込先》 番  号 １４４５０－３６９３９３０１ 

口座名義 ＳＡＫスキー・スノーボード普及委員会 

※他金融機関から振込みの場合 

【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３６９３９３０ 

（振り込み時、氏名の後にスキーと入力をお願いします） 

《送付先》 〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 
京都府スキー連盟「スキー塾 in 志賀高原」係 

 

申込期間  ２０２７年 １月 ４日（月）～ ３月 ４日（木）（定員に達した場合は期間内でも締切ります。） 

 

内  容  大人が楽しめ、かつ、スキルアップも目指すスキーツアー（講師：ＳＡＪ公認スキー指導員・準指導員） 

・日本国内屈指のビッグゲレンデ志賀高原を楽しんでいただきます。 

・技能・技術レベルに応じた班別講習やビデオクリニック、スキーバッジテスト。 

そ の 他  ①積雪不足等により、スキー塾を中止する場合は申込者に直接連絡します。 
②バッジテストを実施します。受検希望の方は申込書に受検希望級を必ず記入してください。スキーバッジ

テストを受検しない場合でも参加料は同額です。合格された場合、公認料、バッジ代が別途必要です。  

ただし、１級は２級取得者のみ受検できます。（２級合格証を持参のこと。コピー可） 
      ③スケジュール・内容等は、バス車内及び現地で案内します。 
            ④講習中の事故については応急処置を行いますが、その事故の責任は負いません。 

⑤貸切バス乗車の方は、「ジュニアスノースポーツキャンプ」の参加者と同乗になりますので、あらかじめ

ご了承ください。 

問 合 先  京都府スキー連盟 TEL ０７５－６９２－３４８７  FAX ０７５－６９２－３９７１ 
 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 

2027 年度 



京都府ジュニアスノースポーツキャンプ開催要項 
                                   《京都駅発着(夜出発)貸切バス》 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

協  賛  （公財）京都青少年育成スポーツ財団 

指  導  （公財）全日本スキー・スノーボード連盟公認スキー指導員・準指導員（引率含む） 
期  日  ２０２７年 ３月１９日（金）～２２日（月・振休）現地３日間コース（貸切バス） 

１９日 ２２：００ 京都駅八条口（アバンティ前)集合 ／解散予定 ２２日 ２２：３０頃 

会  場  長野県 志賀高原 一の瀬スキー場 

宿  舎  「ホテルジャパン志賀」〒381－0401 長野県下高井郡山ノ内町志賀高原一の瀬 TEL 0269-34-2801 

教室内容  スノースポーツを通じて自然との楽しいふれあい、スキー技術の習得、友達作り＆集団活動 

定 員 等   定員４０名（最少催行人数２５名）※「スキー塾」と合算 

対    象    会期中すべてに参加できる京都府内在住の小学４年生～中学生、高校生  

参 加 費  小学生 ６９，０００円   中学生・高校性 ７９，０００円   

※交通費、宿泊代（２泊・５食）講習・検定料（公認料は別）、リフト代（３日分）を含む。 

※２０日の朝食代、２１日の昼食代、２２日の昼夕食代、飲み物代等は各自負担。 

       ※レンタルスキー／レンタルウエア等は別途格安でご案内します。 

申込方法  参加料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、下記まで送

付してください。先着順に受付します。 

※申込後のキャンセルについては必要経費を差し引いて返金します。３月１２日までは５，０００円、３

月１３日以降の場合は参加料の５０％を差し引いて返金します。無連絡欠席の場合は、参加料の返金は

できませんのであらかじめご了承ください。ただし、中止の場合は参加料全額を返金します。 

《振込先》 番  号 １４４５０－３６９３９３０１ 

口座名義 ＳＡＫスキー・スノーボード普及委員会 

※他金融機関から振込みの場合 

【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３６９３９３０ 

     （振込み時、氏名の後にスキーと入力をお願いします。） 

《送付先》 〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「京都府ジュニアスノースポーツキャンプ」係 

申込期間  ２０２７年 １月 ４日（月）～ ３月 ４日（木）（定員に達した場合は期間内でも締め切ります。） 

集合解散  集合：１９日（金）   ２２：００    京都駅八条口（アバンティ前） 

解散：２２日（月・振休）２２：３０頃  京都駅八条口（アバンティ前） 

スケジュール ２０日 早朝ホテル着、仮眠 → 昼食（開会式） → 実技講習 

２１日 実技講習 終日 

       ２２日 午前 実技講習／バッジテスト 現地出発 １４：３０予定  

そ の 他  ①スケジュール等詳細については、参加決定者に後日連絡します。 

②昼食代、スキー用具(レンタル 6,000 円)、ウエア・帽子・ゴーグル・グローブ（４点レンタル 5,000 円）、

ヘルメット(レンタル 2,000 円)、着替え、おやつ等は各自持参してください。用具に関してはレンタル事前

申込を承ります(レンタル費用は３日分です)。事故防止のためヘルメット装着を強くお勧めします。 

③SAJ スキーバッジテストを実施します（SAJ スキージュニアテストではありません）。今回の受検料は無料

ですが、合格者は公認料・バッジ及び合格証の費用が発生します（希望者のみ）。ただし、１級は２級取得

者のみ受検できます。（２級合格証を持参のこと。コピー可） 

④バスの乗車につきましては「スキー塾in志賀高原」の参加者と同乗になりますので、ご了承ください。 

⑤保護者の方で一緒に参加希望がある場合は、「スキー塾in志賀高原」にお申込みください。 

問 合 先  京都府スキー連盟  ＴＥＬ  ０７５－６９２－３４８７   ＦＡＸ  ０７５－６９２－３９７１ 

 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 

2027 年度 



スキー技術選手権大会出場者強化合宿① 開催要項 

 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期    日  ２０２６年１２月２６日（土）～２７日（日） 

※受付…２６日  ７：４５ 現地本部「白馬ピエモンヤマジュウ」 

※解散…２７日 １１：３０ 「ゲレンデ」（予定） 

 

会  場  長野県 八方尾根スキー場     

 

現地本部  「白馬ピエモンヤマジュウ」〒399-9301 長野県北安曇郡白馬村大字北城八方3726 

TEL ０２６１－７２－２４３２ 

 

宿  舎  宿泊の指定はしません。宿泊については各自で予約してください。 

      ただし、白馬ピエモンヤマジュウに宿泊を希望される方は連盟で予約をしますので申込書

に明記してください。なお保護者等引率者は対象外とします。 

 

講  師  ２６日：八方尾根スキースクール 

   ２７日：米丘 友明（元SAJデモンストレーター） 

 

参 加 料  一般選手：１０，０００円   強化指定選手：５，０００円 

※ 宿泊代・交通費・リフト代等は含みません。  

 

資  格  本年度京都府スキー連盟加盟の団体（クラブ・学校）に所属し、ＳＡＪ会員登録者(２０

２７年４月１日現在１６歳以上)で１級以上の技術を有する者、当該年度に関わらず京都

府・近畿スキー技術選手権大会の一般の部へ出場意向のある者。ただし１８歳以下の者

は保護者の同意を得ること。 

 

申込方法  参加料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼

り付け、下記まで送付してください。なお、欠席の場合は、如何なる理由でも参加料は返

金しません。あらかじめ、ご了承願います。 

《振込先》 番  号 １４４１０－３２３３７８７１ 

口座名義 ＳＡＫスキー強化委員会 

他金融機関からの振込の場合 

【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３２３３７８７ 

《送付先》 〒601-8047  京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「技術選合宿①」係 

 

申込期限  ２０２６年１１月１７日（火） 

 

そ の 他  ①積雪不足等により合宿を中止する場合は１２月２１日（月）の積雪状況により申込者に直接連絡しま

す。中止の場合、参加料は全額返金します｡ 

②スケジュール等については、当日案内します。 

③参加者は、各自傷害保険に加入しておいてください。講習中の事故等については、応急処置は行いま

すが、その事故の責任は負いません。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟   TEL ０７５－６９２－３４８７  FAX ０７５－６９２－３９７１ 

 
当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしく

はホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 

2027 年度 



スキー技術選手権大会出場者トレーニング会 

及びジュニア強化トレーニング会開催要項 

 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期    日  ２０２７年 １月 １０日（日）  

※集合… １０日  ８：４５ シャルマン戸隠（レストハウス）前 

※解散… １０日 １１：４５ 「ゲレンデ」（予定） 

 

会  場  長野県 戸隠スキー場 

 

現地本部  ロッヂ飯島 〒381-4101 長野県長野市戸隠3682‐ホ  TEL ０２６－２５４－２１５５ 

    

日  程  一  般   公式トレーニング。滑りに対する点数表示とワンポイントアドバイスを行う。 

      ジュニア   講習会を実施。後半に公式トレーニングを行う。（予定） 

※ 日程は変更する場合がある。なお、詳細等は現地にて発表する。 

 

参 加 料  一    般  ６,０００円    強化指定選手  ３,０００円 

ジュニア  ４,０００円 

※ただし、宿泊代・交通費・リフト代等は含みません。 

 

資  格  第３３回京都府スキー技術選手権大会に出場する者。 

  

一般：男子の部、女子の部 

①京都府スキー連盟加盟のスキークラブに所属している者。 

②２０２７年４月１日現在１６歳以上の者で一般の部に出場する者。 

③１８歳以下の者は保護者の同意を得ること。 

④傷害保険に加入していること（必ず会社名、保険 Noを記入のこと）。 

       

ジュニア：小学生の部（４年生から６年生）、中学生の部、高校生の部の各男女 

①京都府スキー連盟加盟のスキークラブに所属している者。 

②保護者の同意を得ている者。 

③傷害保険に加入していること（必ず会社名、保険 Noを記入のこと）。 

 

申込方法  参加料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、

下記まで送付してください。なお、欠席の場合、如何なる理由でも参加料は返金しません。あらか

じめ、ご了承願います。 

※クラブごとで取りまとめて振込む場合は、参加者名及び参加料を明記した一覧表を作成し、添付

してください。『京都府スキー技術選大会』の参加費との合算振込みはご遠慮ください。 

 

《振込先》 番  号 １４４１０－３２３３７８７１ 

口座名義 ＳＡＫスキー強化委員会 

他金融機関からの振込の場合 

【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３２３３７８７ 

《送付先》 〒601-8047  京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「技術選トレーニング会」係 

 

申込期限  ２０２６年１２月１０日（木） 

2027年度 



 

そ の 他  ①トレーニング会の開催の可否は、１月４日（月）の積雪状況を確認し決定します。 

※連盟ホームページにも掲載します。 

②行事が中止の場合、参加料は全額返金します。 

③強化指定選手については原則参加をお願いします。 

④参加者の宿泊については、各自で予約してください。 

⑤参加者は、各自傷害保険に加入のこと。トレーニング会中の事故等については、応急処置は行 

いますが、その事故の責任は負いません。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟   TEL  ０７５－６９２－３４８７   FAX  ０７５－６９２－３９７１  
 

 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び当連盟の他の事業

でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡をさせていた

だくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくはホームページにて公開することがありますのでご

了解ください。 



第３３回京都府スキー技術選手権大会 

(兼 近畿スキー技術選手権大会京都府予選)開催要項 
 
主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 
 
後  援  (公財)京都府スポーツ協会 
 
期  日  ２０２７年 １月 １０日（日）～ １１日（月・祝） 
 
会  場  長野県 戸隠スキー場 
 
現地本部  ロッヂ飯島 〒381-4101 長野県長野市戸隠3682 

                TEL ０２６－２５４－２１５５ 
 
日  程 
 

 
 

 

                 

※日程は変更する場合がある。なお、詳細等は現地にて発表する。 

 

競技種目   (1) 一般テクニカルの部 

①  Short-turn / Space Regulation［ 中急斜面 ・ 整   地  ］ 

②  Short-turn / Mogul           ［  急 斜 面 ・ 不 整 地  ］  

③  Long-turn  / Space Regulation［ 急 斜 面 ・ 整 地  ］ 

④  Free       / Space Regulation［ 総合斜面 ・ ナチュラル  ］ 

（2）一般チャレンジの部 

①   Short-turn / Space Regulation［ 中急斜面 ・ 整  地  ］ 

②   Long-turn  / Space Regulation［ 急 斜 面 ・ 整   地  ］ 

③   Free       / Space Regulation［ 総合斜面 ・ ナチュラル  ］ 

(3) ジュニアの部 

 ①   Short-turn / Space Regulation［ 中 斜 面 ・ 整   地  ］ 

②   Long-turn  / Space Regulation［ 中 斜 面 ・ 整   地  ］ 

③   Free       / Space Regulation［ 総合斜面 ・ ナチュラル  ］ 

(4) 団  体 ［ エントリー３選手の種目平均点の合算  ］  

 

※ 上記の種目は現在の予定であり、ゲレンデ状況及び積雪状況また近畿・全日本スキー技術選

手権大会の種目等により種目数及び種目を変更する場合がある。 

 
競技規則  京都府スキー技術選手権競技規則を別途定める。 
 

組別・参加資格 

(1) 一般テクニカルの部（男子の部、女子の部） 

①京都府スキー連盟加盟のスキークラブに所属し、本年度のＳＡＪ会員年次登録を完了した者。 

②近畿大会（一般・シニア）及び全日本大会に出場を希望する者。 

③２０２７年４月１日現在で１６歳以上の者。１８歳以下の者は保護者の同意を得ること。 

④大会申込時までにＳＡＪスキーバッジテスト１級以上の認定を受けている者。 

⑤傷害保険に加入していること（必ず会社名、保険 Noを記入のこと）。 

⑥上記条件を満たし、所属加盟団体長の推薦を得た者。 

 

1月  10日(日) 
20：00～20：15  受 付（予定） 

20：20～     クラブ代表者会議（予定） 

1月 11日(月・祝) 
10：00～(予定) 競技開始 

15：00～(予定) 閉会式、表彰 

2027年度 



      (2) 一般チャレンジの部（1部：39歳以下、2部：40～49歳、3部：50～54歳、4部：55～59歳、

5部：60歳以上の各男女） 

 ① 京都府スキー連盟加盟のスキークラブに所属している者。 

② ２０２７年４月１日現在で１８歳以上の者。 

③ 参加カテゴリーは、大会開催日時点での年齢とする。 

④ ＳＡＪバッジテスト１級同等レベル以上の技量がある者。ただし、１級以上の認定を受け

ていない者については、前日のトレーニング会に参加すること。 

⑤ 傷害保険に加入していること（必ず会社名、保険 Noを記入のこと）。 

⑥ 近畿大会及び全日本大会への出場権利は発生しない。ただし、近畿大会シニアの部におい

て出場資格を有する者で出場を希望する者については推薦する。 

(3) ジュニアの部（小学生の部（４年生から６年生）、中学生の部、高校生の部の各男女） 

① 京都府スキー連盟加盟のスキークラブに所属している者。 

② 保護者の同意を得ている者。 

③ 傷害保険に加入していること（必ず会社名、保険 Noを記入のこと）。 

④ 近畿大会ジュニアの部の出場資格を有する者で、出場を希望する者については推薦する。

詳細については選考基準を確認のこと。 

(4) 団  体 

① 一般の部及びジュニアの部で出場する同所属クラブ３人一組。※ ただし、団体のみの参

加は不可とする。 
 

参 加 料  一    般        １０，０００円／名 

      ジュニア      ５，０００円／名 
団  体      ４，０００円／組(１チーム) 

 

申込方法  (1)申込書は、各自必要事項を記入の上各クラブが参加者全員分をまとめて申し込みしてください。 

 ※ 申し込みの際は、参加者名、参加組別、金額を明記した一覧表を作成し添付してくださ

い。トレーニング会の参加料と合算して振り込むことはご遠慮ください。 

(2)参加料は、下記ゆうちょ銀行口座に各クラブで参加者全員分をまとめて振込みの上、参加料

の振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、下記まで送付してください。 

《振込先》 番 号   １４４１０－３２３３７８７１ 

口座名義  ＳＡＫスキー強化委員会 

他金融機関からの振込の場合 

【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３２３３７８７ 

《送付先》 〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「京都府スキー技術選手権大会」係 
 
申込期限  ２０２６年１１月２６日（木） 
 

表  彰  (1) 一般テクニカルの部 

総合成績 … 総合得点により 

男子の部：上位１０位まで表彰 

女子の部：上位 ６位まで表彰 

      (2) 一般チャレンジの部（各クラス） 

総合成績 … 総合得点により 

男子の部：上位 ３位まで表彰 

女子の部：上位 ３位まで表彰 

(3) ジュニアの部（各クラス） 

総合成績 … 総合得点により 

男子の部：上位 ６位まで表彰 

女子の部：上位 ６位まで表彰 



 (4) 団体の部 
総合成績 … 上位 ３位まで表彰 

 

そ の 他  ① 大会開催の可否は、１月４日（月）の積雪状況等を確認し決定します。 

※連盟ホームページにも案内します。 

② 受付はクラブ単位とします。 

③ 開会式は原則出席すること。やむを得ず欠席の場合、受付時にクラブ単位で届出してください。 

④ 閉会式は、必ず出席のこと。欠席の場合、本大会の成績は確定としますが、近畿大会、全日本大会の出場者選

考対象候補からは、はずれることとします。 

⑤ 大会を中止した場合は、参加料の半額を返金します。 

⑥ 欠席の場合は、如何なる理由でも参加料は返金しませんのでご了承ください。 

⑦ 大会中の事故等については、応急処置は行いますがその事故の責任は負いません。 

⑧ 宿泊については、各自で予約してください。 

⑨ 本大会は、近畿及び全日本スキー技術選手権大会の予選会とします。 

なお、両大会の出場資格は、別紙「選考基準」のとおりとします。 

⑩ 近畿スキー技術選手権大会参加希望者は、連盟が認める強化合宿に参加しなければならない。 

ただし、府予選に出場した者で、近畿大会シニアの部及びジュニアの部に出場を希望する者は、強化合宿の 

参加を免除する。 

⑪ ジャッジは５審３採用制にて実施予定とします。 

⑫ ヘルメットの着用を義務付けします。 

 

近畿スキー技術選手権大会 

期  日  ２０２７年 ２月 ５日（金）～ ２月 ７日（日） 

会  場  長野県 戸隠スキー場 

参 加 料  一般・シニア  １０，０００円 

      ジュニア     ５，０００円 

申込期限  ２０２６年１１月２６日（木）（京都府スキー技術選手権大会と同時に申込のこと） 

 
※近畿スキー技術選手権大会の出場希望者は、申込期限までに京都府スキー技術選手権大会の出場申
込書とともに近畿スキー技術選手権大会の申込書も提出すること。また参加費も同時に振り込むこ
と。なお、出場希望者は連盟が認める強化合宿に参加しなければならない。ただし、近畿大会シ
ニアの部及びジュニアの部に出場を希望する者は強化合宿の参加を免除する。 
近畿大会詳細の案内については、京都府スキー技術選手権大会終了後に行う。 

 
※京都府選手団宿舎：「ロッヂ飯島」 〒381-4101 長野県長野市戸隠3682 
                        TEL ０２６－２５４－２１５５ 
 宿泊予約については連盟で一括して予約を行う。 
 

全日本スキー技術選手権大会 

期  日  ２０２７年 ３月 ３日（水）～７日（日） 

会  場  秋田県 たざわ湖スキー場 

参 加 料  １５，０００円(参加費は変更になる可能性があります。) 
※全日本スキー技術選手権大会の出場者の決定、申込及び大会詳細の案内ついては近畿スキー技術
選手権大会終了後に行う予定。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟  TEL  ０７５－６９２－３４８７  FAX  ０７５－６９２－３９７１ 
 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び当連盟の他の

事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業のDM発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡をさせ

ていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくはホームページにて公開することがあり

ますのでご了解ください。 



【京都府スキー技術選手権競技規則】 

 

［使用用具等に関して］ 

① 選手は、(公財)全日本スキー・スノーボード連盟公式用品委員会において認定された用具、用品を使用し

なければならない。 

② プレートは、市販商品の正常な使用法に限る。 

③ 選手が着用するウェアは、市販されているルーズフィットなものとし、レーシングスーツ（ワンピース・

ツウピース）は認めない。 

 

［ヘルメット・帽子の着用に関して］ 

① 競技中は、ヘルメットを着用しなければならない。 

 

［ビブの着用に関して］ 

① 開閉会式、インスペクション等でコート内に入る場合は、必ずビブを外側に着用すること。 

 

［スタートの要領に関して］ 

① 選手は、各種目ともスタート地点に集合し、スタート審判の点呼を受け、応答しなければならない。 

② 選手は、前者の出発後、直ちにスタート位置につき準備を整える。 

③ 選手は、スタート審判の合図により出発する。直ちに出発しない場合は当該種目を棄権したものとみなす。 

 

［フィニッシュの要領に関して］ 

① フィニッシュは、コート下部の左右にある目印を結ぶフィニッシュライン付近で停止し、演技を終了しな

ければならない。 

 

［演技の中断等に関して］ 

① 演技を中断した場合は、その位置で体勢を整え再スタートする。中断が長引く場合は、審判長の指示に従

う。 

② 選手は、係員の幇助を受けることができる。 

③ やむを得ず途中棄権をする場合は、その旨を係員に告げ、速やかにコート外に移動する。 

この場合は、当該種目の得点は０点とするが、次の種目以降の出場権は保持される。 

 

［コートインスペクションに関して］ 

① コート設定後のインスペクションは、原則としてコート外から行う。ただし、必要あるときは、事前に通

告し、横滑りによりコート内に入れることがある。 

 

［抗議に関して］ 

① 抗議に関しては、選手が、当該コートの審判長に申し出ることができる。 

 

［その他］ 

① 開会式には、選手は原則出席することとしておりますが、やむを得ず欠席の場合は、受付時にクラブ単位

で届出してください。 

② 閉会式は、選手は必ず出席すること。欠席の場合は、本大会の結果は確定しますが、近畿大会あるいは全

日本大会への出場者選考対象者からは、はずれることとします。 

③ その他必要ある事項は別途定め、通告する。 

 

［得点方式について］ 

① 個人の部は、各種目１００点満点とし減点法で採点し、５審３採用制での採用得点の合計点で成績順位を

決定する。 

② 団体の部は、チーム登録された３人の個人成績の種目平均点の合計点により順位を決定する。 

 



近畿スキー技術選手権大会及び全日本スキー技術選手権大会出場者選考基準 

令和２年１０月 ３日改定 

令和５年 ９月３０日改定 

令和７年１０月 ４日改定 

令和８年１０月１２日改定 

 

【近畿スキー技術選手権大会出場者選考基準】 

一般の部 

① 近畿スキー技術選手権大会の参加資格を有する者。 

 

② 原則として、近畿スキー技術選手権大会の出場者は、京都府スキー技術選手権大会に出場した者より選考する。 

 

③ 京都府スキー技術選手権大会が中止となった場合は、近畿スキー技術選手権大会に出場を希望する者全員を推

薦する。 

 

④ 近畿スキー技術選手権大会出場者希望者は、京都府スキー連盟主催の技術選手権出場者強化合宿に１回以上参

加しなければならない。なお下記の場合は合宿に参加したものとみなす。 

・申し込みを行った連盟主催の技術選手権出場者強化合宿①及び②が中止となった場合 

・連盟主催の技術選手権出場者強化合宿①及び②等強化関連行事の講師を行った場合 

 

シニアの部 

① 近畿スキー技術選手権大会の参加資格を有する者。 

 

② 原則として、近畿スキー技術選手権大会の出場者は、京都府スキー技術選手権大会に出場した者より選考する。 

 

③ 京都府スキー技術選手権大会が中止となった場合は、近畿スキー技術選手権大会に出場を希望する者全員を推

薦する。 

 

④ 近畿スキー技術選手権大会シニアの部出場希望者については、京都府スキー連盟主催の技術選手権出場者強化
合宿の参加を免除する。ただし、任意での参加は可能とする。 

 

ジュニアの部 

① 近畿スキー技術選手権大会の参加資格を有する者。 

 

② 原則として、近畿スキー技術選手権大会の出場者は、京都府スキー技術選手権大会に出場した者より選考する。

ただし、以下に定める大会と重なり、京都スキー技術選手権大会が参加できない場合は、所定の手続きにより

近畿スキー技術選手権大会への推薦を認める。 

  １）全中予選、インターハイ予選、国体予選 

    ２）その他、ＳＡＪが主催あるいは後援する大会 

   ※上記大会に参加するために京都大会が参加できない場合は、京都大会申込期限までに参加できない理由を

添えて近畿技選の申し込みをすること。 

 

③ 京都府スキー技術選手権大会が中止となった場合は、近畿スキー技術選手権大会に出場を希望する者全員を推



薦する。 

 

④ 近畿スキー技術選手権大会ジュニアの部出場希望者については、京都府スキー連盟主催の技術選手権出場者強
化合宿の参加を免除する。ただし、任意での参加は可能とする。 

 

【全日本スキー技術選手権大会出場者選考基準】 

 

① 全日本スキー技術選手権大会の参加資格を有する者より選考する。 

 

② 全日本スキー技術選手権大会の出場者は、京都府及び近畿スキー技術選手権の両大会に出場した者より選考する。 

 

③ 全日本スキー技術選手権大会の出場者は、原則として近畿スキー技術選手権大会の順位、男子５０位以内、女子

２５位以内の者より選考する。 

 

④ 全日本スキー技術選手権大会の出場者は、京都府及び近畿スキー技術選手権大会の総合得点の合算により、上位

の男子３名、女子１名を選考し推薦する。同点の場合は、京都府スキー技術選手権大会の上位順位者、京都府ス

キー技術選手権大会が中止の場合は近畿スキー技術選手権大会の上位順位者を推薦する。さらに同点の場合は、

前回の京都府及び近畿スキー技術選手権大会の総合得点合算の上位者を推薦する。 

以降、同点が続く場合は、前回の京都府スキー技術選手権大会上位順位者、さらに近畿スキー技術選手権大会

の上位順位者の順で選考していく。 

 

⑤ 近畿スキー技術選手権大会が中止となった場合は、全日本スキー技術選手権大会の出場者は、京都府スキー技

術選手権大会の上位順位で、近畿スキー技術選手権大会へ申込した者の中より選考し推薦する。 

 

⑥ 京都府スキー技術選手権大会及び近畿スキー技術選手権大会の両方とも中止となった場合は、近畿スキー技術選

手権大会の会期中に京都府予選会を実施する。なお実施要項については、開催決定時に別途作成し案内する。 

 

⑦ すべての大会が中止となった場合は、全日本スキー技術選手権大会の出場者は、原則として、近畿スキー技術選

手権大会申込者の中より、前年度及び前々年度の両大会の成績上位の者及び全日本スキー技術選手権出場歴等か

ら候補者を書類選考し推薦する。 

 

⑧ ナショナルデモンストレーター及びＳＡＪデモンストレータ―において、（公財）全日本スキー・スノーボード

連盟主催行事等参加のために京都府あるいは近畿スキー技術選手権大会その他選考に関わる行事に参加できず

選考要件を満たしていない場合、選手の実績、資質、貢献度などにより教育部理事会が判断し、京都府スキー連

盟の責任のもと会長が認めた者は選考対象者としての資格を有する。 

 

⑨ 推薦選手以外に補欠選手男女各１名を選考することができる。ただし、その場合、推薦選手の次点の選手として

京都府及び近畿スキー技術選手権大会の成績等で推薦しない場合もある。 

 

⑩ 全日本スキー技術選手権大会出場者の最終決定は、京都府スキー連盟会長の推薦を得られた者とする。 



第１０回近畿スキー技術選手権大会開催要項 

 

【主   催】  S.A.J.近畿ブロック協議会 

 

【主   管】  S.A.J.近畿ブロック協議会 教育部会 

 

【後   援】  近畿スキー・スノーボード指導員会 

 

【会   期】  ２０２７年 ２月 ５日（金）～ ２月 ７日（日） 

 

【会   場】  長野県 戸隠スキー場 

 

【現 地 本 部】  「シャレー戸隠」 〒３８１－４１０１ 長野県長野市戸隠３５０７－１０ 

                   ＴＥＬ ０２６－２５４－２０９９ 

 

【日   程】  ○一般及びシニアの部、ジュニアの部 

２月 ５日（金）   20:00～     受付（本部宿舎） 

20:15～     ＴＣミーティング 

          ２月 ６日（土）    8:15～     開会式（シャルマン戸隠前） 

    9:45～     競技開始 

          ２月 ７日（日）    9:45～     競技開始 

                     15:30～     閉会式・成績発表（シャルマン戸隠前） 

※ 詳細は現地本部公式掲示板を確認のこと 

 

【競 技 種 目】  ○一般及びシニアの部 

１．総合斜面・Free/space regulation 

２．中急斜面・Short-turn/space regulation 

３．急斜面・Long-turn/space regulation 

４．急斜面・Short-turn/Mogul 

※シニアの部は、４．急斜面・Short-turn(Mogul)を除く３種目により競技を実施

する。ただし、希望者は全種目（４種目）を滑走することができる。シニアの

部にエントリーする者は申込書に出場種目数を明記のうえ申し込むこと。 

         ○ジュニアの部 

１．総合斜面・Free/space regulation 

２．中急斜面・Short-turn/space regulation 

３．急斜面・Long-turn/space regulation 

 

【参 加 資 格】  ○一般及びシニアの部 

１．当該年度の SAJ会員登録を行なっている者。 

２．「SAJスキー補償制度」及び、スポーツ傷害保険、又はこれに準ずる傷害保険に

加入済みの者。 



３．２０２７年４月１日時点で１８歳以上で１級以上の認定を受けており、加盟団

体長の推薦を受けた者。ただし、１級以上の認定を受けており、各選考会に出場

して予選会を通過し、加盟団体長が認めたものについてはこの限りではない。 

○ジュニアの部 

１．小学４年生から高校生までとする。 

２．保護者の同意を得ている者。 

３．「SAJスキー補償制度」及び、スポーツ傷害保険、又はこれに準ずる傷害保険に

加入済みの者。 

 

【順位の決定】  ○一般及びシニアの部、ジュニアの部 

１．各種目の採点は、５審３採用とする。 

２．総合成績の順位は、全種目の合計得点により決定する。 

※ シニアの部で全種目にエントリーした者は、シニアの部の順位と一般の部  

の順位との両方を発表する。 

 

【表 彰】  ○一般の部（シニアの部申込者の内、全種目滑走した者を含む） 

１．総合成績により、男子１０位、女子６位までを表彰する。 

２．種目別は男女とも３位までを表彰する。 

○シニア１部（５０歳から５４歳） 

 総合成績により、男女各３位までを表彰する。 

○シニア２部（５５歳から５９歳） 

 総合成績により、男女各３位までを表彰する。 

○シニア３部（６０歳以上） 

 総合成績により、男女各３位までを表彰する。 

○ジュニア１部（小学４年生から６年生） 

 総合成績により、男女各３位までを表彰する。 

○ジュニア２部（中学生） 

 総合成績により、男女各３位までを表彰する。 

○ジュニア３部（高校生） 

 総合成績により、男女各３位までを表彰する。 

 

【申 込 方 法】  １．一般及びシニアの部参加者は、所定の申込用紙(近教様式 5)に必要事項を記入の

うえ、参加料を添え所属連盟宛申込む。また、一般の部で１８歳未満の者が参加す

る場合、必ず保護者の承諾を得て、申込書の保護者承諾欄に記名捺印をすること。

各加盟団体は、保護者承諾を必ず確認し、推薦を行うこと。 

２．ジュニアの部参加者は、所定の申込用紙(近教様式 5J)に必要事項を記入のうえ、

参加料を添え所属連盟宛申込む。また、必ず保護者の承諾を得て、申込書の保護者

承諾欄に記名捺印をすること。各加盟団体は、保護者承諾を必ず確認し、推薦を行

うこと。 

３．各加盟団体は、申込用紙を取りまとめ、期日までに近教様式 5,11 を郵送、デー

タベース(近教様式 11)を電子データにて下記申込先宛提出する。 

 



【申込み・問合せ先】 「S.A.J.近畿ブロック協議会教育部会送付先一覧」を参照。 

 

【申 込 締 切】  ２０２６年１２月２５日（金）必着 

 

【参 加 料    】  ○一般及びシニアの部・・・ １０，０００円 

         ○ジュニアの部・・・・・・  ５，０００円 

 

【振 込 先    】  「S.A.J.近畿ブロック協議会教育部会送付先一覧」を参照。 

 

【そ  の  他】   １．積雪等の状況により、日程の短縮、競技種目及び競技コートを変更することがあ

る。 

２．ＳＡＪ公式用品を使用のこと。 

３．万一競技中事故が発生した場合は、応急処置は行うが総て本人の責任により処理

する。 

４．本大会成績上位者は、近畿ブロック協議会教育部会が開催する強化合宿に優先的

に参加するものとする。 

５．シニアの部にエントリーした選手については、全日本スキー技術選手権大会への

出場資格はないものとする。 

６．大会会場の状況により会場変更することがある。 

７．開会式、閉会式については、状況に応じて開催を中止、変更することがある。 

８．大会を中止した場合は、参加料の半額を返金する。 



競 技 規 則 

近畿スキー技術選手権大会 競技規則 
 

１  競技者は種目別スタート地点に集合し、スタート審判のコールを受け応答しなけれ  

ばならない。大会運営上、２０人～３０人集合しだい随時コールを開始するものとする。 

 

２  競技者は前者の出発後、直ちにスタート地点に立ち出発のための準備をしなければ   

ならない。 

 

３  競技者はスタート審判の合図により出発しなければならない。スタート合図はフラッグ

で行うが、視界不良の場合はトランシーバーを利用するため、スタート審判の指示に従わ

なければならない。直ちに出発しない場合は当該種目を棄権とする。 

 

４ 競技コースの終点には停止ゾーンを設ける。ゾーンは４本のポールにより設定し、その

区切りは色インク等により明示する。 

 

５  競技は示された停止ゾーン内で安全のために停止するものとする。また、ゴールは両足

スキーで終了するものとする。 

 

６ 競技中止について。大転倒等で中止するときは、ストック等の×印で連絡する。 

 

７  ヘルメットを安全上必ず着用する。ウエアーはレーシングスーツ（ワンピース等）は禁

止し、ルーズフィットのものとする。その他、公式用具を使用すること。 

 

８ 競技種目が必要とする斜面については、その条件を満たせる設定を行う。 

 

９  競技各種目は、設定された条件や状況に適合した回転弧、スピードで行う。 

 

10 審判は、５審３採用により行う。各種目１００点満点とし減点法で採点し、採用の合計

点で成績順位を決定するものとする。 

 

11  競技斜面のインスペクション・整備については競技本部の指示に従い行う。選手・監督・

コーチのみとし、ビブ・証明書を必ず着用のこと。 

 

12 抗議は、監督・コーチ・当該選手本人としゴール後ただちにジュリーに申し出ること。

監督１名・コーチ３名以内とし、受付時に届け出をして監督・コーチ証を受け取り、大会

期間中着用する。監督・コーチ証等については、本部に届け出た者が着用すること。 

 

13  競技会場の積雪等の状況により、日程の短縮、競技コート及び種目変更の可能性も有り

得る。 

 

14 全日本スキー技術選手権大会出場に係る近畿ブロック各府県連の余剰枠については、本

大会の結果により、各府県の出場者を除いた成績上位の者から選出するものとする。 



大自然のふところに包まれて、鹿の声、ふくろうの声、木々のざわめきをつつんで坐る

「愚中会」坐禅会　有志

日　時   　毎月第二金曜日     午後８時から午後10時まで
場　所   　紫金山　天寧寺     研修道場

費　用   　年会費 10,000円　  １ヶ月 1,000円
その他   　リラックスできる服装でおこし下さい。

〒620－0077  福知山市大呂1474　天寧寺内「愚中会」　TEL. 0773－33－3448

2026年度 

22002266ジジュュニニアア強強化化トトレレーーニニンンググ会会  開開催催要要項項  

 
 
主  催  京都府スキー連盟 
 
主  管  京都府スキー連盟 競技部 
 
期  日  2026年１月３日（土） 
 
会  場  長野県 野沢温泉スキー場 カンダハーコース（積雪状態で変更あり） 
 
日  程  ① 9:00～12:00〔目安〕 
      ② 現地集合、現地解散 
 
内  容  ポールセットバーン（ＧＳ及びＳＬ）で滑走トレーニング（積雪状態で変更あり） 
      ＊競技スキーに係るレベルアップを目指すためのトレーニング会 

＊高体連・中体連のトレーニング会に参加し、上級者のテクニックを参考に技術向上を図ります。 
 
参加資格  ① 京都府内の学校に在学及び京都府内在住の小・中学生（保護者同伴） 
      ② 中級者以上 
      ③ 傷害保険等の加入者 
 
参加料金  コース使用料1,000円/人（当日、現地で京都府スキー連盟役員へ支払う） 
 
申込方法  ＊高体連・中体連所属の学生は、申し込み不要です。 

① 所定の申込用紙（コピー可）に必要事項を記入し、郵送又はFAXで事前に申し込むこと。 
② 申込期限 2025年12月17日（水）（郵送は当日消印有効） 

③ 申込先：〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町70 京都府スポーツセンター内 

 京都府スキー連盟 Tel 075-692-3487、Fax 075-692-3971 
 
行事本部  野沢温泉スキー場「さつき荘」：2026年1月2日(木)正午に開設 

      長野県下高井郡野沢温泉村 Tel 0269-85-2454 
 
注意事項  ① 開催の可否は、2025年1月2日(金)正午現在の積雪状況によって決定する。 

      ② 積雪、天候の状況により、トレーニングコース、内容、時間を変更することがある。 

      ③ 宿舎は各自で手配・確保の事。 

④ 必ず個人票に保護者の承諾を得て申し込む事。 

⑤ クラッシュヘルメットを持参し着用する事。 

⑥ トレーニング中の事故等について、応急処置は行うがその事故の責任は負わない。 

⑦ 現地役員が、技術未熟、その他の理由をもって危険と判断した場合は、その選手の参加を 

認めない事がある。 

      
 

問 合 先  京都府スキー連盟 競技部 椋平智博 (Tel 090-8796-2306） 
 
 

※ 体調管理について、参加者(選手・役員)は、個人及び参加チームの責任において十分な対応をとること。具体的に

は、上部団体からの指示も踏まえつつ、京都府スキー連盟 HP に掲載する場合があるので、確認すること。その他、
行動・宿泊方法など政府・教育機関のガイドラインを遵守すること。 

 
※ 当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情
報は、本事業および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業のDM発送等に利用いたします。
また、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。  
行事参加中の映像･写真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはホームページにて公開することがあり

ますのでご了承下さい。 
 



スキー技術選手権大会出場者強化合宿② 開催要項 

 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期    日  ２０２７年 １月１６日（土）～１７日（日） 

       ※集合…１６日  ８：４５ シャルマン戸隠（レストハウス）前 

          ※解散…１７日 １１：３０ 「ゲレンデ」（予定） 

 

会  場  長野県 戸隠スキー場 

              

現地本部  「シャレー戸隠」 〒381-4101 長野県長野市戸隠3507-10 

                      TEL ０２６－２５４－２０９９ 

 

宿  舎  宿泊の指定はしません。宿泊については各自で予約してください。ただし、「シャレー戸

隠」に宿泊希望の方は連盟で予約しますので申込書に明記し、必ず１次締切日までに申込

してください。なお保護者等引率者は対象外とします。 

 

講  師  奥村 駿 ナショナルデモンストレーター（第63回全日本スキー技術選手権大会総合1位） 

 

参 加 料  一般選手：１０，０００円  強化指定選手：５，０００円 

       ※宿泊代、交通費・リフト代等は含みません。 

 

資  格  本年度京都府スキー連盟加盟の団体（クラブ・学校）に所属し、ＳＡＪ会員登録者(２０

２７年４月１日現在１６歳以上)で１級以上の技術を有する者、当該年度に関わらず京都

府・近畿スキー技術選手権大会の一般の部へ出場意向のある者。ただし１８歳以下の者

は保護者の同意を得ること。 

 

申込方法  参加料を下記ゆうちょ銀行口座まで振り込みの上、振込証の写しを申込書の裏面に貼付

け、下記まで送付してください。なお、欠席の場合は、如何なる理由でも参加料は返金し

ません。あらかじめ、ご了承願います。 

《振込先》 番  号 １４４１０－３２３３７８７１ 

口座名義 ＳＡＫスキー強化委員会 
他金融機関からの振込の場合 

【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３２３３７８７ 

《送付先》 〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「技術選合宿②」係 

 

申込期限  １次締切：２０２６年１２月１６日（水）※宿泊希望者は厳守すること   

２次締切：２０２７年 １月１１日（月・祝） 

 

そ の 他  ①積雪不足等により合宿を中止する場合は、１月１３日(水)の積雪状況により申込者に直接連絡します。 

②中止の場合、参加料は返金します｡ 

③スケジュール等については、当日案内します。 

④参加者は、各自傷害保険に加入しておいてください。講習中の事故等については、応急処置は行いま 

 すが、その事故の責任は負いません。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟   TEL  ０７５－６９２－３４８７  FAX  ０７５－６９２－３９７１ 

 
当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしく

はホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 

2027 年度 



 

公 認 ス キ ー 指 導 員 受 検 対 策 特 別 講 習 会 及 び  

公認スキー指導者育成クラブリーダー講習会 開催要項  
 

 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期    日  ２０２７年 １月１６日（土）～１７日（日） 

受 付…１６日  ８：３０ 現地本部「ゆずや」 
 

会  場  兵庫県 奥神鍋スキー場 

 

現地本部  「ゆずや」〒669－5377 兵庫県豊岡市日高町山田４５７ TEL ０７９６－４５－０６４８ 

宿  舎  同上（予約については連盟で一括して行います。） 

 

参 加 料  １１,０００円  ※ 宿泊代・交通費・リフト代等は含みません。 

 

資  格  有資格者 (指導員・準指導員) 〈最少催行人数３名〉 

         

申込方法  参加料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼

り付け、下記まで送付してください。なお、欠席の場合は理由の如何を問わず参加料は返

金しません。あらかじめ、ご了承願います。 

 

《振込先》 番  号 １４４００－３９６６５６９１ 

             口座名義 ＳＡＫスキー・ボード指導委員会 

            ※他金融機関から振込みの場合 

            【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

            【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３９６６５６９ 

《送付先》 〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「指導員受検対策及びｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ講習」係 

 

申込期限  ２０２６年１２月１７日（木） 

 

内  容  〔公認スキー指導員受検対策特別講習会〕※準指導員対象 

準指導員の指導員受検準備のための指導員検定種目の理解と定着。 

       ※当該講習会は、準指導員が指導員受検に向けて受講することで、指導員検定において

１００％の合格を目指すものです。 

       (講師：(公財)全日本スキー・スノーボード連盟教育本部 スキー専門委員又はスキー技術員等) 

 

〔公認スキー指導者育成クラブリーダー講習会〕※指導員・準指導員対象 

       所属団体内で指導者を目指す方等を育成するための指導員検定種目の更なる理解。 

       ※当該講習会は、準指導員や指導員を目指すクラブ員への指導法等を習得するものです。 

(講師：(公財)全日本スキー・スノーボード連盟教育本部 スキー専門委員又はスキー技術員等) 

 

そ の 他  ①開催可否は、１月１１日(月・祝)の積雪情報で決定します。なお、天気予報等から積雪

が見込めない場合は、早めに判断する場合もあります。 

※ 開催中止の場合は連盟ホームページにて案内します。 

②最少催行人数に達しない場合及び中止の場合、参加料は返金します｡ 

③スケジュール等については、当日案内します。 

④集合前日等の宿泊予約は、各自で行ってください。 

 ※ 宿泊先に前泊されない方は、受付当日の７：００以前には宿舎に入らないよう厳守

してください。 

2027 年度 



⑤申込者は、必ず傷害保険に各自で加入をお願いします。講習中の事故等については、応

急処置は行いますが、その事故の責任は負いません。 

 

 

問 合 先 京都府スキー連盟  TEL ０７５－６９２－３４８７  FAX ０７５－６９２－３９７１ 
 

 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 



2027年度 

ＳＡＫ所属団体内 スキー・スノボバッジテスト実施申請要領 
所属団体においてスキーバッジ(級別・ジュニア)テスト及びスノーボード級別テスト実施希望がある場合、下記のとおり 

申請・報告をお願いします。 

 

申 請   申請期限内に、所定の申請書(バッジテスト様式１)にて行ってください。 

申請料：1回あたり 1,200円×回数分（スキーとスノボの同日同場所開催は、1回とカウントします。）

を下記口座に振込み、振込明細票の写しを添付してください。 

 

         《振込先》【ゆうちょ銀行から】 番 号 １４４５０－３４２９２３８１ 

口 座 名 義 ＳＡＫスキー･スノーボードバッジテスト小委員会 

    【他金融機関から】  店 名 四四八（ヨンヨンハチ） 

店 番 ４４８ 

預 金 種 目 普通預金 

口 座 番 号 ３４２９２３８ 

口 座 名 義 ＳＡＫスキー･スノーボードバッジテスト小委員会 

 

申 請 先  〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

              京都府スキー連盟 「スキー・スノボバッジテスト」係 

E-mail : info@ski-kyoto.jp 

                   ＊郵送でも、メール(PDF)でも可。メールの場合は、件名に「バッジテスト申請書」と記入してください。 

 

申 請 期 限  ２月末までの実施分：２０２６年１２月 ８日（火）必着 

３月以降実施分  ：２０２７年 ２月 ２日（火）必着 

 

結 果 報 告  所定の報告書に記入の上、テスト終了後１週間以内に結果報告をバッジ返却のレターパックに

同封し返送してください。 

上記口座に受検料・公認料を振込み、振込明細票の写しを報告書に添付してください。 

＊結果報告書 

  級  別：バッジテスト様式２ 

ジュニア：バッジテスト様式３ 

 

＊添付書類 

  受検者名簿（バッジテスト様式４） 

  合格者報告書（バッジテスト様式５） 

               １級合格者名簿（バッジテスト様式６－１） 

               スーパージュニア(以下 SJr.)認定者名簿（バッジテスト様式６－２） 

               一時会員・１級合格暫定会員登録表（バッジテスト様式８） 

 

そ の 他  ①ＳＡＪスキー及びスノーボードバッジテスト規程、基準、実施要領に基づき実施してくださ

い。 

②ＳＡＪバッジテスト規程に不適合な検定会は、認められない場合があります。 

③バッジ等は、テストまでにレターパックで担当者に送付します。在庫数により、必ずしも必

要数通りに送れない場合もありますので、あらかじめご了承願います。 

＊複数回テストを行う場合も、１回ごとに結果報告とバッジ等の返却をしてください。 

④２クラブ以上の合同でテストを実施される場合は、代表クラブが手続きを行ってください。 

連盟ＨＰよりダウンロード

してお使いください。 



⑤申請後にテスト日程や場所・検定級等を変更される場合は、必ず連盟事務所に連絡をお願い

します。バッジ等発送後の実施級変更は、実費通信費をいただきます。 

⑥テストを中止された場合も、必ず報告をお願いします。 

⑦受検料（１名につき） 

 

 

 

 

 

 

 

⑧合格公認料(バッジ代含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨１級合格者で、ＳＡＪ登録をされていない方は、結果報告と同時にバッジテスト様式８の「一時

会員・1 級合格暫定会員登録表」を提出してください。登録料（◆一般登録料 3,000 円 ◆高校

生登録料 1,000 円 ◆中学生以下登録料 0 円）を上記口座に振り込み、振込記録の写しを添付し

てください。暫定登録会員証もバッジ・合格証等に同封しますので、合格証と同様に、登録され

た方にお渡しください。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟  TEL ０７５－６９２－３４８７ FAX ０７５－６９２－３９７１ 

 
 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び当連盟の

他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業のDM発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連

絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくはホームページにて公開す

ることがありますのでご了解ください。 

スキー級別１級； 2,500円 Jr.１級； 800円 スノボ級別１級； 2,500円 

２級； 2,500円 ２級； 700円 ２級； 2,500円 

３級； 1,500円 ３級； 600円 ３級； 1,500円 

４級； 1,500円 ４級； 500円 ４級； 1,500円 

５級； 1,500円 ５級； 400円 ５級； 1,500円 

  ６級； 300円   

スキー級別１級； 3,300円 SJr.   ； 3,000円 スノボ級別１級； 3,300円 

２級； 2,500円 Jr.１級； 1,600円 ２級； 3,300円 

３級； 2,000円 ２級； 1,400円 ３級； 1,500円 

４級； 1,500円 ３級； 1,300円 ４級； 1,400円 

５級； 1,200円 ４級； 1,200円 ５級； 1,300円 

  ５級； 1,100円   

  ６級； 1,000円   
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公認スキーバッジテスト規程  
 

（定義）  

第１条  公認スキーバッジテストは、技術レベルを知ることで進歩の喜びを実感

し、技術を高めることを目的とする技能テストである。  

（バッジテストの種類）  

第２条  公認スキーバッジテストは、次の各号に掲げるとおりとする。  

（１）プライズテスト  

（２）級別テスト  

（３）ジュニア検定  

（４）夏期バッジテスト  

（５）オンラインバッジテスト  

２  前項（４）（５）については、別に定める。  

（指導活動の禁止）  

第３条  公認スキーバッジテストは技能テストであるため、指導者資格と異なり、

取得者はスキーの指導活動を行うことができない。  

（テストの成立）  

第４条  公認スキーバッジテストの成立は、各テストで定められた種目を全て実

施した場合認める。テストが成立しなかった場合は、中止又は延期する。  

 

 

Ⅰ   プライズテスト  

 

（趣旨）  

第５条  クラウンプライズテスト及びテクニカルプライズテスト（以下「プライ

ズテスト」という。）について、必要な事項を定める。  

（実施）  

第６条  プライズテストは、本連盟の主催主管又は加盟団体の主管で行う。  

２  加盟団体長が特に認めた場合、所属団体又は本連盟公認スキー学校に委託す

ることができる。  

３  加盟団体が単独で行うことができない場合は、他の加盟団体と合同で開催す

ることができる。  

４  加盟団体の主管は、日本国内のみの実施とし、本連盟主催主管は日本国外で

の実施も可能とする。  

（公示）  

第７条  プライズテストの実施要項は、本連盟の主催主管は本連盟が公示し、加

盟団体の主管は主管加盟団体が公示する。  

（検定員）  

第８条  プライズテストは、本連盟教育本部長又は主管加盟団体長から委嘱され

た、有効な公認スキー検定員資格を有する主任検定員及び検定員が実施する。  

２  主任検定員は、テストを監督する責任があり、テスト会場となるスキー場に

いること。  

３  主任検定員及び検定員の資格要件と人員は別表のとおりとする。  

（会期）  

第９条  プライズテストの会期は、実技種目テストのみ１日を原則とし、天候の

状況、受検者数の多少等特別の事情により変更することがある。  

２  受検会場及び同一年度内の受検回数については制限しない。  
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（テスト基準及び実施要領）  

第 10 条  プライズテストは実技のみとし、テスト基準及び実施要領は、別に定め

る。  

（受検資格）  

第 11 条  プライズテスト受検者は、次に掲げる各号に該当しなければならない。 

（１）プライズテストは年齢制限を設けない。  

（２）受検する年度の本連盟会員登録を完了していること (暫定会員含む )。  

（３）テクニカルプライズテストを受検する者は、スキー級別テスト１級を取得

していること。  

（４）クラウンプライズテストを受検する者は、スキーテクニカルプライズを取

得していること。  

（５）各プライズの事前講習２単位・４時間をテスト受検までに修了し、事前講

習修了証により証明されること。  

（６）事前講習修了証の有効期間は、受講年度のみとする。  

（受検手続）  

第 12 条  プライズテスト受検者は、本連盟又は主管加盟団体の示す要項により、

受検申込書に検定料を添え、所定の期日までに提出しなければならない。  

２  受検願書提出後は、テストを中止した場合を除き、検定料は返還しない。  

（合格者の手続）  

第 13 条  合格者は、各種公認・登録料金一覧表に定める公認料を納入して、合格

証及びバッジの交付を受けなければ有効とならない。  

（結果の報告）  

第 14 条  主管加盟団体長は、実施したテスト結果を集計し、所定の報告書に記入

の上、５月 31 日（土日祝日の場合は前営業日）までに本連盟に報告しなければ

ならない。  

 

 

Ⅱ   級別テスト  

 

（趣旨）  

第 15 条  級別テストについて、必要な事項を定める。  

（実施）  

第 16 条  級別テストは、本連盟の主催主管又は加盟団体の主管で行う。  

２  開催を希望する公認スキー学校、公認スキー教室、所属団体及び加盟団体長

の認める団体は、 12 月 15 日（土日祝日の場合は前営業日）までに加盟団体長

の承認を得る。また、 12 月 15 日までに申請が間に合わなかった場合は、２月

15 日（土日祝日の場合は前営業日）までに加盟団体長の承認を得る。インター

ナショナル分校が、2 月 16 日以降日本国外で開催を希望する場合は、所属の加

盟団体が定める期日までに、加盟団体長の承認を得る。  

３  ３級、４級及び５級は、加盟団体長又は地区連盟のある地域は、地区連盟長

の承認を得て随時開催できる。  

４  加盟団体の主管は、日本国内のみの実施とし、本連盟主催主管は日本国外で

の実施も可能とする。ただし、インターナショナル分校は、加盟団体の主管で、

級別テストを日本国外で実施することができる。  

（公示）   

第 17 条  級別テストの実施要項は、本連盟の主催主管は本連盟が公示し、加盟団

体の主管は主管加盟団体が公示する。  
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（検定員）  

第 18 条  級別テストは、本連盟教育本部長又は主管加盟団体長から委嘱された、

有効な公認スキー検定員資格を有する主任検定員及び検定員が実施する。  

２  主任検定員は、テストを監督する責任があり、テスト会場となるスキー場に

いること。  

３  主任検定員及び検定員の資格要件と人員は別表のとおりとする。  

（テスト基準及び実施要領）  

第 19 条  級別テストは、スキーの実技について行い、１級から５級までの５段階

に分け、そのテスト基準及び実施要領は別に定める。  

（受検資格）  

第 20 条  級別テスト受検者は、次の各号に掲げる事項に該当しなければならない。 

（１）級別テストは年齢制限を設けない。受検者は、希望する級を受検すること

ができる。ただし、１級受検者は２級取得者またはスーパージュニア認定者で

なければならない。  

（２）１級受検者は、事前講習１単位・２時間をテスト受検までに修了し、事前

講習修了証により証明されること。  

（３）事前講習修了証の有効期間は、受講年度のみとする。  

（受検手続）  

第 21 条  級別テスト受検者は、受検申込書に、氏名、年齢、住所、既得級及び受

検希望級等を記入の上、検定料を添えて、開催団体に提出する。  

（合格者の手続）  

第 22 条  合格者は、各種公認・登録料金一覧表に定める公認料を納入して、合格

証及びバッジの交付を受けなければ公認として有効とならない。  

２  級別テスト１級合格者で、本連盟に未登録の者は、当該年度の暫定登録をし

なければならない。  

（結果の報告）  

第 23 条  級別テストを実施した開催団体長は、テスト終了後、直ちに実施したテ

スト結果を所定の報告書に記入の上、加盟団体長に報告しなければならない。  

２  主管加盟団体長は、実施したテスト結果を集計し、所定の報告書に記入の上、

５月 31 日（土日祝日の場合は前営業日）までに本連盟に報告しなければならな

い。ただし、インターナショナル分校が、主管加盟団体への報告後に実施した

テスト結果は、速やかに主管加盟団体に報告し、主管加盟団体はテスト終了後

1 週間以内に本連盟に報告しなければならない。  

 

 

Ⅲ   ジュニア検定  

 

（趣旨）  

第 24 条  ジュニア検定について、必要な事項を定める。  

（実施）  

第 25 条  ジュニア検定は、本連盟の主催主管又は加盟団体の主管で行う。  

２  開催を希望する公認スキー学校、公認スキー教室、所属団体及び加盟団体長

の認める団体は、加盟団体長の承認を得るものとする。  

３  加盟団体の主管は、日本国内のみの実施とし、本連盟主催主管は日本国外で

の実施も可能とする。ただし、インターナショナル分校は、加盟団体の主管で、

ジュニア検定を日本国外で実施することができる。  

（公示）  
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第 26 条  ジュニア検定の実施要項は、本連盟の主催主管は本連盟が公示し、加盟

団体の主管は主管加盟団体が公示する。  

（検定員）  

第 27 条  ジュニア検定は、本連盟教育本部長又は主管加盟団体長から委嘱された、

有効な公認スキー検定員資格を有する主任検定員及び検定員が実施する。  

２  主任検定員は、検定を監督する責任があり、検定会場となるスキー場にいる

こと。  

３  主任検定員及び検定員の資格要件と人員は別表のとおりとする。  

（テスト基準及び実施要領）  

第 28 条  ジュニア検定は、スキーの実技について行い、ジュニア検定ターンチャ

レンジ（以下「ターンチャレンジ」という。）、ジュニア検定タイムチャレンジ

（以下「タイムチャレンジ」という。）ともに１級から６級までの６段階に分け、

その検定基準及び実施要領は別に定める。  

２  ジュニア検定の実施については、ターンチャレンジもしくはタイムチャレン

ジどちらか一方の実施、または両方の実施ができる。どちらを実施するかにつ

いて、開催団体が決定し、受検者に対して事前に告知する。  

（受検資格）  

第 29 条  ジュニア検定受検者は、 12 歳以下（小学生以下）とする。  

（受検手続）  

第 30 条  ジュニア検定受検者は、受検申込書に、氏名、年齢、住所、既得級及び

受検希望級等を記入の上、検定料を添えて、開催団体へ提出する。  

（ジュニア検定１級から６級の合格者の手続）  

第 31 条  合格者は、各種公認・登録料金一覧表に定める公認料を納入して、合格

証及びバッジの交付を受けなければ有効とならない。  

（スーパージュニア）  

第 32 条  ターンチャレンジ１級と、タイムチャレンジ１級に両方合格した者は、

申請により所定の手続きを経て、スーパージュニアに認定する。  

２  ターンチャレンジ 1 級所持者が、タイムチャレンジ１級を受検する際、その

合格証を提示して受検し、タイムチャレンジ 1 級に合格した際は、スーパージ

ュニアを申請することができる。  

３  タイムチャレンジ 1 級所持者が、ターンチャレンジ１級を受検する際、その

合格証を提示して受検し、ターンチャレンジ 1 級に合格した際は、スーパージ

ュニアを申請することができる。  

４  スーパージュニアの認定手続きは、二つ目の１級を受検し、合格した開催団

体によって行う。  

５  ターンチャレンジ１級と、タイムチャレンジ１級に両方合格し、スーパージ

ュニアの認定を希望する者は、二つ目の１級を受検し、合格した開催団体に、

各種公認・登録料金一覧表に定める公認料を納入して、認定証及びバッジの交

付を受けなければ有効とならない。  

６  二つ目の１級受検当日に一つ目の１級合格証を持参しておらず認定を希望す

る場合は、二つ目の１級を受検し、合格した開催団体に、合格後速やかに証明

し、認定の手続きを行う。申請期限は、合格したシーズンの４月 30 日迄の二つ

目の１級を受検し、合格した開催団体の稼働している日迄とする。  

７  2025 シーズンまでのジュニアテスト１級所持者が、スーパージュニアを希望

する場合は、二つ目の１級を受検する際、ターンかポールのどちらで合格した

のかを自己申告し、ジュニアテスト１級合格証を提示し、ターンで合格した者

はタイムチャレンジを、ポールで合格した者はターンチャレンジを受検し、合
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格した際は、スーパージュニアを申請することができる。この措置の有効期間

は、 2031 シーズンまでとする。  

（結果の報告）  

第 33 条  ジュニア検定を実施した開催団体長は、テスト終了後、直ちに実施した

検定結果を所定の報告書に記入の上、加盟団体長に報告しなければならない。

２  主管加盟団体長は、実施した検定結果を集計し、所定の報告書に記入の上、

５月 31 日（土日祝日の場合は前営業日）までに本連盟に報告しなければならな

い。ただし、インターナショナル分校が、主管加盟団体への報告後に実施した

テスト結果は、速やかに主管加盟団体に報告し、主管加盟団体はテスト終了後

1 週間以内に本連盟に報告しなければならない。

（規程の改廃）

第 34 条 この規程の改廃は、教育本部理事会の議決による。

昭和 58年  8月   改訂

昭和 59年  8月  改訂

昭和 61年  5月  改訂

昭和 62年  9月  改訂

平成元年  6月  改訂

平成  2年 11月  改訂

平成  2年 10月    改正

平成  5年  6月 26日  改正

平成  7年 10月 13日 改正

平成  9年 12月 10日  改正

平成 11年 10月 18日    改正

平成 12年  9月 20日  改正

平成 12年 10月 26日  改正

平成 15年  7月 12日  改正

平成 18年 11月  1日    改正

平成 19年  7月  5日  改正

平成 21年  9月 18日  改正

平成 22年  8月 31日  改正

平成 23年  9月 20日    改正

平成 23年 12月 16日  改正

平成 25年  7月  9日  改正

平成 26年  7月 15日  改正

平成 29年  7月 15日  改正

平成 29年  8月 22日  改正

平成 30年  7月  2日  改正

令和  4年  9月 26日  改正

令和  5年  9月 14日  改正

令和  6年  7月 11日  改正

令和  7年  7月  4日  改正

令和  8年  6月 25日  改正、令和８年８月１日施行



別表

＊1検定員資格の序列は、名誉検定員＞A級検定員＞B級検定員＞C級検定員の順とする。以降「検定員」を省略する。

＊2主任検定員は検定員を兼務することができる

＊3名誉検定員が主任検定員を務める場合は、最低２年に１回検定員クリニックを受講し、SAJ会員証（電子会員証）の

　検定員資格の最新受講日の年度が、主任検定員を務める年度の２年度以内であることを条件とする。

＊4検定員資格に「以上」がつく場合は名誉検定員を含む

テスト

方法
検定員の人数

主任検定員

（必置）
検定員１ 検定員２ 検定員３ 備考

プライズ

テスト

クラウン

テクニカル

実技

テスト
3名 Ａ級以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が３名ともＢ級か名誉のと

きは、Ａ級か名誉＊3の主任検定

員をおく

２名の場合 Ｂ級以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が２名とも名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

３名の場合 Ｂ級以上 Ｃ級以上 Ｃ級以上 Ｃ級以上

検定員が３名ともＣ級か名誉のと

きは、Ｂ級以上（名誉＊3含む）

の主任検定員をおく

実技テスト

(海外)
２名以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が２名とも名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

２名の場合 Ｂ級以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上
検定員が２名のときは、２名とも

Ｂ級以上（名誉＊3含む）とする

３名の場合 Ｂ級以上 Ｃ級以上 Ｃ級以上 Ｃ級以上

検定員が３名ともＣ級か名誉のと

きは、Ｂ級以上（名誉＊3含む）

の主任検定員をおく

実技テスト

(海外)
２名以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が２名とも名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

講習内

テスト
1名以上 Ｂ級以上 Ｃ級以上

検定員がＣ級か名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉※3含む）の主任

検定員をおく

オンライン

テスト
1名以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

講習内テスト

(海外)
1名以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

1名の場合 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

2名の場合 Ｂ級以上 Ｃ級以上 Ｃ級以上

検定員がＣ級か名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

実技テスト

(海外)
1名以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が名誉のときは、Ｂ級以上

（名誉＊3含む）の主任検定員を

おく

講習内

テスト
1名以上 Ｂ級以上 Ｃ級以上

検定員がＣ級か名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

講習内テスト

(海外)
1名以上 Ｂ級以上 Ｂ級以上

検定員が名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

タイムチャレンジ

１級～６級

実技

テスト
1名以上 Ｂ級以上 Ｃ級以上

検定員がＣ級か名誉のときは、

Ｂ級以上（名誉＊3含む）の主任

検定員をおく

令和６年７月11日　制定

令和７年７月４日　改正

令和７年11月29日　改正

令和８年６月25日　改正、令和８年８月１日施行

テスト種別

525

スキーバッジテスト実施に必要な検定員資格と人員表

ジュニア

検定

ターンチャレンジ

１級

実技

テスト

ターンチャレンジ

２級～６級

級別

テスト

１級

実技

テスト

２級

実技

テスト

３級～５級
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公認スキーバッジテスト基準及び実施要領  
 

Ⅰ  プライズテスト  

 

１．公認スキーバッジテスト規程 10 条に基づき、プライズテスト基準及び実施要

領について、必要な事項を定める。  

（１）プライズテストは、実技テストとする。  

①クラウンプライズテスト及びテクニカルプライズテスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○パラレルターン・大回り／ナチュラル・急斜面  

○パラレルターン・小回り／ナチュラル・急斜面  

○パラレルターン・小回り／不整地・中急斜面  

○総合滑降／ナチュラル・総合斜面  

ｂ評価方法  

検定員の評価の平均値（小数点第１位を四捨五入）を当該種目の取得ポイン

トとする。  

ｃ合否判定  

○クラウンプライズテスト  

実技１種目あたり 100 ポイントとし、４種目の取得ポイントの合計が 320

ポイント以上をもって合格とする。  

○テクニカルプライズテスト  

実技１種目あたり 100 ポイントとし、４種目の評価の合計が 300 ポイン

ト以上をもって合格とする。  

（２）会場の設定については、実施要項の斜面設定を目安に、コース状況、条件

を把握し、前走者を活用する等安全に留意し、コースの長さ、幅、回転数等の

規制については、主任検定員及び検定員の判断に委ねる。  

（３）クラウン及びテクニカルプライズテストは、必要に応じて併催することが

できる。  

（４） 13 才未満の受検者及び高齢者については、事前講習、実技テストを実施す

るにあたり、安全面に特に配慮しなければならない。  

 

 

Ⅱ  級別テスト  

 

２．公認スキーバッジテスト規程第 19 条に基づき、級別テスト基準及び実施要領

について、必要な事項を定める。  

（１）テストは、次のとおりとする。１級、２級は実技テスト、３級以下は講習

内テストとする。  

①１級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○パラレルターン・大回り／ナチュラル・急斜面  

○ベーシックパラレルターン・小回り／ナチュラル・急斜面  

○パラレルターン・小回り／不整地を含むナチュラル・中急斜面  

○総合滑降／ナチュラル・総合斜面  

ｂ評価方法  

検定員の評価の平均値（小数点第１位を四捨五入）を当該種目の取得ポイン

トとする。  
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ｃ合否判定  

実技種目１種目あたり 100 ポイントとし、４種目の取得ポイントの合計が

280 ポイント以上をもって合格とする。  

ｄ会員登録  

級別テスト 1 級合格者で、本連盟に未登録の者は、当該年度の会員登録ま

たは暫定会員登録をしなければならない。  

ｅ留意事項  

事前講習、実技テストを実施するにあたり、安全面に十分配慮しなければな

らない。  

②２級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○ベーシックパラレルターン・大回り／ナチュラル・中急斜面  

○ベーシックパラレルターン・小回り／ナチュラル・中斜面  

○シュテムターン／ナチュラル・中斜面  

ｂ評価方法  

検定員の評価の平均値（小数点第１位を四捨五入）を当該種目の取得ポイン

トとする。  

ｃ合否判定  

実技種目１種目あたり 100 ポイントとし、３種目の取得ポイントの合計が

195 ポイント以上をもって合格とする。  

ｄ留意事項  

事前講習、実技テストを実施するにあたり、安全面に十分配慮しなければな

らない。  

③３級テスト  

ａ講習内テストの種目と使用する斜面（屋内スノースポーツ施設の回転シー  

ト（以下「回転シート」という。）  

○ベーシックパラレルターン／整地の緩～中斜面  

○シュテムボーゲン／整地の緩～中斜面  

ｂ評価方法  

検定員が講習の中で「傾斜地における移動技術（回転シート含む）」の回転

技術を指導し、その運動課題の到達度を評価する。  

ｃ合否判定  

実技種目１種目あたり 100 ポイントとし、２種目の評価の合計が 120 ポイ

ント以上をもって合格とする。  

④４級テスト  

ａ講習内テストの種目と使用する斜面（回転シート含む）  

○プルークボーゲンによるリズム変化／整地の緩斜面  

ｂ評価方法  

検定員が講習の中で「傾斜地における移動技術（回転シート含む）」の回転

技術を指導し、その運動課題の到達度を評価する。  

ｃ合否判定  

実技種目１種目あたり 100 ポイントとし、 55 ポイント以上をもって合格と

する。  

⑤５級テスト  

ａ講習内テストの種目と使用する斜面（回転シート含む）  

○プルークボーゲン／整地の緩斜面  

ｂ評価方法  
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検定員が講習の中で「傾斜地における移動技術（回転シート含む）」の回転

技術を指導し、その運動課題の到達度を評価する。  

ｃ合否判定  

実技種目１種目あたり 100 ポイントとし、 50 ポイント以上をもって合格と

する。   

（３）会場の設定  

実技テスト及び講習内テストを実施する団体は、実施要領の斜面設定を目安

に、コース状況、条件を把握し、前走者を活用する等安全に留意し、コースの長

さ、幅、回転数等（回転シート含む）の規制については、主任検定員及び検定員

の判断に委ねる。  

（４） 13 才未満及び高齢の受検者については、事前講習、実技テスト及び講習内

テストを実施するにあたり、安全面に特に配慮しなければならない。  

 

 

Ⅲ  ジュニア検定  

 

３．公認スキーバッジテスト規程第 28 条に基づき、ジュニア検定基準及び実施要

領について、必要な事項を定める。  

（１）検定は、次のとおりとする。ジュニア検定ターンチャレンジ１級は実技テ

スト、２級以下は講習内テスト、タイムチャレンジ１級〜６級は全てポール滑

走におけるタイム測定とする。  

（２）ジュニア検定ターンチャレンジは、次のとおりとする。  

①ジュニア検定ターンチャレンジ１級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○総合滑降  リズム変化（２回以上）／ナチュラル・中急斜面  約 200ｍ  

ｂ評価方法  

最大２回滑走し、２回滑走した場合は、評価の良い方を採用する。  

検定員がパラレルスタンス、リズム変化、斜面への対応の３つの観点に対し  

て「◎、○、△」の３段階で観点評価する。  

「〇」が合格の基準となり、評価は 1 名または２名の検定員によって実施

する。全検定員のそれぞれの評価に数値（◎＝３点、〇＝２点、△＝１点）を

割り当てた上で平均値を算出し、小数点第 1 位を四捨五入し最終評価とする。  

なお、平均値を四捨五入した結果が２点となった場合は「〇」として合格とす

る。  

ｃ合否判定  

検定員が１名の場合  

パラレルスタンス、リズム変化、斜面への対応の３つについて、全て「○」

以上の評価をもって合格とする。「△」の評価があれば不合格。  

検定員が２名の場合  

各観点評価の平均値で算出し、全て「○」以上の評価をもって合格とする。

但し２名とも同一観点に「△」の観点評価があった場合は不合格。  

ｄ留意事項  

パラレルスタンスは、ワイドスタンスも可。ただし、内スキーのアウトエッ

ジを用いること。  

試技の回数を 1 回で実施するか２回で実施するかは実施団体が当日の状況

をみて判断し、受検者に事前に公示する。  

②ジュニア検定ターンチャレンジ２級テスト  
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ａ講習内テストの種目と使用する斜面  

○総合滑降  リズム変化（１回以上）／ナチュラル・中急斜面  約 150ｍ  

ｂ評価方法  

検定員が講習の中で「傾斜地における移動技術」の回転技術、応用技術を指

導し、パラレルスタンス、リズム変化、斜面への対応の３つにつき、その課題

の到達度を◎、○、△の３段階で評価する。  

ｃ合否判定  

パラレルスタンス、リズム変化、斜面への対応の 3 つについて、全て「○」

以上の評価をもって合格とする。「△」の評価があれば不合格。  

ｄ留意事項  

パラレルスタンスはワイドスタンスも可とする。  

③ジュニア検定ターンチャレンジ３級テスト  

ａ講習内テストの種目と使用する斜面（回転シート含む）  

○ベーシックパラレルターン（大回り）／整地の緩～中斜面  

○連続ターン（小）＆横向き停止／整地の緩～中斜面  

ｂ評価方法  

検定員が講習の中で「傾斜地における移動技術（回転シート含む）」の回転

技術を指導し、その運動課題およびターンサイズの調整力の到達度を◎、○、

△の３段階で評価する。  

ｃ合否判定  

実技種目２種目について、両方とも○以上の評価をもって合格とする。  

ｄ留意事項  

パラレルスタンスはワイドスタンスも可。連続ターン (小 )のスタンスはパ

ラレルスタンスでもプルークスタンスでも可とする。  

④ジュニア検定ターンチャレンジ４級テスト  

ａ講習内テストの種目と使用する斜面（回転シート含む）  

○連続ターン（大回り）４回転／整地の緩〜中斜面  

ｂ評価方法  

検定員が講習の中で「傾斜地における移動技術（回転シート含む）」の回転

技術を指導し、その運動課題およびターンサイズの調整力の到達度を◎、○、

△の３段階で評価する。  

ｃ合否判定  

実技種目１種目につき、○以上を合格とする。  

ｄ留意事項  

スタンスはパラレルスタンスでもプルークスタンスでも可とする。  

⑤ジュニア検定ターンチャレンジ５級テスト  

ａ講習内テストの種目と使用する斜面（回転シート含む）  

○連続ターン（目印あり）４回転／整地の緩斜面  

ｂ評価方法  

検定員が講習の中で「傾斜地における移動技術（回転シート含む）」の回転

技術を指導し、その運動課題およびターンサイズの調整力の到達度を◎、○、

△の３段階で評価する。  

ｃ合否判定  

実技種目１種目につき、○以上を合格とする。  

ｄ留意事項  

目印は、マーカーや指導者のシュプールを利用する。スタンスはパラレルス

タンスでもプルークスタンスでも可とする。  



526 

5 

 

⑥ジュニア検定ターンチャレンジ６級テスト  

ａ講習内テストの種目と使用する斜面（回転シート含む）  

○直滑降から停止／整地の緩斜面  

ｂ評価方法  

検定員が講習の中で「傾斜地における移動技術（回転シート含む）」の停止

技術を指導し、その運動課題の到達度を◎、○、△の３段階で評価する。  

ｃ合否判定  

実技種目１種目につき、○以上を合格とする。  

ｄ留意事項  

スタンスはプルークスタンスでもパラレルスタンスでも可とする。  

（３）ジュニア検定タイムチャレンジは以下のとおりとする。  

①ジュニア検定タイムチャレンジ 1 級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○制限滑降  中回り（小・大回りを含む）シングルポール 25 本程度／中級

コース（中斜面）260ｍ×25ｍ以内  ポールセット間隔は 10.0ｍを基準とす

る。  

ｂ評価方法  

最大２回滑走し、２回滑走した場合は、タイムの良い方を採用する。  

ｃ合否判定  

基準タイム以内を合格とする。  

（基準タイムの目安  1.5 秒×26 区間 39 秒または前走者のタイムの 120％

以内）  

ｄ留意事項  

使用するポールはロングポールの他にショートポール、ネットポールでも

構わない。  

②ジュニア検定タイムチャレンジ２級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○制限滑降  中回り（小・大回りを含む）  シングルポール 20 本程度／中

級コース（中斜面）210ｍ×25ｍ以内  ポールセット間隔は 10.0ｍを基準と

する。  

ｂ評価方法  

最大２回滑走し、２回滑走した場合は、タイムの良い方を採用する。  

ｃ合否判定  

基準タイム以内を合格とする。  

（基準タイムの目安  1.8 秒×21 区間 38 秒または前走者のタイム 120％以

内）  

ｄ留意事項  

使用するポールはロングポールの他にショートポール、ネットポールでも

構わない。  

③ジュニア検定タイムチャレンジ３級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○制限滑降  中回り（小・大回りを含む）シングルポール 15 本程度／中級

コース（中斜面）160ｍ×25ｍ以内  ポールセット間隔は 10.0ｍを基準とす

る。  

ｂ評価方法  

最大２回滑走し、２回滑走した場合は、タイムの良い方を採用する。  

ｃ合否判定  
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基準タイム以内を合格とする。  

（基準タイムの目安  2.1 秒×16 区間 34 秒または前走者のタイムの 120％

以内）  

ｄ留意事項  

使用するポールはロングポールの他にショートポール、ネットポールでも

構わない。  

④ジュニア検定タイムチャレンジ４級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○制限滑降  中回り（小・大回りを含む）シングルポール 10 本程度／初級

〜中級コース（緩〜中斜面）110ｍ×25ｍ以内  ポールセット間隔は 10.0ｍ

を基準とする。   

ｂ評価方法  

最大２回滑走し、２回滑走した場合は、タイムの良い方を採用する。  

ｃ合否判定  

基準タイム以内を合格とする。  

（基準タイムの目安  2.5 秒×11 区間 28 秒または前走者のタイムの 120％

以内）  

ｄ留意事項  

使用するポールはロングポールの他にショートポール、ネットポールでも

構わない。  

⑤ジュニア検定タイムチャレンジ５級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○制限滑降  中回り  シングルポール５本程度／初級〜中級コース（緩〜中

斜面） 60ｍ×25ｍ以内  ポールセット間隔は 10.0ｍを基準とする。  

ｂ評価方法  

最大２回滑走し、２回滑走した場合は、タイムの良い方を採用する。  

ｃ合否判定  

基準タイム以内を合格とする。  

（基準タイムの目安  3.0 秒×6 区間 18 秒または前走者のタイムの 120％  

以内）  

ｄ留意事項  

使用するポールはロングポールの他にショートポール、ネットポールでも

構わない。  

⑥ジュニア検定タイムチャレンジ６級テスト  

ａ実技テストの種目と使用する斜面  

○制限滑降  中回り  シングルポール３本程度／初級コース（緩斜面）  

40ｍ×25ｍ以内  ポールセット間隔は 10.0ｍを基準とする。  

ｂ評価方法  

最大２回滑走し、２回滑走した場合は、タイムの良い方を採用する。  

ｃ合否判定  

基準タイム以内を合格とする。  

（基準タイムの目安  3.5 秒×4 区間 14 秒または前走者のタイムの 120％  

以内）  

ｄ留意事項  

使用するポールはロングポールの他にショートポール、ネットポールでも

構わない。  

試技の回数を１回で実施するか２回で実施するかは実施団体が当日の状況
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をみて判断し、受検者に事前に公示する。  

（４）会場の設定  

実技テスト及び講習内テストを実施する団体は、実施要領の斜面設定を目安

に、コース状況、条件を把握し、前走者を活用する等安全に留意し、コースの長

さ、幅、回転数等の規制については、主任検定員及び検定員の判断に委ねる。  

（５）幼少者の受検者については、（事前講習）実技テスト及び講習内テストを実

施するにあたり、安全面に特に配慮しなければならない。   

４．上記の基準及び実施要領は、別表①、②に記載する。  

５．この基準及び実施要領の改廃は、教育本部理事会の議決による。  
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昭和 61 年  5 月       改訂  

昭和 62 年  9 月      改訂  

平成  4 年 10 月      改訂  

平成  5 年  6 月 26 日   改正  

平成  5 年 10 月 19 日   改正  

平成  7 年 10 月 13 日   改正  

平成  9 年 12 月 10 日    改正  

平成 11 年 10 月 18 日   改正  

平成 12 年  9 月 20 日   改正  

平成 12 年 10 月 26 日   改正  

平成 15 年  6 月 27 日   改正  

平成 21 年  9 月 18 日   改正  

平成 23 年  9 月 20 日   改正  

平成 23 年 12 月 16 日   改正  

平成 25 年  8 月  9 日   改正  

平成 28 年  9 月 26 日   改正  

平成 29 年  7 月 15 日   改正  

平成 29 年  8 月 22 日   改正  

令和  2 年  7 月  8 日   改正  

令和  4 年  9 月 26 日   改正  

令和  6 年  7 月 11 日   改正  

令和  7 年  7 月  4 日   改正  

令和  7 年  9 月  4 日   改正  

令和  8 年  6 月 25 日   改正、令和  8 年  8 月 1 日  施行  

 



別表①

テスト区分 種目 使用斜面 合格基準（評価合計点）
テスト形式と
事前講習

パラレルターン・大回り ナチュラル・急斜面

パラレルターン・小回り ナチュラル・急斜面

パラレルターン・小回り 不整地・中急斜面

総合滑降 ナチュラル・総合斜面

パラレルターン・大回り ナチュラル・急斜面

パラレルターン・小回り ナチュラル・急斜面

パラレルターン・小回り 不整地・中急斜面

総合滑降 ナチュラル・総合斜面

パラレルターン・大回り ナチュラル・急斜面

ベーシックパラレル
ターン・小回り

ナチュラル・急斜面

パラレルターン・小回り 不整地を含むナチュラル・中急斜面

総合滑降 ナチュラル・総合斜面

ベーシックパラレル
ターン・大回り

ナチュラル・中急斜面

ベーシックパラレル
ターン・小回り

ナチュラル・中斜面

シュテムターン ナチュラル・中斜面

ベーシックパラレル
ターン

整地の緩～中斜面

シュテムボーゲン 整地の緩～中斜面

4級
プルークボーゲン
によるリズム変化

整地の緩斜面 55ポイント以上で合格
講習内テスト
(オンラインバッジテスト含む)

5級 プルークボーゲン 整地の緩斜面 50ポイント以上で合格
講習内テスト
(オンラインバッジテスト含む)

令和 7年 7月 4日　制定

令和 7年 9月 4日　改正

令和 8年 6月25日　改正

526

公認スキーバッジテスト　早見表

クラウンプライズ
各種目とも80ポイントを合格
基準とし、4種目の合計
320ポイント以上で合格

実技テスト

（事前講習２単位・４時間をテ
スト受検までに修了し、事前
講習修了証により証明
事前講習修了証の有効期間
は、受講年度のみとする）

テクニカルプライズ
各種目とも75ポイントを合格
基準とし、4種目の合計
300ポイント以上で合格

3級
各種目とも60ポイントを合格
基準とし、2種目の合計
120ポイント以上で合格

講習内テスト
(オンラインバッジテスト含む)

実技テスト

（事前講習２単位・４時間をテ
スト受検までに修了し、事前
講習修了証により証明
事前講習修了証の有効期間
は、受講年度のみとする）

1級
各種目とも70ポイントを合格
基準とし、4種目の合計
280ポイント以上で合格

実技テスト

（事前講習１単位・２時間をテ
スト受検までに修了し、事前
講習修了証により証明される
事前講習修了証の有効期間
は、受講年度のみとする）

2級
各種目とも65ポイントを合格
基準とし、3種目の合計
195ポイント以上で合格

実技テスト



別表②

区分 チャレンジ種別 種目 斜面設定・備考 評価方法 合否基準

1級 ターンチャレンジ
総合滑降 リズム変化（2回以上）
最大2回滑走し、2回滑走した場合
は、評価の良い方を採用

ナチュラル・中急斜面 約200ｍ
パラレルスタンスはワイドスタンスも
可
内スキーのアウトエッジを使用

パラレルスタンス・リズム変化・
斜面対応を◎○△で評価

3項目全て○以上

2級 ターンチャレンジ 総合滑降 リズム変化（1回以上）
ナチュラル・中急斜面 約150ｍ
パラレルスタンスはワイドスタンスも
可

講習内評価：パラレルスタンス・
リズム変化・斜面対応を◎○△
で評価

3項目全て○以上

3級 ターンチャレンジ
①ベーシックパラレルターン（大回
り）
②連続ターン（小）&横向き停止

整地・緩〜中斜面
連続ターンのスタンスはパラレル
またはプルーク可

講習内評価：運動課題とターン
サイズの調整力を◎○△で評価
（2種目）

2種目とも○以上

4級 ターンチャレンジ 連続ターン（大回り）4回転
整地・緩〜中斜面
パラレルまたはプルークスタンス可

講習内評価：運動課題とターン
サイズの調整力を◎○△で評価
（1種目）

○以上

5級 ターンチャレンジ 連続ターン（目印あり）4回転
整地・緩斜面
パラレルまたはプルークスタンス可

講習内評価：運動課題とターン
サイズの調整力を◎○△で評価
（1種目）

○以上

6級 ターンチャレンジ 直滑降から停止
整地・緩斜面
停止時のスキーの向きは自由

講習内評価：停止技術の運動課
題を◎○△で評価（1種目）

○以上

留意事項 ＊「〇」が合格の基準となり、評価は1名または２名の検定員によって実施する

＊全検定員のそれぞれの評価に数値（◎＝3点、〇＝2点、△＝1点）を割り当てた上で平均値を算出し、小数点第1位を四捨五入し最終評価とする

　なお、平均値を四捨五入した結果が2点となった場合は「〇」として合格とする

＊試技の回数を1回で実施するか2回で実施するかは実施団体が当日の状況をみて判断し、受検者に事前に公示する

*ジュニア検定をオンラインで実施する場合は、3級から6級までとする。

区分 チャレンジ種別 種目 斜面設定・備考 評価方法 合格基準タイムの目安

1級 タイムチャレンジ 制限滑降 中回り（小・大回り含む）
260m×25m以内　 中級コース
（中斜面） 25本程度

最大2回滑走し、2回滑走した場
合は、タイムの良い方を採用

1.5秒×26区間 = 39秒
または前走者のタイムの
120％以内

2級 タイムチャレンジ 制限滑降 中回り（小・大回り含む）
210m×25m以内 中級コース
（中斜面）20本程度

最大2回滑走し、2回滑走した場
合は、タイムの良い方を採用

1.8秒×21区間 = 38秒
または前走者のタイムの
120％以内

3級 タイムチャレンジ 制限滑降 中回り（小・大回り含む）
160m×25m以内 中級コース
（中斜面）15本程度

最大2回滑走し、2回滑走した場
合は、タイムの良い方を採用

2.1秒×16区間 = 34秒
または前走者のタイムの
120％以内

4級 タイムチャレンジ 制限滑降 中回り（小・大回り含む）
110m×25m以内 初級〜中級コー
ス
（緩～中斜面）10本程度

最大2回滑走し、2回滑走した場
合は、タイムの良い方を採用

2.5秒×11区間 = 28秒
または前走者のタイムの
120％以内

5級 タイムチャレンジ 制限滑降 中回り
60m×25m以内 初級〜中級コース
（緩～中斜面）5本程度

最大2回滑走し、2回滑走した場
合は、タイムの良い方を採用

3.0秒×6区間 = 18秒
または前走者のタイムの
120％以内

6級 タイムチャレンジ 制限滑降 中回り
40m×25m以内 初級コース
（緩斜面）3本程度

最大2回滑走し、2回滑走した場
合は、タイムの良い方を採用

3.5秒×4区間 = 14秒
または前走者のタイムの
120％以内

留意事項 ＊シングルポールを使用し、ポール間隔は10.0mを基準とする

＊使用するポールはロングポールの他にショートポール、ネットポールでも構わない

＊試技の回数を1回で実施するか2回で実施するかは実施団体が当日の状況をみて判断し、受検者に事前に公示する

令和 7年 7月 4日　制定
令和 8年 6月25日　改正
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認 定 ス キ ー 指 導 員 講 習 認 定 会開催要項 

認定スノーボード指導員講習認定会開催要項 
 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期  日  ２０２７年 １月３０日（土）～ １月３１日（日） 

      ※集合…３０日 ８：３０「宿舎」 解散…３１日 １５：００（予定） 

 

会  場  兵庫県 奥神鍋スキー場  

 

現地本部    「ゆずや」〒669－5377 兵庫県豊岡市日高町山田４５７  TEL ０７９６－４５－０６４８ 

宿  舎   同上（予約については連盟で一括して行います。） 

 

参 加 料  ２６，０００円 

※宿泊代(１泊２食)、講習･検定料を含む。ただし、交通費、リフト代、昼食代、認定料等は含みません。 

  

対  象  京都府スキー連盟加盟団体（クラブ等）に所属している１８歳以上（参加年度の４月１日時点）で、参加年

度のＳＡＪ会員登録を有し、ＳＡＪスキー又はスノーボード級別テスト２級以上を取得している者。 

 

内  容  京都府スキー連盟及び加盟団体（クラブ等）の主催する行事で、初心者、初級者、キッズ及びジュニア等に

対する指導活動に従事していただくための基礎的な知識や技術を習得します。 

※合格者には「認定スキー指導員」「認定スノーボード指導員」として認定し、認定証を付与します。 

 

申込方法  参加料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、下記まで 

      送付してください。※なお、欠席の場合は、如何なる理由でも返金しませんのでご了承ください。 

 

      《振込先》 番  号 １４４５０－３６９３９３０１ 

             口座名義 ＳＡＫスキー・ボード普及委員会 

            ※他金融機関から振込みの場合 

            【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

            【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３６９３９３０ 

 

      《送付先》 〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

                  京都府スキー連盟「認定スキー/認定スノーボード指導員講習認定会」係 

 

申込期限  ２０２６年１２月１１日（金）  

 

必要書類  ・ＳＡＪスキー又はスノーボード級別テスト２級以上の合格証またはその写し 

・本年度ＳＡＪ会員証（電子会員証）またはその写し（スクリーンショットを含む。） 

 

そ の 他  ①積雪不足等により、講習認定会を中止する場合は申込者に直接連絡します。なお、その場合には、参加料

は全額返金します。 

②集合は、現地宿舎となっていますのでご注意ください。 

③期間中の参加者の宿泊先は「ゆずや」としております。ただし、申込み多数の場合は、他宿舎への分宿と

なる可能性がありますので、あらかじめご了承ください。集合前日の宿泊予約等は各自で行ってください。 

④スケジュール・内容等は、現地で案内します。 

⑤講師は、ＳＡＪ公認スキー指導員及び準指導員、ＳＡＪ公認スノーボード指導員及び準指導員が行います。 

⑥理論テストを実施します。筆記用具をご持参ください 

⑦参加者は、各自傷害保険に加入しておいてください。講習及び検定中の事故等については、応急処置は行

いますが、その事故の責任は負いません。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟  TEL ０７５－６９２－３４８７  FAX ０７５－６９２－３９７１  

 
当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 

2027 年度 



認定スキー指導員規程（内規） 

２０２５年９月２４日制定 

                                 ２０２６年９月 ６日改定 

（任 務） 

第１条 認定スキー指導員（以下「認定指導員」という）は、スキーの普及発展のため、京都府スキー

連盟が主催する事業並びに当該認定指導員が所属する京都府スキー連盟加盟団体の行事において指

導活動を行う。ただし、初心者、初級者、キッズ及びジュニア等への指導活動に限る。 

（義 務） 

第２条 認定指導員の任務を遂行するため、京都府スキー連盟が主催する認定スキー指導員講習認定会

（以下「講習認定会」という）を受講し、認定指導員として認定を受けなければならない。また、任

期中は、公益財団法人全日本スキー・スノーボード連盟会員登録（以下「ＳＡＪ会員登録」という）

を行わなければならない。 

（講習認定会参加資格） 

第３条 講習認定会参加者は、次に掲げる各号に該当しなければならない。 

（１）参加年度の４月１日時点で１８歳以上の者。 

（２）参加年度のＳＡＪ会員登録を行っている者。 

（３）京都府スキー連盟加盟団体に所属している者。 

（４）スキー級別テスト２級以上を取得している者。 

（講習認定会実施要領） 

第４条 講習認定会の実施要領は、次の各号に定める。 

（１）講習認定会は、講習及び講習内検定方式により実施する。 

（２）講習（検定を含む。）は５時間とし、次のカリキュラムを集合講習により実施する。 

①実技 ４時間（検定を含む。） 

②理論 １時間（検定を含む。） 

（３）講習、検定及び判定は、京都府スキー連盟から委嘱された公認スキー検定員資格を有する公認ス

キー指導員又は公認スキー準指導員が担当する。 

（任 期） 

第５条 認定指導員の任期は、認定された日から起算し２年間とする。 

２ 任期中であっても再度認定指導員の認定を受けることができる。その場合の任期は、再度認定され

た日から起算し２年間とする。 

（認定手続） 

第６条 講習認定会の合格者は、認定料２，０００円の納付をもって認定指導員に認定される。 

２ 認定指導員を証するため、認定者に認定証を付与する。 

（認定の停止） 

第７条 任期中にＳＡＪ会員登録のない者または京都府スキー連盟加盟団体に所属していない者は認

定を停止する。認定停止中の者は、指導活動を行うことができない。 

（規程の改廃） 

第８条 この規程の改廃は、京都府スキー連盟教育部理事会の決議による。 

（補則） 

第９条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、京都府スキー連盟理事長が別に定める。 



認定スノーボード指導員規程（内規） 

２０２５年９月２４日制定 

                                 ２０２６年９月 ６日改定 

（任 務） 

第１条 認定スノーボード指導員（以下「認定指導員」という）は、スノーボードの普及発展のため、

京都府スキー連盟が主催する事業並びに当該認定指導員が所属する京都府スキー連盟加盟団体の行

事において指導活動を行う。ただし、初心者、初級者、キッズ及びジュニア等への指導活動に限る。 

（義 務） 

第２条 認定指導員の任務を遂行するため、京都府スキー連盟が主催する認定スノーボード指導員講習

認定会（以下「講習認定会」という）を受講し、認定指導員として認定を受けなければならない。ま

た、任期中は、公益財団法人全日本スキー・スノーボード連盟会員登録（以下「ＳＡＪ会員登録」と

いう）を行わなければならない。 

（講習認定会参加資格） 

第３条 講習認定会参加者は、次に掲げる各号に該当しなければならない。 

（１）参加年度の４月１日時点で１８歳以上の者。 

（２）参加年度のＳＡＪ会員登録を行っている者。 

（３）京都府スキー連盟加盟団体に所属している者。 

（４）スノーボード級別テスト２級以上を取得している者。 

（講習認定会実施要領） 

第４条 講習認定会の実施要領は、次の各号に定める。 

（１）講習認定会は、講習及び講習内検定方式により実施する。 

（２）講習（検定を含む。）は５時間とし、次のカリキュラムを集合講習により実施する。 

①実技 ４時間（検定を含む。） 

②理論 １時間（検定を含む。） 

（３）講習、検定及び判定は、京都府スキー連盟から委嘱された公認スノーボード検定員資格を有する

公認スノーボード指導員又は公認スノーボード準指導員が担当する。 

（任 期） 

第５条 認定指導員の任期は、認定された日から起算し２年間とする。 

２ 任期中であっても再度認定指導員の認定を受けることができる。その場合の任期は、再度認定され

た日から起算し２年間とする。 

（認定手続） 

第６条 講習認定会の合格者は、認定料２，０００円の納付をもって認定指導員に認定される。 

２ 認定指導員を証するため、認定者に認定証を付与する。 

（認定の停止） 

第７条 任期中にＳＡＪ会員登録のない者または京都府スキー連盟加盟団体に所属していない者は認

定を停止する。認定停止中の者は、指導活動を行うことができない。 

（規程の改廃） 

第８条 この規程の改廃は、京都府スキー連盟教育部理事会の決議による。 

（補則） 

第９条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、京都府スキー連盟理事長が別に定める。 
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Ｂ・Ｃ級公認スキー検定員検定会開催要項 
 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

期  日  ２０２７年 ２月２７日（土）～２８日（日） 

集合  ２７日   ８：３０  現地本部『ゆずや』 

理論テストと実技テストは、同一会期で実施予定 

会  場  兵庫県 奥神鍋スキー場 

現地本部  「ゆずや」〒669-5377兵庫県豊岡市日高町山田４５７ TEL ０７９６－４５－０６４８ 

宿  舎  同 上（予約については連盟で一括して行います。） 

受 検 料  ７，０００円（宿泊代、交通費、リフト代、昼食代等は含みません。） 

申込方法  下記の方法でお申込みください。 

受検料を下記ゆうちょ銀行口座に振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付

け、下記まで送付してください。 

なお、欠席の場合は、如何なる理由でも返金しませんのでご了承ください。 

《振込先》【ゆうちょ銀行から】 番  号 １４４１０－３４３３５３０１ 

           口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

              【 他 金 融 機 関 か ら 】  店   名  四四八（読み ヨンヨンハチ） 

                         店    番  ４４８ 

                         預金種目 普通預金 口座番号 ３４３３５３０ 

           口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

         《送付先》〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「B・C級公認スキー検定員検定会」係 

申込期限  ２０２７年 １月１４日（木） 

受検資格  Ｂ級：公認スキー指導員         Ｃ級：公認スキー指導員 

本年度有資格登録・ＳＡＪ登録会員    公認スキー準指導員 

Ｃ級検定員資格を有する者        本年度有資格登録・ＳＡＪ登録会員 
 

そ の 他  ①雪不足のため期日・会場等の変更をする場合は、申込者に直接連絡します。 

②スケジュール等については、当日案内します。 

③理論試験の範囲は、京都府スキー連盟ＨＰに掲載します。（１２月頃掲載予定） 

④集合前日の宿泊予約は、各自で行ってください。 

※宿泊先に前泊されない方は、受付当日の 7:00以前には宿舎に入らないよう厳守して

ください。 

⑤申込者は必ず傷害保険等に各自で加入をお願いします。検定中の事故については応急処

置をしますが、その事故の責任は負いません。 

⑥公認料等（合格後、シクミネットで決済） 

・Ｂ級：公認料 6,000 円・バッジ 2,200 円           合計 8,200 円 

・Ｃ級：公認料 5,000 円・バッジ 2,200 円・登録料 1,500円    合計 8,700 円 

※参考：公認後の任期は、公認された年を除き２年です。 

その後の資格継続のためには、隔年でクリニック受講が必要です。 
 

問 合 先  京都府スキー連盟   TEL ０７５－６９２－３４８７  FAX ０７５－６９２－３９７１    
 
当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 



 

公認スキー準指導員検定会開催要項 
 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期  日  ２０２７年 ２月２７日（土）～２８日（日） 

※集合･･･２７日 ８：３０ 現地本部『ゆずや』 

  理論テストと実技テストは、同一会期で実施予定 

 

会  場  兵庫県 奥神鍋スキー場 

 

現地本部  「ゆずや」〒669-5377 兵庫県豊岡市日高町山田４５７ TEL ０７９６－４５－０６４８ 

宿  舎  同上（予約については連盟で一括して行います。） 

 

受 検 料  ２４,０００円 ※ 宿泊代、交通費、リフト代、昼食代等は含みません。 

 

受検資格  ①受検年度ＳＡＪ登録会員で受検年度の４月１日現在、１８歳以上の者。 

②級別テスト１級を前年度までに取得している者。 

③検定会までに養成講習修了済である者。 

 

申込方法  受検料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り

付け、下記まで送付してください。なお、欠席の場合は、如何なる理由でも返金しません。 

《振込先》番  号 １４４００－３９６６５６９１ 

口座名義 ＳＡＫスキー・ボード指導委員会 

他金融機関からの振込の場合 

【店名】四四八（読み ヨンヨンハチ） 

【店番】４４８【預金種目】普通預金【口座番号】３９６６５６９ 

《送付先》〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「公認スキー準指導員検定会」係 

申込期限  ２０２７年 ２月１８日（木） 

受検当日持参書類 ・１級合格証（原本） 

・受検年度ＳＡＪ会員証（電子会員証又はその写し） 

・準指導員養成講習会の修了証書（原本） 

そ の 他   ①申込書の過去の受検回数については、今回の受検分は入れないでください。 

②合格者については手続きの際、公認料等が必要です。 

③スケジュール等については、当日案内します。 

④申込者は、必ず傷害保険に各自で加入をお願いします。検定中の事故等については、応

急処置は行いますが、その事故の責任は負いません。 

⑤集合前日等の宿泊予約は、各自で行ってください。 
※ 宿泊先に前泊されない方は、受付当日の７：００以前には宿舎に入らないよう厳守してく

ださい。 

⑥雪不足のため会場等を変更する場合は、申込者に直接連絡します。 

問 合 先  京都府スキー連盟  TEL  ０７５－６９２－３４８７  FAX  ０７５－６９２－３９７１  

 
当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 

2027 年度 



2027 年度 

スキープライズテスト クラウン・テクニカル①開催要項 
 
主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 
期  日  ２０２７年 ２月２０日(土)～２１日(日) ※事前講習…２０日、検定…２１日 

  受付…両日とも  ９：００～９：２０ 奥神鍋センター 

 集合…両日とも  ９：４０       第１ペアリフト乗り場下 
会  場  兵庫県 奥神鍋スキー場 
現地本部  「ゆずや」〒669‐5377兵庫県豊岡市日高町山田４５７ TEL ０７９６－４５－０６４８ 
受 検 料  事前講習及び受検       １２，０００円 （事前申込の方は、１１，０００円） 

受検のみ（事前講習なし）    ７，０００円 

事前講習のみ          ７，０００円 

※宿泊代・交通費・リフト代等は含みません。 

受検資格 
 ・要件 
 

クラウンプライズ 

・テクニカルプライズ所持者 

・本年度ＳＡＪ登録済者 

・クラウンプライズテスト事前講習修了者  

※本年度クラウンプライズテスト事前講習修 

 了の方は、検定のみ受けることもできます。 

 テクニカルプライズ 

・1 級所持者 

・本年度ＳＡＪ登録済者 

・テクニカルプライズテスト事前講習修了者 

※本年度テクニカルプライズテスト事前講習修 

 了の方は、検定のみ受けることもできます。 

申込方法  ①事前申込は２０２７年 ２月 ４日（木）必着 
 受検料を下記ゆうちょ銀行口座に振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、 

 下記まで送付してください。 

 ※なお、欠席の場合は、如何なる理由でも返金しませんのでご了承ください。 

《振込先》【ゆうちょ銀行から】 番  号 １４４１０－３４３３５３０１ 

           口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

【 他 金 融 機 関 か ら 】  店   名  四四八（読み ヨンヨンハチ） 

           店    番  ４４８ 

           預金種目 普通預金 口座番号 ３４３３５３０ 

口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

《送付先》〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「ｽｷｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾃｽﾄ ｸﾗｳﾝ・ﾃｸﾆｶﾙ①」係 

②当日申込 
事前講習のみ受講者・事前講習受講受検者 ２０２７年 ２月２０日（土） 9:00～9:20 
検定受検者                         ２０２７年 ２月２１日（日） 9:00～9:20 

必要書類  当日受付（奥神鍋センター）にご持参ください。 
       ①受検申込書（当日申込の場合のみ）  

※当日受付での記入も可能ですが、できるだけ事前にダウンロード、記入の上ご持参ください。 

 ②１級合格証・テクニカルプライズ合格証またはその写し 

 ③本年度ＳＡＪ会員証(電子会員証)またはその写し スクリーンショットを含む（電波状況

に左右されない写しを推奨） 

 ④本年度クラウン・テクニカル事前講習修了の方は、修了証(コピー不可) 

そ の 他  ①開催可否は、２月１７日（水）の積雪情報で決定します。なお、天気予報等から積雪が
見込めない場合は、早めに判断する場合もあります。 
※開催中止の場合は連盟ホームページにて案内します。 
※開催中止の場合は全額返金します。 

②受検者の宿泊予約は、各自で行ってください。 
③スケジュール等については、当日案内します。 
④申込者は必ず傷害保険等に各自で加入をお願いします。講習及び検定中の事故について
は応急処置を行いますが、その事故の責任は負いません。 

問 合 先  京都府スキー連盟 TEL ０７５－６９２－３４８７ FAX ０７５－６９２－３９７１  
 
 
当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 



2027 年度 

スキープライズテスト クラウン・テクニカル➁開催要項 
 
主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 
期  日  ２０２７年 ２月２７日(土)～２月２８日(日) ※事前講習…２７日、検定…２８日 

受付…両日とも   ９：００～９：２０ 奥神鍋センター 

集合…両日とも  ９：４０           第１ペアリフト乗り場下 
会  場  兵庫県 奥神鍋スキー場 
現地本部  「ゆずや」〒669‐5377兵庫県豊岡市日高町山田４５７ TEL ０７９６－４５－０６４８ 
受 検 料  事前講習及び受検       １２，０００円 （事前申込の方は、１１，０００円） 

受検のみ（事前講習なし）    ７，０００円 

事前講習のみ          ７，０００円 

※宿泊代・交通費・リフト代等は含みません。 

受検資格 
 ・要件 
 

クラウンプライズ 

・テクニカルプライズ所持者 

・本年度ＳＡＪ登録済者 

・クラウンプライズテスト事前講習修了者  

※本年度クラウンプライズテスト事前講習修 

 了の方は、検定のみ受けることもできます。 

 テクニカルプライズ 

・1 級所持者 

・本年度ＳＡＪ登録済者 

・テクニカルプライズテスト事前講習修了者 

※本年度テクニカルプライズテスト事前講習修 

 了の方は、検定のみ受けることもできます。 

申込方法  ①事前申込は２０２７年 ２月 ９日（火）必着 
 受検料を下記ゆうちょ銀行口座に振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、 

 下記まで送付してください。 

 ※なお、欠席の場合は、如何なる理由でも返金しませんのでご了承ください。 

《振込先》【ゆうちょ銀行から】 番  号 １４４１０－３４３３５３０１ 

           口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

【 他 金 融 機 関 か ら 】  店   名  四四八（読み ヨンヨンハチ） 

           店    番  ４４８ 

           預金種目 普通預金 口座番号 ３４３３５３０ 

口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

《送付先》〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「ｽｷｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾃｽﾄ ｸﾗｳﾝ・ﾃｸﾆｶﾙ②」係 

②当日申込 
事前講習のみ受講者・事前講習受講受検者 ２０２７年 ２月２７日（土） 9:00～9:20 
検定受検者                         ２０２７年 ２月２８日（日） 9:00～9:20 

必要書類  当日受付（奥神鍋センター）にご持参ください。 
       ①受検申込書（当日申込の場合のみ）  

※当日受付での記入も可能ですが、できるだけ事前にダウンロード、記入の上ご持参ください。 

 ②１級合格証・テクニカルプライズ合格証またはその写し 

 ③本年度ＳＡＪ会員証（電子会員証）またはその写し スクリーンショットを含む（電波状況

に左右されない写しを推奨） 

 ④本年度クラウン・テクニカル事前講習修了の方は、修了証(コピー不可) 

そ の 他  ①開催可否は、２月２４日（水）の積雪情報で決定します。なお、天気予報等から積雪が
見込めない場合は、早めに判断する場合もあります。 
※開催中止の場合は連盟ホームページにて案内します。 
※開催中止の場合は全額返金します。 

②受検者の宿泊予約は、各自で行ってください。 
③スケジュール等については、当日案内します。 
④申込者は必ず傷害保険等に各自で加入をお願いします。講習及び検定中の事故について
は応急処置を行いますが、その事故の責任は負いません。 

問 合 先  京都府スキー連盟 TEL ０７５－６９２－３４８７ FAX ０７５－６９２－３９７１  
 

 
当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 



2027 年度 

１級受検スペシャル開催要項 
 
主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

期  日  ２０２７年 ２月 ２０日(土)  

       受付… ９：００～９：２０ 奥神鍋センター 

 集合… ９：４０      第１ペアリフト乗り場下 

会  場  兵庫県 奥神鍋スキー場 

現地本部  「ゆずや」〒669‐5377兵庫県豊岡市日高町山田４５７ TEL ０７９６－４５－０６４８ 

受 検 料  事前講習及び検定        ５，０００円 

検定のみ（事前講習なし）    ３，５００円 

※交通費・リフト代等は含みません。 

受検資格 

 ・要件 

・２級所持者 

※本年度１級バッジテスト事前講習修了の方は、検定のみ受けることもできます。 

 その場合も、朝受付を済ませてください。 

申込方法  事前申込のみ ２０２７年 ２月 ４日（木）必着 

      ◆現地での申し込みは一切受付できません。 

 受検料を下記ゆうちょ銀行口座に振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、 

  下記まで送付してください。 

 ※なお、欠席の場合は、如何なる理由でも返金しませんのでご了承ください。 

《振込先》【ゆうちょ銀行から】 番  号 １４４１０－３４３３５３０１ 

                口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

【他金融機関から】 店   名  四四八（読み ヨンヨンハチ） 

           店    番  ４４８ 

           預金種目 普通預金 口座番号 ３４３３５３０ 

           口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

《送付先》〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「１級受検スペシャル」係 

必要書類  当日受付（奥神鍋センター）にご持参ください。 

 ①２級合格証またはその写し 

 ②会員の方は、本年度ＳＡＪ会員証（電子会員証）またはその写し スクリーンショット

を含む（電波状況に左右されない写しを推奨） 

 ③本年度１級事前講習修了の方は、修了証(コピー不可)  

そ の 他  ①開催可否は、２月１７日（水）の積雪情報で決定します。なお、天気予報等から積雪が

見込めない場合は、早めに判断する場合もあります。 

※開催中止の場合は連盟ホームページにて案内します。 

※開催中止の場合は全額返金します。 

②スケジュール等については、当日案内します。 

③申込者は必ず傷害保険等に各自で加入をお願いします。講習及び検定中の事故について

は応急処置を行いますが、その事故の責任は負いません。 

問 合 先  京都府スキー連盟 TEL ０７５－６９２－３４８７ FAX ０７５－６９２－３９７１  

  
 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 



2027 年度 

２級受検スペシャル開催要項 
 
主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 
 
期  日  ２０２７年 ２月 ２０日(土) ※事前講習及び検定 
       受付… ９：００～９：２０ 奥神鍋センター 

 集合… ９：４０      第１ペアリフト乗り場下 
 

会  場  兵庫県 奥神鍋スキー場 
 

現地本部  「ゆずや」〒669‐5377兵庫県豊岡市日高町山田４５７ TEL ０７９６－４５－０６４８ 
 

受 検 料  事前講習及び検定    ４，０００円 

※交通費・リフト代等は含みません。 

 

申込方法  事前申込のみ ２０２７年 ２月 ４日（木）必着 

      ◆現地での申し込みは一切受付できません。 

 受検料を下記ゆうちょ銀行口座に振込みの上、振込明細票の写しを申込書の裏面に貼り付け、 

  下記まで送付してください。 

 ※なお、欠席の場合は、如何なる理由でも返金しませんのでご了承ください。 

《振込先》【ゆうちょ銀行から】 番  号 １４４１０－３４３３５３０１ 

           口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

              【 他 金 融 機 関 か ら 】  店   名  四四八（読み ヨンヨンハチ） 

                         店    番  ４４８ 

                         預金種目 普通預金 口座番号 ３４３３５３０ 

           口座名義 ＳＡＫスキー・ボード検定委員会 

《送付先》〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「2 級受検スペシャル」係 

 

必要書類  当日お持ちいただく書類はありません。 

 

そ の 他  ①開催可否は、２月１７日（水）の積雪情報で決定します。なお、天気予報等から積雪が

見込めない場合は、早めに判断する場合もあります。 

※開催中止の場合は連盟ホームページにて案内します。 

※開催中止の場合は全額返金します。 

②スケジュール等については、当日案内します。 

③申込者は必ず傷害保険等に各自で加入をお願いします。講習及び検定中の事故について

は応急処置を行いますが、その事故の責任は負いません。 

問 合 先  京都府スキー連盟 TEL ０７５－６９２－３４８７ FAX ０７５－６９２－３９７１  

 
 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしく

はホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 



ＳＳＡＡＫＫススキキーー((指指導導者者・・基基礎礎・・アアルルペペンン))・・ススノノーーボボーードド強強化化合合宿宿開開催催要要項項 

  
主  催  京都府スキー指導員会、京都府スキー連盟〔競技部・教育部〕 
 
後  援  （公財）京都青少年育成スポーツ財団、京都府高体連スキー部 
 
期  日  ２０２５年１２月２０日（土）～２１日（日） 

※予定；集合…２０日 ９９：：４４５５  ううささぎぎ平平テテララスス上上部部   ※解散…２１日 １５：００ ゲレンデ 
  ※講師・コーチ（予定）  

  ２０日 ２１日 募集人数 

基礎スキー 元SAJデモンストレーター、教育部役員 米丘 友明 教育部役員 ２０名程度 

アルペンスキー 元アルペン日本代表 星   瑞枝 星   瑞枝 ２０名程度 

スノーボード スノーボードデモンストレーター 平野 幹夫 平野 幹夫 ２０名程度 

 
会  場  長野県白馬八方尾根スキー場 
 
現地本部    『『ままるるにに旅旅館館』』  〒〒339999--99330011  長長野野県県北北安安曇曇郡郡白白馬馬村村大大字字北北城城55001133    TTEELL  ００２２６６１１－－７７２２－－２２１１００３３ 
宿舎 
 
参 加 料   ・指導員会会員          ５，０００円 （予約金  5,000円） 
 ・中学生・高校生           無  料 （予約金  8,000円） 
 ・ビジター            ８，０００円 （予約金  8,000円） 
 ・京都府以外のビジター（有資格者含む、ご友人等） １０，０００円 （予約金 10,000円） 
 

※予約金を下記の口座に振込みをお願いします。（参加者全員） 
※予約金については、欠席の場合は返金しません。 
※宿泊代、交通費、リフト代、昼食代等は、各自でご負担願います。 

 

参加資格  京都府所属公認スキー準指導員以上及び公認スノーボード準指導員以上 

京都府所属日本スポーツ協会公認指導者 

     原則としてＳＡＫ加盟クラブ所属で、ＳＡＫ・ＳＡＪ登録済の１級程度以上の方 

※上記の資格があれば、スキー・スノーボードのどちらに参加されても結構です。 

※前年度準指導員合格者は、必ず参加するものとします。 
※ビジター(ス指・準・指導員以外)も募集します。ただし、ビジター・中高生の方は、基礎スキー・ 
スノーボードともに、１級程度の滑りができる方（アルペン除く）。 

※中学生・高校生の参加には引率者が必要です。引率者は必ず行事に参加してください。 
※京都府スキー連盟関連参加資格の申込者を優先し、参加枠に空きがあれば京都府スキー連盟関係者 
のご友人で上記資格以外の方も申し込みを受け付けます。 

 

申込方法  申込書に必要事項記入の上、申込書に振込記録の写しを添付して下記までお申込みください。 
○振込口座  ゆうちょ銀行         記  号 １４４８０  番  号 ４４７００８９１ 

名  義 京都府スキー指導員会 
 
他の金融機関から     店  名 四四八     店  番 ４４８ 

預金種目 普通      口座番号 ４４７００８９ 
○送 付 先    〒６０１－８０４７ 京都市南区東九条下殿田70 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟内「ＳＡＫ強化合宿」係 
申込期限    ２０２５年１１月２８日（金） 
 
そ の 他  ① 会期中に発熱、咳などがあり体調がすぐれない場合は行事への参加を見合わせてください。 

② 雪不足等により中止する場合は、申込者に直接連絡します。 
③ 期間中参加者の宿泊先は「まるに旅館」とし、会会期期中中のの予予約約ににつついいててはは申申込込みみ時時にに記記載載ししててくくだだささいい。。 

前前泊泊等等ににつついいててはは各各自自でで「「ままるるにに旅旅館館」」様様へへ予予約約ををおお願願いいししまますす。。  

④ 詳細スケジュール等は現地で案内します。 

⑤ 必ず傷害保険等に加入しておいてください。期間中の事故等については、応急処置は行いますが、 

その事故の責任は負いません。 

 
問 合 先  京都府スキー連盟 TEL ０７５－６９２－３４８７  指導員会 基礎・ボード 古村 090－6054－3083 
                アルペン 畑中 090―8794―1393 
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級別テスト IN志賀高原 開催要項 
 
 

主  催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期  日  ２０２７年 ３月２１日(日・祝)～２２日(月・振休) 

           （２１日は受付のみ・検定は２２日午前中に実施） 

受付…２１日 １９：００～１９：３０ 

      集合…２２日  ９：００ 集合場所は前日受付時発表 

検定…２２日  午前 

 

会  場  長野県 志賀高原 一の瀬スキー場 

 

現地本部   「ホテルジャパン志賀」〒381－0401 長野県下高井郡山ノ内町志賀高原一の瀬 TEL 0269-34-2801 

 

受 検 料  1 級＝2,500 円 2 級＝2,500 円 3 級＝1,500円 4 級＝1,500 円 5 級＝1,500 円   

      ただし、リフト代等は含みません。 

 

受検資格  2 級・3 級・4 級・5 級は希望する級を受検することができます。 

      ただし、1 級受検者は、2 級取得者で事前に当該年度の事前講習修了証を保持している者であること。 

          

申込方法  ２０２７年 ３月２１日(日・祝)19：00～19：30 に現地本部役員に受検する旨を連絡した上で、同日 

19：30～20：00 に現地本部役員に必要書類を提出してください。 

        

必要書類  ホテルジャパン志賀ロビーにご持参ください。 

① 受検申込書（受付時記入） 

② 1 級受検者は 2 級合格証（コピー可）・1 級受検事前講習修了証（コピー不可） 

③ 受検料  

④ 1 級受検者でＳＡＪ会員の方は本年度会員証(電子会員証)またはその写し（ｽｸﾘｰﾝｼｮｯﾄを含む）をご

持参ください。       

 

そ の 他   ① 開催の可否は、積雪不足等により同時開催の「スキー塾 in 志賀高原」が中止の場合、級別テストも中

止します。※連盟ホームページに掲載します。 

② 受検者の宿泊予約は、各自で行ってください。 

③  スケジュール等については、当日案内します。 

④ 申込者は必ず傷害保険等に各自加入のこと。検定中の事故については応急処置を行いますが、その事故

の責任は負いません。 

⑤ 本会期で 1 級の事前講習は行いません。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟  TEL ０７５－６９２－３４８７  FAX ０７５－６９２－３９７１ 
 

 

 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 
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公認スキー準指導員検定受検者養成講習会開催要項 

 

主   催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期日・内容等 

Ⅰ．養成講習会①（スキー理論等） 

○日時：２０２６年１１月２２日（日） ８：４５受付 

９：１０開会、１８：００頃終了予定 

○会場：京都テルサ 東館１階 第７会議室（京都府民総合交流プラザ TEL:075－692－3400） 

・ＪＲ京都駅(八条口西口)より南へ徒歩約 10 分  ・近鉄東寺駅より東へ徒歩約 5 分 

・地下鉄九条駅 4 番出口より西へ徒歩約 5 分  ・市バス九条車庫南へすぐ 

○持物：スキー教程一式（2024 年 10 月発刊版） 

受検者ハンドブック～スキー部～（SAJ ホームページ掲載最新版） 

 

注）当日（８：４５～９：００） 上記会場にて、受講者を対象にスキー教程等、書籍の 

斡旋を行います。購入希望者は、その旨、受講申込書の所定欄にご記入願います。 

 

 

Ⅱ．養成講習会②（実技実習等）   

（注）下記の内、２会場以上を受講しなければ、今年度の受検資格がありません。（３会場の受

講も可） 

 

②－１【奥神鍋会場】 

２０２７年 １月１６日(土)～１７日(日) 

兵庫県 奥神鍋スキー場 「宿舎：ゆずや」 TEL ０７９６－４５－０６４８ 

集合…１６日 ８：３０「ゆずや」予約については連盟で一括して行います。 

 

②－２【奥神鍋会場】 

２０２７年 １月３０日(土)～３１日(日) 

兵庫県 奥神鍋スキー場 「宿舎：ゆずや」 TEL ０７９６－４５－０６４８ 

集合…３０日 ８：３０「ゆずや」予約については連盟で一括して行います。 

 

②－３【奥神鍋会場】 

２０２７年 ２月１３日(土)～１４日(日) 

兵庫県 奥神鍋スキー場 「宿舎：ゆずや」 TEL ０７９６－４５－０６４８ 

集合…１３日 ８：３０「ゆずや」予約については連盟で一括して行います。 

 

受 講 料  ・養成講習会 ①            １１,０００円 

・養成講習会 ②－１     １３,０００円 

②－２        １３,０００円 

②－３     １３,０００円 

※ 上記の金額には、昼食・交通費・宿泊代・リフト代等は含みません。 
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申 込 方 法  (1) 養成講習会①は、受講料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを

申込書の裏面に貼り付け、１級合格証の写しを同封の上、送付してください。 

※申込期限：２０２６年１１月１２日（木）必着 

 

(2) 養成講習会②は、受講料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを

申込書の裏面に貼付け、下記まで送付してください。 

※申込期限： ②－１、②－２  ２０２６年１１月２６日（木）必着 

②－３      ２０２７年 ２月 ４日（木）必着 

 

《振込先》【ゆうちょ銀行から】 番  号 １４４００－３９６６５６９１ 

                口座名義 ＳＡＫスキー・ボード指導委員会 

【他金融機関から】 店   名  四四八（読み ヨンヨンハチ） 

           店    番  ４４８ 

           預金種目 普通預金  口座番号 ３９６６５６９ 

           口座名義 ＳＡＫスキー・ボード指導委員会 

《送付先》〒601-8047   京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

    京都府スキー連盟「公認スキー準指導員養成講習」係 
 

資    格  ①受検年度ＳＡＪ登録会員で２０２７年４月１日現在、１８歳以上の者。 

②級別テスト１級を前年度までに取得している者。 

 

そ の 他  ① 準指導員検定受検者は、単一年度で必修の養成講習会（理論、実技）のすべてを検定会ま

でに受講修了する必要があります。なお、養成講習会修了の有効年数について、理論は２

か年、実技は受検年度のみとなります。 

② 前年度に理論養成修了済の方も、講習会① に希望があれば、受講することができます。 

③ 欠席の場合は、如何なる理由でも返金しません。 

④ スケジュール等については、当日案内します。 

⑤ 申込者は、必ず傷害保険に各自で加入をお願いします。講習中の事故等については、応急

処置は行いますが、その事故の責任は負いません。 

⑥ 集合前日等の宿泊予約は、各自で行ってください。 

※宿泊先に前泊されない方は、受付当日の７：００以前には宿舎に入らないよう厳守して

ください。 

⑦ 雪上講習会について、雪不足のため会場等を変更する場合は、参加申込者に連絡します。 

⑧ 準指導員検定会の申込みは、別途行ってください。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟  ＴＥＬ  ０７５－６９２－３４８７  ＦＡＸ  ０７５－６９２－３９７１ 

 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 



 

公認スキー指導員検定受検者養成講習会開催要項  

 

主   催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期日・内容等 

Ⅰ．養成講習会①（スキー理論等） 

○日時：２０２６年１１月２２日（日） ８：４５受付 

９：１０開会、１８：００頃終了予定 

○会場：京都テルサ 東館１階 第７会議室（京都府民総合交流プラザ TEL:075－692－3400） 

●ＪＲ京都駅(八条口西口)より南へ徒歩約 10 分  ●近鉄東寺駅より東へ徒歩約 5 分 

●地下鉄九条駅 4 番出口より西へ徒歩約 5 分  ●市バス九条車庫南へすぐ 

○持物：スキー教程一式（2024 年 10 月発刊版） 

受検者ハンドブック～スキー部～（SAJ ホームページ掲載最新版） 

 

注）当日（８：４５～９：００）上記会場にて、受講者を対象にスキー教程等、書籍の 

斡旋を行います。購入希望者は、その旨、受講申込書の所定欄にご記入願います。 

 

 Ⅱ．養成講習会②（実技実習等）   

（注）下記の内、２会場以上を受講しなければ、今年度の受検資格がありません。（３会場の受

講も可） 

 

②－近【奥神鍋会場】 ※近畿ブロックスキー指導者検定受検者特別講習会 

２０２７年 １月１６日(土)～１７日(日)  「主管：近畿ブロック」  

兵庫県 奥神鍋スキー場 「宿舎：ゆずや」 TEL ０７９６－４５－０６４８ 

「ゆずや」予約については連盟で一括して行います。 

 

②－２【奥神鍋会場】 

２０２７年 １月３０日(土)～３１日(日) 

兵庫県 奥神鍋スキー場 「宿舎：ゆずや」 TEL ０７９６－４５－０６４８ 

集合…３０日 ８：３０「ゆずや」予約については連盟で一括して行います。 

 

②－３【奥神鍋会場】 

２０２７年 ２月１３日(土)～１４日(日)   

兵庫県 奥神鍋スキー場 「宿舎：ゆずや」 TEL ０７９６－４５－０６４８ 

集合…１３日 ８：３０「ゆずや」予約については連盟で一括して行います。 

 

受 講 料  ・養成講習会 ①          ８，０００円 

・特別講習会 ②－近    １０，０００円 

・養成講習会 ②－２     １３，０００円 
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・養成講習会 ②－３    １３，０００円 

※上記の金額には、昼食・交通費・宿泊代・リフト代等は含みません。 

 

申 込 方 法  (1) 養成講習会①は、受講料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを

申込書の裏面に貼り付け、下記まで送付してください。 

※申込期限：２０２６年１１月１２日（木）必着 

 

(2) 養成講習会②は、受講料を下記ゆうちょ銀行口座まで振込みの上、振込明細票の写しを

申込書の裏面に貼り付け、下記まで送付してください。 

なお、②－近 近畿ブロック主催のスキー指導者検定受検者特別講習会受講の場合は、

別紙申込書にて、下記まで送付してください。 

（京都府様式指２号の申込書には、〇印を付けておいてください。） 

※申込期限   ②－近(近畿)：２０２６年 １１月２２日（日）必着 

②－２   ：２０２６年 １１月２６日（木）必着 

②－３   ：２０２７年  ２月 ４日（木）必着 

 

《振込先》【ゆうちょ銀行から】 番  号 １４４００－３９６６５６９１ 

口座名義 ＳＡＫスキー・ボード指導委員会 

【他金融機関から】 店   名  四四八（読み ヨンヨンハチ） 

店    番  ４４８ 

預金種目 普通預金  口座番号 ３９６６５６９ 

口座名義 ＳＡＫスキー・ボード指導委員会 

《送付先》〒601-8047  京都市南区東九条下殿田町７０ 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「公認スキー指導員養成講習」係 

 

そ の 他   ① 養成講習会は、単一年度で必修の養成講習会のすべてを検定会までに受講修了する必要

があります。なお、養成講習会修了（４３時間）の有効年数は３か年です。 

② 前年度までに理論養成修了済の方も、講習会① に希望があれば、受講することができま

す。 

③ 欠席の場合は、如何なる理由でも返金しません。 

④ スケジュール等については、当日案内します。 

⑤ 申込者は、必ず傷害保険に各自で加入をお願いします。講習中の事故等については、応

急処置は行いますが、その事故の責任は負いません。 

⑥ 集合前日等の宿泊予約は、各自で行ってください。 

※宿泊先に前泊されない方は、受付当日の７：００以前には宿舎に入らないよう厳守し 

てください。 

⑦ 雪上講習会について、雪不足のため会場等を変更する場合は、参加申込者に連絡します。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟  ＴＥＬ  ０７５－６９２－３４８７  ＦＡＸ  ０７５－６９２－３９７１ 

 

 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 



２０２７年度 スキー指導員検定受検者特別講習会開催要項 

 

【主  催】  S.A.J.近畿ブロック協議会 教育部会 

 

【後  援】  近畿スキー・スノーボード指導員会 

 

【会  期】  ２０２７年１月１６日（土）～１月１７日（日） 

 

【会  場】  兵庫県  「奥神鍋スキー場」 

 

【現地本部】  ゆずや   兵庫県豊岡市日高町山田４５７  

             TEL (０７９６）４５－０６４８ 

 

【日  程】  役員集合 １月１５日（金） １３：００ 

受 付  １月１６日（土）  ８：３０～９：００（奥神鍋センター２F） 

        開講式  １月１６日（土）  ９：００ 

        閉講式  １月１７日（日） １４：００ 

 

【参加資格】  近畿ブロック協議会加盟団体に所属する２０２７年度ＳＡＪ登録会員であること。 

本年度指導員検定を受検する者。 

 

【申込方法】  １．受講希望者は申込用紙(近教様式 4-1)に必要事項を記入のうえ、参加料を添え所

属連盟宛に申し込む。 

２．各加盟団体は、申込用紙(近教様式 4-1)を取りまとめ、期日までに郵送、データ

ベース(近教様式 4-2)を電子データにて下記申込先宛に送付する。 

 

【申込み・問合せ先】 「S.A.J.近畿ブロック協議会教育部会送付先一覧」を参照。 

 

【申込締切】  ２０２６年１２月５日（土）必着 

 

【参 加 料    】  １０，０００円 

 

【振 込 先    】  「Ｓ.Ａ.Ｊ.近畿ブロック協議会教育部会送付先一覧」を参照。 

 

【そ の 他    】  １．宿舎は各自で準備すること。 

２．ＳＡＪ会員登録証を持参のこと。 

３．日程等詳細は、現地本部の公式掲示による。受付時に確認のこと。 

４．講習中に事故が発生した場合、全て本人の責任により処理する。 

５．開会式、閉会式については、状況に応じて開催を中止、変更することがある。 



 

公認スキー準指導員検定受検者徹底講習会開催要項 
 

主 催  京都府スキー連盟（主管：教育部） 

 

期 日  ① ２０２７年 １月１７日(日) 

       ② ２０２７年 １月３１日(日) 

       ③ ２０２７年 ２月１４日(日) 

       ※各回ともに公認スキー準指導員検定受検者養成講習会終了後の午後に実施（９０分） 

 

会 場  兵庫県 奥神鍋スキー場 

 

現 地 本 部  「ゆずや」〒669-5377 兵庫県豊岡市日高町山田４５７ TEL ０７９６－４５－０６４８ 

宿 舎   ※公認スキー準指導員検定受検者養成講習会と同一会期での開催となります。 

 

内 容  公認スキー準指導員検定受検者養成講習会受講者を対象に、ポジション確認班、基礎コブ班、

基礎小回り班、展開種目班などテーマを絞って徹底的に取り組みます。公認スキー準指導員

検定受検者養成講習会における各会期初日のミーティングの際に希望をお聞きしテーマを決

定します。 

※すべてのご希望に添えない場合がありますのであらかじめご了承ください。 

※本講習会は、公認スキー準指導員検定受検者養成講習会の実技単位にはなりません。 

 

受 講 料  各回３，０００円 

※上記の金額には、昼食・交通費・宿泊代・リフト代等は含みません。 

 

申 込 方 法  申込書に受講料（現金のみ）を添えて、公認スキー準指導員検定受検者養成講習会の各会期 

初日のミーティング時に提出してください。 

 

資 格  2027 年度公認スキー準指導員検定受検者養成講習会受講者（各回講習会と同一会期の養成講 

習会を受講している者に限る。） 

 

そ の 他  ① スケジュール等については、各回講習会当日に案内します。 

       ② 講習会について、当日の天候等により中止する場合は、受講申込者に連絡します。なお、

中止の場合は、会期中に受講料を返金します。 

       ③ 受講者は、必ず傷害保険に各自で加入をお願いします。講習中の事故等については、応急

処置は行いますが、その事故の責任は負いません。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟  ＴＥＬ  ０７５－６９２－３４８７  ＦＡＸ  ０７５－６９２－３９７１ 

 

当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業及び

当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用します。また、当連盟もしくは委託先から申込内容

に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像・写真・記事・記録等をテレビ・新聞・雑誌等へ掲載もしくは

ホームページにて公開することがありますのでご了解ください。 

 

2027 年度 



 

 

ＳＡＫスキー(指導者・基礎・アルペン)・スノーボード強化合宿開催要項 

 
主  催  京都府スキー指導員会、京都府スキー連盟〔競技部・教育部〕 
 
後  援  （公財）京都青少年育成スポーツ財団、京都府高体連スキー部 
 
期  日  ２０２６年１２月２６日（土）～２７日（日） 

※予定；集合…２６日 ９：４５ うさぎ平テラス上部   ※解散…２７日 １５：００ ゲレンデ 
  ※講師・コーチ（予定）  

  ２６日 ２７日 募集人数 

基礎スキー 元SAJデモンストレーター、教育部役員 米丘 友明 教育部役員 ２０名程度 

アルペンスキー 元アルペン日本代表 星   瑞枝 星   瑞枝 ２０名程度 

スノーボード スノーボードデモンストレーター 平野 幹夫 平野 幹夫 ２０名程度 
 

会  場  長野県白馬八方尾根スキー場 
 
現地本部    『まるに旅館』 〒399-9301 長野県北安曇郡白馬村大字北城5013  TEL ０２６１－７２－２１０３ 
宿 舎 
 
参 加 料   ・指導員会会員          ５，０００円 （予約金  5,000円） 
 ・中学生・高校生           無  料 （予約金  8,000円） 
 ・ビジター            ８，０００円 （予約金  8,000円） 
 ・京都府以外のビジター（有資格者含む、ご友人等） １０，０００円 （予約金 10,000円） 
 

※予約金を下記の口座に振込みをお願いします。（参加者全員） 
※予約金については、欠席の場合は返金しません。 
※宿泊代、交通費、リフト代、昼食代等は、各自でご負担願います。 

 

参加資格  京都府所属公認スキー準指導員以上及び公認スノーボード準指導員以上 

京都府所属日本スポーツ協会公認指導者 

     原則としてＳＡＫ加盟クラブ所属で、ＳＡＫ・ＳＡＪ登録済の１級程度以上の方 

※上記の資格があれば、スキー・スノーボードのどちらに参加されても結構です。 

※前年度準指導員合格者は、必ず参加するものとします。 
※ビジター(ス指・準・指導員以外)も募集します。ただし、ビジター・中高生の方は、基礎スキー・ 
スノーボードともに、１級程度の滑りができる方（アルペン除く）。 

※中学生・高校生の参加には引率者が必要です。引率者は必ず行事に参加してください。 
※京都府スキー連盟関連参加資格の申込者を優先し、参加枠に空きがあれば京都府スキー連盟関係者 
のご友人で上記資格以外の方も申し込みを受け付けます。 

 

申込方法  申込書に必要事項記入の上、申込書に振込記録の写しを添付して下記までお申込みください。 
○振込口座  ゆうちょ銀行         記  号 １４４８０  番  号 ４４７００８９１ 

名  義 京都府スキー指導員会 
 
他の金融機関から     店  名 四四八     店  番 ４４８ 

預金種目 普通      口座番号 ４４７００８９ 
○送 付 先    〒６０１－８０４７ 京都市南区東九条下殿田70 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟内「ＳＡＫ強化合宿」係 
申込期限    ２０２６年１１月２７日（金） 
 
そ の 他  ① 会期中に発熱、咳などがあり体調がすぐれない場合は行事への参加を見合わせてください。 

② 雪不足等により中止する場合は、申込者に直接連絡します。 
③ 期間中参加者の宿泊先は「まるに旅館」とし、会期中の予約については申込み時に記載してください。 

前泊等については各自で「まるに旅館」様へ予約をお願いします。 

④ 詳細スケジュール等は現地で案内します。 

⑤ 必ず傷害保険等に加入しておいてください。期間中の事故等については、応急処置は行いますが、 

その事故の責任は負いません。 

 
問 合 先  京都府スキー連盟 TEL ０７５－６９２－３４８７  指導員会 基礎・ボード 古村 090－6054－3083 
                アルペン 畑中 090―8794―1393 

2027年度 



近教様式２-２

S.A.J.近畿ブロック協議会　加盟団体長　　殿

【 主 催 】

【 主 管 】

【 期 日 】 ２０２７年１月２３日(土)　～　２０２７年１月２４日(日)

【 会 場 】 理論研修は全日本が導入するｅラーニングを視聴ください。

【本部宿舎】

【 受 付 】
　　　　　８：３０～９：００　研修会・クリニック　

【開 会 式】
　　　　　９：１５～　　　　　研修会・クリニック　

【閉 会 式】
　　　　１５：００～　　　　　研修会・クリニック　

【申込方法】

① (公財)全日本スキー・スノーボード連盟ＨＰ会員登録ログイン画面からマイページ上段
「イベント情報」をクリック。京都府スキー連盟スキー指導者研修会（希望班）を選択して
ください。

②
③ ＳＡＪ承認（審査）が通過すれば会員登録したメールアドレスに連絡が入ります。

再びマイページ上段「ご請求・お支払情報」をクリックして決済を期日までに完了して
ください。

④ 現地での申し込みは一切受付できません。

【申込期間】

【参 加 料】 ①
②
※

【問合せ先】
ＴＥＬ　０９０－１１４４－９１６２　　ｅメール　mayu.10092686@gmail.com

【 そ の 他 】 ①
②
③ 受講年度ＳＡＪ会員証を受付時に提示ください。
④ 「SAJスキー補償制度」(スポーツ賠償責任保険を含む)に準ずるスポーツ

責任となります。

京都府スキー連盟

４，０００円（検定員クリニックのみの申込はできません）
システムご利用手数料は各自にてご負担ください。

京都府スキー連盟　教育部　大江　敦博

傷害保険等の傷害保険に加入のこと。研修会参加中の事故や怪我は、全て各自の

参加料は、研修会中止以外返却しません。
研修会期間中の名札は、各自で用意ください。

日時　２０２７年１月２４日（日）

スキー指導者研修会

２０２６年　９月　５日

京都府スキー連盟
 会長　山口　悟郎

（公財）全日本スキー・スノーボード連盟スキー指導者研修会・公認検定員クリニック開催要項

（公財）全日本スキー・スノーボード連盟 

　標記の（公財）全日本スキー・スノーボード連盟スキー指導者研修会・公認検定員クリニック（奥神鍋
会場）を下記のとおり開催いたします。

記

６，０００円

　　〒６６９－５３７７　兵庫県豊岡市日高町山田４５７

場所　奥神鍋センター前広場日時　２０２７年１月２３日（土）

　　ＴＥＬ　０７９６－４５－０６４８

場所　奥神鍋センター前広場

　(公財)全日本スキー・スノーボード連盟会員管理システム「シクミネット」にて、必要事項

クリニック参加希望者は、別途、研修会同様にイベント情報から申し込んでください。

　つきましては、貴加盟団体指導員・準指導員の皆様にご案内くださいますようお願い申し上げます。

兵庫県　奥神鍋スキー場

２０２６年１０月１３日（火）　～　２０２６年１１月１３日（金）　※期間厳守

検定員クリニック

「ゆずや」

日時　２０２７年１月２３日（土） 場所　奥神鍋センター２階

を入力の上、申し込んでください。





 

 

競 技 部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種競技会のレギュレーションに関しては、SAJ のＷeb サイト 

等で最新の情報を入手し、対応してください。 

 

 

       

       

国スポ予選・府選手権(富山県南砺市たいら地区)の日程は、 

以下の通りとなりました。 

アルペン≪たいらスキー場≫ 

 国スポ予選(GS)、府選手権(GS 第 2 戦) 

   1月 16日(土) 

     ※たいら地区の国スポ予選が中止の場合、1月 3 日(日)の 

府選手権 GS 第 1 戦(野沢地区)の結果を参考に国スポ選 

手選考を行います。 

国スポ本戦参加希望者は、この点ご注意願います。 

    クロスカントリー≪たいらクロスカントリーコース≫  

クラシカル、フリー（2日間）：2 レースとも国スポ予選を兼ねます。 

       1 月 16 日(土)・17 日(日)  

      となります。 

T O P I C S 





 2027年度

2026年9月28日現在

行 事 名 会 場 申込期限

７月 30 日 (木)
2027第1回ＳＡＫ競技スキーセミナー（座学）
　　　　　　　  　　　　　[京都府高体連スキー部　強化事業　と共催]

立命館中学校・高等学校 当日現地

11月 3 日 (火祝)
2027第2回ＳＡＫ競技スキーセミナー（技術・マテリアル）
　　　　　　　　　　　　　[京都府高体連スキー部　中高接続事業　と共催]

京都光華中学校・高等学校 当日現地

12月 26 日 (土) ～ 27 日 (日) ＳＡＫｽｷｰ（指導者・基礎・ｱﾙﾍﾟﾝ）・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ強化合宿［教育部と共催］ 長野県　白馬八方尾根 未定

1月 3 日 （日）
ジュニア強化トレーニング会
　　　　　　　  　　　　　[京都府高体連スキー部　強化事業　と共催]

長野県 野沢温泉スキー場 12月14日（月）

3 日 （日） ～ 4 日 （月） 第69回 京都府スキー選手権大会 (GS第1戦、SL)

第105回 全日本スキー選手権大会 京都府予選会 (GS第1戦、SL)

第49回 京都府民総合体育大会 スキー競技会 (GS第1戦、SL)

4 日（月）～ 6 日（水）第79回 京都府中学校スキー大会 ※

4 日（月）～ 7 日（木）第79回 京都府高等学校スキー大会 ※

１６ 日 (土) ～ 17 日 （日） 第81回国民スポーツ大会 冬季大会 スキー競技会 京都府予選会

※ アルペン競技日  (GS/XC)　　　

16日 GS2連戦 第69回 京都府スキー選手権大会 (GS第2戦/XC)　　  　　　　　　　　　

※ クロスカントリー競技日 第105回 全日本スキー選手権大会 京都府予選会 (GS/XC)

16日 ｸﾗｼｶﾙ　17日 ﾌﾘｰ 第49回 京都府民総合体育大会 スキー競技会 (GS第2戦)

24 日（日）～ 25 日（月）第33回 近畿中学校スキー大会 滋賀県 箱館山スキー場 ※

24 日（日）～ 26 日（火）第75回 近畿高等学校スキー選手権大会 長野県 黒姫高原スキー場 ※

日 (　) ～ 日 (　) 第105回全日本スキー選手権猪苗代大会・アルペン競技・種目スーパーG 福島県 猪苗代スキー場 ※

日 (　) 第81回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会   京都府選手団 結団式 ※

日 (　) ～ 日 (　) マックアースカップ2027ジュニアオリンピックK2近畿枠選考会) 滋賀県 箱館山スキー場 ※

日 (　) ～ 日 (　) 第105回全日本スキー選手権クロスカントリー競技(ｽﾌﾟﾘﾝﾄ･ﾏｽｽﾀｰﾄ･ﾊﾟｼｭｰﾄ) 長野県 木島平村 ※

日 (　) ～ 日 (　) 秩父宮杯・秩父宮妃杯　第100回 全日本学生スキー選手権大会（SG) ※

2月 2 日 (火) ～ 5 日 (金) 第64回 全国中学校スキー大会 長野県 野沢温泉スキー場 ※

4 日（木）～ 8 日（月）第76回 全国高等学校スキー大会 秋田県　鹿角市 ※

18 日（木）～ 21 日（日）第81回国民スポーツ大会 冬季大会 スキー競技会 岩手県八幡平市 ※

日（　）～ 日（　）秩父宮杯・秩父宮妃杯　第100回 全日本学生スキー選手権大会アルペン ※

日（　）～ 日（　）秩父宮杯・秩父宮妃杯　第100回 全日本学生スキー選手権大会ノルディック ※

23 日（火）～ 27 日（土）第39回 全国高等学校選抜スキー大会（ノルディック種目） 長野県 白馬村(ｽﾉｰﾊｰﾌﾟ) ※

25 日（木）～ 28 日（日）第39回 全国高等学校選抜スキー大会（アルペン種目） 北海道 旭川市 ※

日（　）～ 日（　）第41回おじろジュニアスキーアルペン競技記録会(ジュニアオリンピックK2近畿枠選考会) 兵庫県　小代スキー場 ※

25 日（木）～ 3/2 日（火）第96回 全関西学生スキー選手権大会 長野県 野沢温泉スキー場 ※

28 日（日） レディース・スキー大会 兵庫県 神鍋高原万場スキー場 2月19日(金)

27 日（土）～ 28 日（日）第59回 京都府知事杯争奪 クラブ対抗スキー大会

27 日（土）～ 28 日（日）2027ＳＫＩ チャレンジ京都大会

3月 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
日（　） 日（　）兼 2027全日本ジュニアスキー選手権大会

兼 全日本小・中学校選抜スキー大会（ノルディック種目）

8 日（月）～ 10 日（水）第105回 全日本スキー選手権大会（アルペン技術系） 長野県 上田市菅平高原 ※

日（　）～ 日（　）第51回 全日本マスターズスキー選手権大会 ※

日（　）～ 日（　）天皇杯第105回全日本スキー選手権大会・クロスカントリー競技・種目リレー、ディスタンス ※

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
兼 2027全日本ジュニアスキー選手権大会（アルペン 技術系）

24 日 (水) ～ 27 日 (土) 第36回 京都府高校春季スキー選手権大会 長野県 野沢温泉スキー場 ※

4月 3 日（土） 2027京都女性スポーツフェスティバル 総合開会式 島津アリーナ ※

２　競技部会
6月 4 日 (木） 第1回競技部会 リモート会議
9月 18 日 (金） 第2回競技部会 リモート会議

11月 23 日 (月・祝)
第69回 京都府スキー選手権大会・第81回国民スポーツ大会 冬季大会
スキー競技会 京都府予選会　組織委員会

京都テルサ

(　) ※日 (　) ～ 日

長野県 野沢温泉スキー場

富山県 たいらスキー場
及び たいらｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ

11月5日（木）

兵庫県 神鍋高原万場スキー場 1月8日(金)

～ ※

２０２７年度 競技部 行事予定

１　競技会等【太字部分は主管行事】

会 期

長野県 野沢温泉スキー場 11月5日（木）

＊3日はﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞのみ



ＳＡＫ競技スキーセミナー 開催要項 

 

主  催  京都府スキー連盟 

主  管  京都府スキー連盟 競技部、京都府高体連スキー専門部 

 

第1回 期 日  2026年7月30日(木) 13:30～15:30 

  会  場  立命館中学校・高等学校 １階 プレゼンテーションルーム 

（〒617-8577 京都府長岡京市調子一丁目1-1  阪急西山天王山駅下車 徒歩6分） 

車両乗り入れ禁止です。公共の交通機関でお越しください。 

  内  容  講演(座学)  「先輩アスリートによるパネルディスカッション」 

  講  師  町田結希(AKUスキークラブ)  

第80回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会 男子クロスカントリー成年C 第8位 

        中西 凜(京都光華S.C.《京都光華高校OG》) 

                 ミラノ・コルティナ2026冬季オリンピック 女子スキークロス 第26位 

        山田真央(関西学院大学《京都光華高校OG》) 

第75回全国高等学校スキー大会 女子ジャイアントスラローム 第9位 

        石中仁一郎(立命館大学《クラーク記念国際高校OB》) 

第75回全国高等学校スキー大会 男子スラローム 第8位 

第46回全日本スキー選手権フリースタイル競技 男子スキークロス 優勝 

  準  備  筆記用具、上履き、スマートフォンまたはタブレット 

申込方法  事前の参加受付は行いません。 

 

第2回 期 日  2026年11月3日(火･祝) 10:00～15:00 

  会  場  京都光華中学校・高等学校 体育館・グランド・教室 

（〒615-0861 京都市右京区西京極野田町39番地  阪急西京極駅下車 徒歩5分） 

  内  容  技術・マテリアル講習会 

       競技スキー・基礎スキーの枠を超えて滑りを科学するチャンスです。 

             午前・午後 アルペン・クロスカントリー両種目共通トレーニング 

講  師  飯島庸一氏 

S-CHALLENGE Training Program Works代表、 

SAJ競技本部強化委員・ジュニアチームトレーナー、JOC情報医科強化スタッフ 

全日本学生スキー連盟・競技本部直轄・医科学委員 

準  備  通常トレーニングの服装、体育館シューズ 以外に、筆記用具、 

スマートフォン(or タブレット)も持参してください。 

申込方法  事前の参加受付は行いません。更衣を済ませて現地集合してください。 

 

 

注意事項(上記共通) 

１．状況次第で中止または会場変更になる可能性があります。京都府スキー連盟にて通知いたします。

必ずご確認願います。 

２．体調管理について、参加者(選手・役員)は、個人及び参加チームの責任において十分な対応をと

ること。具体的には、上部団体からの指示も踏まえつつ、京都府スキー連盟Webサイトに掲載する

場合があるので確認すること。その他、行動・宿泊方法など政府・教育機関のガイドラインを遵守

すること。  

 

問 合 先  京都府高体連スキー専門部 kyotohighschoolski@gmail.com 

 

※ 当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。

参加者の個人情報は、本事業および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業

のDM発送等に利用いたします。また、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡を

させていただくことがあります。 

  行事参加中の映像･写真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはWebサイトにて公開す

ることがありますのでご了承下さい。 



2027ジュニア強化トレーニング会 開催要項 

 

主  催  京都府スキー連盟 
 
主  管  京都府スキー連盟 競技部 
 
期  日  2027年１月３日（日） 
 
会  場  長野県 野沢温泉スキー場 カンダハーコース（積雪状態で変更あり） 
 
日  程  ① 9:00～12:00〔目安〕 

      ② 現地集合、現地解散 
 
内  容  ポールセットバーン（ＧＳ及びＳＬ）で滑走トレーニング（積雪状態で変更あり） 

      ＊競技スキーに係るレベルアップを目指すためのトレーニング会 

＊高体連・中体連のトレーニング会に参加し、上級者のテクニックを参考に技術向上を図

ります。 
 
参加資格  ① 京都府内の学校に在学及び京都府内在住の小・中学生（保護者同伴） 

      ② 中級者以上 

      ③ 傷害保険等の加入者 
 
参加料金  コース使用料 1,000 円/人（当日、現地で京都府スキー連盟役員へ支払う） 
 
申込方法  ＊高体連・中体連所属の学生は、申し込み不要です。 

① 所定の申込用紙（コピー可）に必要事項を記入し郵送又は FAXで事前に申し込むこと。 

② 申込期限 2026年 12月 17日（木）（郵送は当日消印有効） 

③ 申込先：〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町 70 京都府スポーツセンター内 

 京都府スキー連盟 Tel 075-692-3487、Fax 075-692-3971 
 
行事本部  野沢温泉スキー場「さつき荘」：2027年 1月 2日(土)正午に開設 

      長野県下高井郡野沢温泉村 Tel 0269-85-2454 
 
注意事項  ① 開催の可否は、2027年 1月 2日(土)正午現在の積雪状況によって決定する。 

      ② 積雪、天候の状況により、トレーニングコース、内容、時間を変更することがある。 

      ③ 宿舎は各自で手配・確保の事。 

④ 必ず個人票に保護者の承諾を得て申し込む事。 

⑤ クラッシュヘルメットを持参し着用する事。 

⑥ トレーニング中の事故等について、応急処置は行うがその事故の責任は負わない。 

⑦ 現地役員が、技術未熟、その他の理由をもって危険と判断した場合は、その選手の参加

を認めない事がある。 

      
 

問 合 先  京都府スキー連盟事務局（競技部担当者に転送されます） E-mail info@ski-kyoto.jp 
 

※ 体調管理について、参加者(選手・役員)は、個人及び参加チームの責任において十分な対応をとること。

具体的には、上部団体からの指示も踏まえつつ、京都府スキー連盟 HP に掲載する場合があるので、確認

すること。その他、行動・宿泊方法など政府・教育機関のガイドラインを遵守すること。 

 

※ 当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加
者の個人情報は、本事業および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送

等に利用いたします。また、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡をさせていただくこ
とがあります。  

行事参加中の映像･写真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはホームページにて公開するこ

とがありますのでご了承下さい。 

mailto:info@ski-kyoto.jp


2026 年度 

第68回京都府スキー選手権大会 

第80回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会京都府予選会 

第104回全日本スキー選手権大会京都府予選会 

開催要項 
主  催  京都府スキー連盟 
主  管  京都府スキー連盟 競技部 
期  日   ● 2026年1月 3日(土)・ 4日(日)：長野県 野沢温泉スキー場  
会  場   ● 2026年1月17･18日(土･日)：富山県南砺市 たいらスキー場 

日程･種目･会場  

5期 日 時 間 種   目  ・  部   別 会場・コース 

 3日(土) 16:00 ｼﾞｬｲｱﾝﾄ ｽﾗﾛｰﾑ （府選手権・全日本予選 第1戦)、ｽﾗﾛｰﾑ（府選手権・

全日本予選） ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝ・ﾐｰﾃｨﾝｸ (゙TCM)  ◎ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝ出席のこと 

野沢温泉スキー場

野沢温泉ｽﾊﾟﾘｰﾅ

 4日(日) 9:00 ｼﾞｬｲｱﾝﾄ ｽﾗﾛｰﾑ (府選手権・全日本予選 第1戦)、 

ｽﾗﾛｰﾑ（府選手権・全日本予選） 

野沢温泉スキー場

カンダハーコース

17日(土) 

 

9:00 ｱﾙﾍﾟﾝﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝ ﾐｰﾃｲﾝｸﾞ (TCM)      ◎ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝ出席のこと ロッジ峰(予定) 

富山県

選手権 

後 

ｼﾞｬｲｱﾝﾄ ｽﾗﾛｰﾑ （国スポ予選） 

 成年男子A・成年男子B・成年男子C・少年男子・(ｼﾞｭﾆｱ男子） 

 成年女子A・成年女子B・少年女子・(ｼﾞｭﾆｱ女子) 

たいら スキー場 

国ｽﾎﾟ 

予選後 
ｼﾞｬｲｱﾝﾄ ｽﾗﾛｰﾑ (府選手権・全日本予選 第2戦) 

 成年男子・少年男子・ｼﾞｭﾆｱ男子・成年女子・少年女子・ｼﾞｭﾆｱ女子 

たいら スキー場 

未定 ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ  [ｸﾗｼｶﾙ] (国スポ予選・府選手権・全日本予選) 

 ｼﾞｭﾆｱ男子・成年男子C（5km）・ 

 少年男子・成年男子B・成年男子A（10km） 

 ｼﾞｭﾆｱ女子（3km）、少年女子・成年女子B・成年女子A（5km） 

たいら スキー場 

 ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ 

18日(日) 

 

未定 ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ  [ﾌﾘｰ] (国スポ予選・府選手権・全日本予選) 

 ｼﾞｭﾆｱ男子・成年男子C（5km）・少年男子・成年男子（10km） 

 ｼﾞｭﾆｱ女子（3km）・少年女子・成年女子（5km） 

たいら スキー場 

 ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ 

競技規則  全日本スキー連盟競技規則最新版による。但し本大会の競技規則が優先する。 
他の競技  スペシャルジャンプ・ノルディックコンバインド・スピード系競技は実施しない。 
      ただし、国スポ及び全日本出場希望のノルディックコンバインド選手は、クロスカントリーフリー種目に出 
      場すること。また、スペシャルジャンプ・ノルディックコンバインド選手は代替大会に出場し、公式記録を 
      連盟に提出すること。 
部別及び年齢区分 下表を参照し、間違いの無いように申し込むこと。 《 注意：中学３年は「少年」組です。》 

生  年  月  日 

(個人票(A)には西暦で記入のこと) 
国民スポーツ大会 京都府予選会 

＊京都府選手権大会 

＊全日本京都府予選会

1991年4月1日 以前  成年男子C (34歳以上)

成年女子B (24歳以上) 成年男子 (18歳以上)  

成年女子 (18歳以上) 

1991年4月2日 ～ 1999年4月1日 成年男子B (26～33歳)

1999年4月2日 ～ 2001年4月1日 
成年男子A (18～25歳)

2001年4月2日 ～ 2007年4月1日 成年女子A (18～23歳） 

2007年4月2日 ～ 2011年4月1日 
少年男子 少年女子 少年男子・女子 

(中学3年生～17歳) (中学3年生～17歳) (中学3年生～17歳) 

2011年4月2日 以降 
ｼﾞｭﾆｱ男子 ｼﾞｭﾆｱ女子 ｼﾞｭﾆｱ男子・女子 

（中学2年生以下) （中学2年生以下) （中学2年生以下) 

大会本部 
 ● 野沢温泉スキー場「さつき荘」  2026年1月02日(金)正午に開設する。長野県下高井郡野沢温泉村  Tel 0269-85-2454 

● たいらスキー場「五箇山荘」2026年1月 16日(金)正午に開設する。富山県南砺市田向333-1 Tel 0763-66-2316 
参加資格    以下に示す各種「登録完了」とは、大会エントリー締切日までの登録申込完了を意味する。 
(1) 標記大会・予選会の参加資格は同一でないので別紙の参加資格詳細を参照のこと。 

 (2) 国スポにｼﾞｭﾆｱの部は無いが国スポ予選での出走は認めるので、希望者は参加申し込みをして出場する事ができる。 
(3) 参加資格を、次の2つに大別する。この種別により、参加料が異なる。 

＜参加資格：イ＞ 京都府スキー連盟加盟のスキークラブに所属し、2026年度SAJ会員登録を完了し、かつ 
京都府スキー連盟(SAK)競技者登録を完了した者。 

＜参加資格：ロ＞ 上記に該当しない者及び連盟加盟クラブに所属していない者。 
但し、学連及び高体連所属の選手は国スポ要項にそって出場すること。 

(4) また、府外に在住･在勤(在学)で、｢ふるさと選手制度｣を利用して国スポ予選に出場する選手は、申し込みと同時
に必ず｢ふるさと選手制度｣の登録をすること。 

 

2026年度 



2026 年度 

 (5) 京都府民は、「京都府民総合体育大会」にも自動的にエントリーされる(別途のエントリー料は不要)。 
 

申込方法 
(1) 申込期限：2025年11月5日(水) (当日消印有効) 
 (2) 参加料： 
  ①1種目当りの参加料：(府民総体エントリー料も含む）                            
    国スポスペシャルジャンプ出場希望選手は選考会   
    料として参加料を納めること。参加資格は他種目と  
    同等とする。国スポノルディックコンバインド出場 

希望選手はフリー種目にエントリーすること。参加料・参加資格は他種目と同等とする。 
② ｢１種目当りの参加料×出場種目数｣を合計して納入すること。 

(3) 宿泊手配：京都府スキー連盟による宿舎の斡旋は行わない(早目に予約すること)。各クラブ単位で宿舎の手配をし 
ておくこと。緊急時対応のため、宿泊の有無に関わらず｢宿泊報告書(D)｣を(4)④に示すように郵送すること。 

(4) 申込方法 
   ① 京都府スキー連盟所定の申込用紙(コピー可)により、所属団体ごとに提出すること。 

② 申込用紙は正確に漏れなく記入すること。記載に不備のある場合には出走順等に不利な取扱を受けることがある。 
   ③ 参加料を、郵便振替電信振込請求書にて、クラブ名を明記の上、以下の口座に振り込むこと。 

口座番号：00940-7-271280 加入者名：京都府スキー連盟 
   ④ 所属団体は｢個人票(A)｣｢集計票(C)｣｢宿泊報告書(D)｣及び上記「振込請求書のコピー」を揃えて郵送すること。 
     なお、宿泊しない場合も、その旨記入の上「宿泊報告書(D)」を提出のこと。 

また、全日本スキー選手権大会京都府予選会出場選手(出場希望選手は2026年度FIS競技者登録を完了のこと)
がいる場合は、｢全日本スキー選手権京都府予選会出場選手個人票(B)｣もあわせて提出のこと。 

  〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町70 京都府スポーツセンター内 
 京都府スキー連盟 Tel 075-692-3487、Fax 075-692-3971 
 

抽選会  2025年11月24日(月祝)10時よりSAKポイントリストを基本として行う。 
 会場： 京都テルサ 東館３Ｆ 京都府スポーツセンター 種目団体東会議室 
      なお、後日、京都府スキー連盟Ｗebサイト上でスタートリストをアップする。 
 

配 布 物  配布物は、ビブとプログラム等である。種目により、以下の会場にて配布する。 
      アルペン競技 府選手権GS(第1戦)、SL･･･ TCM会場(野沢 2026年1月2日(金)16時)にて 
             国スポ予選GS、府選手権GS(第2戦)･･･たいらスキー場内「ロッジ峰」(2026年1月10日(土) 

9時 )にて 
クロスカントリー競技･･･クラシカル・フリーとも一括で競技日初日、競技開始2時間前を目途に現地本部(ゴ
ール前)にて 

 

表  彰  京都府選手権は6位までメダルを授与する。 
 

注意事項  ① 大会開催の可否は以下の正午現在の積雪状況によって決定する。 
野沢地区･･･2026年1月2日(金)  たいら地区･･･2026年1月16日(金)<競技日前日>  

 ② 大会中止の場合は大会本部にその旨を掲示する。開催延期はせず後日参加料の半額を返金する。それ以 
外について、大会エントリー締切日後の返金には一切応じない。 

 ③ 国スポ及び全日本出場の選手は選考委員会において決定する。ただし、アルペン競技については、たい 
       ら地区でのGS国スポ予選が不成立の場合、野沢地区でのGS府選手権の結果をもって国スポ選考とする。 
 ④ 小学生・中学生の者は、必ず個人票に保護者承諾(保護者自筆記名に限る・要捺印)を得て申し込むこと。 
 ⑤ ジャイアントスラローム競技の府選手権・全日本予選は国スポ予選とは別試合とする。 
 ⑥ アルペン競技出場者は必ずストッパー・クラッシュヘルメットを着用すること。 
 ⑦ 大会中の事故等については、応急処置は行うがその事故の責任は負わない。 

スポーツ傷害保険などに必ず加入しておくこと。未加入者は競技会への出場を認めない。 
⑧ 参加選手について、ジュリーが技能未熟、その他の理由をもって危険と判断した場合にはその選手の 

出走を認めないことがある。 
⑨ 国スポ、全日本選手権の選手選考を希望する選手は、必ず新しいルールに適合した用品(回転半径（R）、 
 長さ）で出場し、会場でマテリアルチェックを受けること。 その際、新ルールに適合した用品を使用し、 
予選上位に残った選手の中から、選手選考会へ推薦する。 

⑩ドーピングについては、個々の選手がルールの遵守に努めること。 
⑪ 開会式・閉会式は行わない。 
⑫ 体調管理について、参加者(選手・役員)は、個人及び参加チームの責任において十分な対応をとること。
具体的には、上部団体からの指示も踏まえつつ、京都府スキー連盟Ｗebサイトに掲載する場合があるので、
確認すること。その他、行動・宿泊方法など政府・教育機関のガイドラインを遵守すること。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟 競技部長 畑中直哉 E-mail cjs99730@mopera.net 
 

※ 当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報
は、本事業および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業のDM発送等に利用いたします。また、
当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。  
行事参加中の映像･写真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはＷeb サイトにて公開することがあります

のでご了承下さい。 

 参加資格：イ 参加資格：ロ

成年 6,000円 7,000円 

少年・ｼﾞｭﾆｱ(野沢地区) 3,000円 4,000円 

少年・ｼﾞｭﾆｱ(たいら地区) 5,000円 6,000円 



第 49回 京都府民総合体育大会 スキー競技会  

開催要項                  

主  催  京都府・京都府教育委員会・（公財）京都府スポーツ協会 

主  管  京都府スキー連盟 競技部 

期  日  ● 2027年1月 3日(日)・ 4日(月)：長野県 野沢温泉スキー場  

会  場  ● 2027年1月16日(土) ：富山県南砺市 たいらスキー場 
 

日程・種目･会場  

期 日 時間 種  目  ・  部  別 会場・コース 

3日(日)  16:00 ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ第1戦、ｽﾗﾛｰﾑ 

  ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝﾐｰﾃィﾝｸﾞ(TCM)        ◎ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝは出席のこと 

野沢温泉スキー場 

野沢温泉ｽﾊﾟﾘｰﾅ 

4日(月)  9:00 ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ第1戦、ｽﾗﾛｰﾑ 

  成年男子・少年男子・ｼﾞｭﾆｱ男子・成年女子・少年女子・ｼﾞｭﾆｱ女子 

野沢温泉スキー場 

カンダハーコース 

16日(土) 

 

9:00 

当日

発表 

ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ第2戦  ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝﾐｰﾃィﾝｸﾞ(TCM) 

ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ 

   成年男子・少年男子・ｼﾞｭﾆｱ男子・成年女子・少年女子・ｼﾞｭﾆｱ女子  

たいらスキー場 

（TCM は 

 ロッジ峰 にて) 
 

部別及び年齢区分  下表を参照し間違いの無いように申し込むこと。 《 注意：中学３年は「少年」組です。》 

生 年 月 日 
(個人票(A)には西暦で記入のこと) 

男  子 女  子 

2008年4月1日 以前 
成年男子 

(18歳以上) 

成年女子 

(18歳以上) 

2008年4月2日 ～ 2012年4月1日 
少年男子 

(中学3年生～17歳) 

少年女子 

(中学3年生～17歳) 

2012年4月2日 以降 
ｼﾞｭﾆｱ男子 

(中学2年生以下) 

ｼﾞｭﾆｱ女子 

(中学2年生以下) 
 

競技規則  全日本スキー連盟競技規則最新版による。但し本大会の競技規則が優先する。 

大会本部  ● 野沢温泉スキー場「さつき荘」2027年1月02日(土)正午に開設する。 

         長野県下高井郡野沢温泉村 Tel 0269-85-2454  

      ● たいらスキー場「五箇山荘」 2027年1月15日(金)正午に開設する。 

                 富山県南砺市田向333-1 Tel 0763-66-2316 

参加資格  以下に示す各種「登録完了」とは、大会エントリー締切日までの登録申込完了を意味する。 

(1) 京都府民であること。つまり、居住地を示す住所が京都府内であること。 

したがって、勤務地・学校が京都府内であっても居住地が京都府外の場合は参加資格がない。 

(2) 参加資格を、次の２つに大別する。この種別により、参加料が異なる。 

＜参加資格：イ＞ 京都府スキー連盟加盟のスキークラブに所属し、2025年度SAJ会員登録を完了し、 

かつ京都府スキー連盟(SAK)競技者登録を完了した者。 

＜参加資格：ロ＞ 上記に該当しない者及び連盟加盟クラブに所属していない者。 
 
申込方法 

(1) 申込期限：2026年11月5日(木) (当日消印有効) 

(2) 参加料：  

/① 1種目当りの参加料： 

 

 

  
② ｢１種目当りの参加料×出場種目数｣を合計して納入すること。 

＊ 京都府選手権及び国スポ予選に申し込みをした者の参加料は不要である。 

 参加資格：イ 参加資格：ロ 

成年の部 6,000円 7,000円 

少年の部・ｼﾞｭﾆｱの部（野沢地区） 3,000円 4,000円 

少年の部・ｼﾞｭﾆｱの部（たいら地区） 5,000円 6,000円 



(3) 宿泊手配：京都府スキー連盟による宿舎の斡旋は行わない(早目に予約すること)。各クラブ単位で宿舎の手配をし

ておくこと。緊急時対応のため、宿泊の有無に関わらず｢宿泊報告書(D)｣を(4)④に示すように郵送すること。 

(4) 申込方法 

   ① 京都府スキー連盟所定の申込用紙(コピー可)により、所属団体ごとに提出すること。 

   ② 申込用紙は正確に漏れなく記入すること。記載に不備のある場合には出走順等に不利な取扱を受けること

がある。 

   ③ 参加料を、郵便振替電信振込請求書にて、クラブ名を明記の上、以下の口座に振り込むこと。 

口座番号：00940-7-271280 加入者名：京都府スキー連盟 

   ④ 所属団体は｢個人票(A)｣｢集計票(C)｣｢宿泊報告書(D)｣及び上紀「③振込請求書のコピー」を揃えて郵送する

こと。なお、宿泊しない場合も、その旨記入の上「宿泊報告書(D)」を提出のこと。 

  〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町70 京都府スポーツセンター内 

 京都府スキー連盟 Tel 075-692-3487、Fax 075-692-3971 

 

抽選会  2026年11月23日(月･祝) 10時よりSAKポイントリストを基本として行う。 
 会場：京都テルサ 東館３Ｆ 京都府スポーツセンター 種目団体東会議室 

      なお、後日、京都府スキー連盟Ｗebサイト上でスタートリストをアップする。 

 

配 布 物  各種目、ビブ・大会プログラムをTCM会場にて配布する。 

 

注意事項  ① 大会開催の可否は以下の正午現在の積雪状況によって決定する。 

野沢地区･･･2027年1月2日(土)  たいら地区･･･2027年1月15日(金)  

 ② 大会中止の場合は大会本部にその旨を掲示する。開催延期はせず後日参加料の半額を返金する。 

        それ以外について、大会エントリー締切日後の返金には一切応じない。 

 ③ 小学生・中学生の者は、必ず個人票に保護者承諾(保護者自筆記名に限る・要捺印)を得て申し込 

むこと。 

 ④ アルペン競技出場者は必ずストッパー・クラッシュヘルメットを着用すること。 

 ⑤ 大会中の事故等については、応急処置は行うがその事故の責任は負わない。 

スポーツ傷害保険などに必ず加入しておくこと。未加入者は競技会への出場を認めない。 

 ⑥ 参加選手について、ジュリーが技能未熟、その他の理由をもって危険と判断した場合には、 

その選手の出走を認めないことがある。 

 ⑦ マテリアル及びドーピングについては、個々の選手がルールの遵守に努めること。 

 ⑧ 開会式・閉会式は行わない。 

 ⑨ 体調管理について、参加者(選手・役員)は、個人及び参加チームの責任において十分な対応をと 

ること。具体的には、上部団体からの指示も踏まえつつ、京都府スキー連盟Ｗebサイトに掲載す 

る場合があるので、確認すること。その他、行動・宿泊方法など政府・教育機関のガイドラインを 

遵守すること。 

 

問 合 先  京都府スキー連盟事務局（競技部担当者に転送されます） E-mail info@ski-kyoto.jp 

 

※ 当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報

は、本事業および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業のDM発送等に利用いたします。ま

た、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。行事参加中の映像･写

真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはＷebサイトにて公開することがありますのでご了承下さい。 

mailto:info@ski-kyoto.jp


 第69回 京都府スキー選手権大会 

第81回 国民スポーツ大会 冬季大会 スキー競技会 京都府予選会 

 第105回 全日本スキー選手権大会 京都府予選会 

 第49回 京都府民総合体育大会スキー競技会 

 

大 会 参 加 資 格 について 

 

2027年1月 3日～4日 長野県野沢温泉スキー場 および 1月 16日～17日 富山県南砺市たいらスキー場において行わ

れるスキー競技会は、4種類の大会を兼ねて開催されます。それぞれの参加資格に違いが有り、大会によっては参加でき

ない場合もありますので注意してください。 

 

※以下に示す各種「登録完了」とは、大会エントリー締切日までの登録申込完了を意味します。 

１．京都府スキー選手権大会 

(1) 参加資格：「2027年度京都府スキー連盟加盟の団体(クラブ、学校)に所属し、2027年度SAJ 会員登録を完了し

た者」又は「2027年度京都府スキー連盟(SAK)競技者登録を完了した者」。 

(2) 所属府県：居住地の限定は無く、(1)を満たしていれば京都府内に居住している必要はない。 

 

２．国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会 京都府予選会 

  (1) 参加資格：参加者は日本国籍を有する者とする。 

 特別大会又は第 80 回大会(都道府県大会及びブロック大会を含む。)において選手又は監督として参

加した者は、次の場合を除き、特別大会又は第 78 回大会と異なる都道府県から参加することは出来

ない。 

/① 令和7年(2025年)度に学校教育法第１条に規定する学校を卒業した者。 

  /② 結婚及び離婚に係る者。 

  (2) 所属府県：所属都道府県は当該競技団体が限定する場合を除き、下記の4か所のいずれかが属する都道府県 

から選択する事が出来る。 

    ア．居住地を示す現住所 

     イ．勤務地 

    ウ．大学を除く学校教育法第１条に規定する学校の所在地 

    エ．大学生の場合にあっては、その卒業高等学校所在地 

          ※ ア．イ．またはウ．が属する都道府県から参加する場合、令和6年(2024年)4月30日以前 

から本大会参加時まで、引続き当該地にそれぞれ居住、勤務又は通学していなければならない。 

      ※ 学校教育法第 1 条に定める高等学校及び中学校に在籍する生徒については、日本国籍を有しな

い者であっても参加することが出来る。ただし、各競技の少年種別に限るものとする。 

 

３．全日本スキー選手権大会 京都府予選会 

(1) 参加資格：「2027年度京都府スキー連盟加盟の団体(クラブ、学校)に所属し、2027年度SAJ会員登録を完了」

又は「2027年度京都府スキー連盟(SAK)競技者登録を完了」した者。さらに、「2027年度SAJ競技

者登録を完了」および、「2027年度FIS 競技者登録も完了」していること。 

  (2) 所属府県：居住地の限定は無く、(1)を満たしていれば京都府内に居住している必要は無い。 

  (3) 全日本学生スキー連盟所属選手は「全日本学生スキー連盟」枠からの出場選考となる。ただし、ノルディック

種目について、出場枠があれば全日本学生スキー連盟所属選手も出場することが出来る。 

 

４．京都府民総合体育大会スキー競技会 

 参加資格：京都府民であること。つまり、居住地を示す住所が京都府内であること。したがって、勤務地・学校が 

京都府内であっても居住地が京都府外の場合は参加資格がない。 



参加資格

ロ

　下表では、(イ)の選手について、主として京都府スキー連盟加盟のスキークラブに所属する社会人、及び

京都学生スキー連盟加盟大学の大学生を中心に具体的に説明します。

　(ロ)の選手については「大会参加資格について」を参照してください。

※ 高校、中学校の生徒については、この表では間違う事も有ります。参加資格、所属府県の項に十分注意

選手権 国ｽﾎﾟ予 全日本 府民総

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ×

○ △ ○ ×

選手権 国ｽﾎﾟ予 全日本 府民総

○ ○ NDのみ○ ○

○ △ NDのみ○ ×

× ○ NDのみ○ ○

× △ NDのみ○ ×

選手権 国ｽﾎﾟ予 全日本 府民総

× ○ × ○

× △ × ×

× ○ × ○

× △ × ×

選手権 国ｽﾎﾟ予 全日本 府民総

○ ○ NDのみ○ ○

○ × NDのみ○ ×

× ○ NDのみ○ ○

× × NDのみ○ ×

選手権 国ｽﾎﾟ予 全日本 府民総

× ○ × ○

× × × ×

× ○ × ○

× × × ×

◎ 表中の△印　分類１(4)、２(4)、３(4)については、｢ふるさと選手制度｣の登録が必要です。

　｢ふるさと選手制度｣利用にあたっては、必要書類を同時に同じものを2通提出してください。

◎ 個々のケースで判断が難しい場合は下記に問い合わせてください。

E-Mail:info@ski-kyoto.jp

(4) 京都学連に加盟していない大学に在学し府外に居住する者

京都府スキー連盟事務局（競技部担当者に転送されます）

(3) 京都学連に加盟していない大学に在学し府内に居住する者

(4) 京都学連に加盟していない大学に在学し府外に居住する者

４　府外の高校卒業、SAJ・SAK登録あり

(1) 京都学連加盟大学に在学し府内に居住する者

(2) 京都学連加盟大学に在学し府外に居住する者

(3) 京都学連に加盟していない大学に在学し府内に居住する者

(4) 京都学連に加盟していない大学に在学し府外に居住する者

(2) 京都学連加盟大学に在学し府外に居住する者

５　府外の高校卒業、SAJ・SAK登録なし

(1) 京都学連加盟大学に在学し府内に居住する者

(2) 京都学連加盟大学に在学し府外に居住する者

(3) 京都学連に加盟していない大学に在学し府内に居住する者

(2) 京都学連加盟大学に在学し府外に居住する者

(3) 京都学連に加盟していない大学に在学し府内に居住する者

(4) 京都学連に加盟していない大学に在学し府外に居住する者

３　府内の高校卒業、SAJ・SAK登録なし

(1) 京都学連加盟大学に在学し府内に居住する者

◎大学生 ○＝出場できる×＝出場できない

２　府内の高校卒業、SAJ・SAK登録あり

(1) 京都学連加盟大学に在学し府内に居住する者

１　条　　　件

(1) 居住地も勤務先も京都府内にある

(2) 居住地は京都府内、勤務先の住所は他府県

(3) 居住地は他府県、勤務先は京都府内

(4) 居住地も勤務先も京都府以外(他府県)

上記に該当しない選手、及び京都府スキー連盟加盟団体に所属していない選手。

※ ここでいう各種登録完了とは、大会エントリー締切日までの申込完了を意味します。

　してください。

◎社会人（SAK加盟クラブ所属の選手) ○＝出場できる×＝出場できない

 参 加 資 格 詳 細 について

本大会の参加資格を次の２つに大別します。この種別により、参加料が異なります。

内　　　　　　　　容

イ
京都府スキー連盟の加盟団体(クラブ・学校)に所属し､当該年度SAJ会員登録を完了し、

かつ京都府スキー連盟(SAK)競技者登録を完了した選手。

mailto:info@ski-kyoto.jp


【 記 載 例 】＜（公財）京都府スポーツ協会・競技団体会長あて２通作成する＞ 

〔様式１－Ａ：新規登録〕 
ふ る さ と 登 録 届 

 
 公益財団法人京都府スポーツ協会    選考会・予選会参加申込期日までの届出日を記入 

  会  長   西 脇 隆 俊 様                漢字にふりがなを記入 
 競技団体名   京都府スキー連盟                                楷書で丁寧に記入 
  会  長   山 口 悟 郎 様 
                                                              必ず、押印すること 
                届出日：     年  月  日 
 
 競技団体名・会長氏名を 
 確認して記入 
       西暦で記入 

 ふりがな 
 
該当者氏名   ○ ○ ○ ○      印 
 〔性別〕1. 男 2. 女 ＊いずれかに○印を付けること 
 〔生年月日〕     年  月  日 

 
国民スポーツ大会ふるさと選手制度により私の「ふるさと」を【京都府】として、次のとお
りお届けします。 
なお、「ふるさと選手制度」の使用にあたっては、下記留意事項を遵守いたします。 
 
                                              該当種別・種目を記入 
１ 参加競技名（種別及び種目名を含む） 
 

         スキー競技 
 種別 
    アルペン 

 種目 
  ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ 

 

                      （ノルディック）（クロスカントリー） 
        ７桁の番号を記入 
                      正確に略さず記入（アパート・マンション名室番号まで） 
２ 現住所 
 ふりがな 電話番号  

〒   － 
                       漢字にふりがなを記入 
【所属（学校名、勤務先）          】 

 

                                          所属先名を記入 
              現住所の記入注釈に同じ                     市外局番から記入 
３ 連絡先 
 ふりがな 電話番号  

〒   － 
（現住所と同じ場合は、「同上」で可） 

 
携帯電話番号 

 
４ 「ふるさと」に関する確認事項 
                                 前回参加した大会（予選会を含む）の 

１．又は２．のいずれかに○印     大会数と所属都道府県を記入 
 
 （１）ふるさと登録の利用     （２）前回大会出場の所属都道府県名 
 利用回数  

     回 
 

     都・道・府・県 

 
 １．初 回 
 ２．２回目 

                 
 
          正確に記入（京都府立○○高等学校など） 
                                           年度ではなく卒業の年月を西暦で記入 
 （３）卒業した学校名 
 ふりがな 卒業年月  

 
    年  月 卒業 

     ＊○○高等学校又は○○小学校、○○中学校など学校名を明確に記載すること。 
 
                                  現住所の記入注釈に同じ、確認して記入 
 （４）卒業した学校の所在地 
 ふりがな 電話番号  

〒   －  

         ＊都道府県名から記載すること。 



【 記 載 例 】＜（公財）京都府スポーツ協会・競技団体会長あて２通作成する＞ 

〔様式１－Ｂ：継続使用〕 

第 8 1回 国民スポーツ大会冬季大会 ふ る さ と 選 手 制 度 使 用 申 請 書  
 
 公益財団法人京都府スポーツ協会     選考会・予選会参加申込期日までの届出日を記入 
 会  長    西 脇 隆 俊 様                     漢字にふりがなを記入 

競技団体名：京都府スキー連盟                                楷書で丁寧に記入 

 会  長    山 口 悟 郎 様 

                                                              必ず、押印すること 
                届出日：    年  月  日 
競技団体名・会長氏名を 
確認して記入 
 
            西暦で記入 

 ふりがな 

      当 該 競 技 者 名    印 

 〔性別〕1. 男 2. 女 ＊いずれかに○印を付けること 
 〔生年月日〕西暦     年  月  日 

 
 標記大会について、国民スポーツ大会ふるさと選手制度により下記内容のとおり、使用申
請いたします。 
                                                 該当種別・種目を記入 
１ 参加競技名（種別及び種目名を含む） 
 

 
         スキー競技 

種別 

   アルペン 

 種目 

ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ 

 

                     （ノルディック）（クロスカントリー） 
      ふるさと選手制度を使用して何年目          前回参加した大会(予選会を含む 
        になるかを記入                            の大会数と所属都道府県を記入 

２ 「ふるさと選手制度」使用に関する確認              
 利用状況(今回の使用を含む) 前回出場大会の所属都道府県  

１ 初回  （  ）年連続 
           回             都･道･府･県 ２ ２回目 （  ）年連続 

    ＊利用状況については、１又は２のいずれかに○印の上、連続年数を記載すること。 
    ＊前回大会(予選会を含む)に出場の所属都道府県名を記載すること。 
 
     正確に記入（京都府立○○高等学校など）  年度ではなく卒業の年月を西暦で記入 
３ 卒業した学校名 
 ふりがな 卒業年月  

 
    年  月 卒業 

     ＊○○高等学校又は○○小学校、○○中学校など学校名を明確に記載すること。 
 
         ７桁の番号を記入  正確に略さず記入（アパート・マンション名室番号まで） 
４ 現住所（登録した現住所に変更がない場合も記入すること。） 
 ふりがな 電話番号 

〒   － 
                       漢字にふりがなを記入 
 
【所属（学校名、勤務先）           】 

 

                                    所属先名を記入           市外局番から記入 
５ 連絡先（登録した連絡先に変更がない場合も記入すること。） 
 ふりがな 電話番号 

〒   － 
      現住所の記入注釈に同じ 
     （現住所と同じ場合は、「同上」で可） 

 
携帯電話番号 

 
 
 
ふるさと選手制度使用に係る留意事項 
１ 「ふるさと」とは、卒業小学校、中学校又は高等学校のいずれかの所在地が属する京都
府とする。 

２ 「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、あらかじめ所定の方法により 
「ふるさと」を登録しなければならない。 
  なお、一度登録した「ふるさと」は、変更できないものとする。 
３ ふるさと選手制度の活用については、原則として、１回につき２年以上連続とし、利 
用できる回数は２回までとする。 
４ 「ふるさと」から参加する選手は、開催基準要項細則第３項-(1)-1)-③（国内移動選手の
制限）に抵触しないものとする。 



 

 

国スポ選手 選考基準 について 
 

京都府選手団の一員として、冬季国スポスキー競技会に参加するにふさわしい選手を選考するため、次のよう

に国スポ選手選考基準を定めるものとする。 
 

１．国スポ予選会において優秀な成績を収めた者。但し、優勝者といえども競技成績のレベル次第では選考しな

いことがある。従って国スポ出場枠いっぱいにエントリーするとは限らない。 

     なお、アルペン競技に関しては、たいら地区での競技会が中止になった場合、野沢地区での府選手権 GS

競技第 1 戦の結果をもって選考する。 

２．日本代表選手として海外遠征等で予選会に参加できない場合に限り、事前にその理由を書面で提出した者は

選考の対象とする。この場合、当該スキー年度の国スポ予選会までに行われた各種大会の成績を勘案して決

定する。 

３．スペシャルジャンプ・ノルディックコンバインドは、本大会では競技は実施しない。選手選考は SAJ 公認

大会等の成績をもって選考する。なお、ノルディックコンバインド選手については、クロスカントリー競技

フリー種目に必ず出場することを義務付ける。 

 

 

抽 選 会 について 
 

連盟主催の大会の内、国スポ予選・府選手権については、アルペン・クロスカントリー競技とも、SAKポイン

トリストを基本にスタート順を決める。 

なお、京都府選手権（アルペン）については、SAK ポイントが無い場合でも前年の同競技会で 3 位までに入

賞した選手は、特別シード選手として第 1 シードでドローを行う。 

１．ポイントの有る選手の出走を最優先する。ポイントの無い選手はその後とし、出走順は抽選で決める。ポイ

ントがあるにもかかわらず出場申込書に記入のない場合、ポイントなしの取扱をする事があるので必ず記入

する事。 

２．第 1シードの人数は次のとおりとする。 

  イ．出場選手が 10名以下の場合、抽選しないでポイント順とする。 

  ロ．出場選手が 30名以下の場合、上位 10名を第 1シードとし抽選をする。 

  ハ．出場選手が 31名以上の場合、上位 15名を第 1シードとし抽選をする。 

３．第 2シード以下は作らず、すべてポイント順とする。 

４．公式成績表のペナルティ計算は SAKポイントにより行う。 

 

SAKポイント登録 について 
 

  

  国スポ予選・府選手権・全日本予選・府民総体要項記載中の「登録完了」とは、大会エントリー締切日

までの登録申込完了を意味する。 

１． 京都府スキー連盟競技者登録(SAK ポイント登録)をしようとする者は「競技者管理登録(個人票)」と｢競技

者登録一覧表｣を所属クラブごとに提出する事。 

２．登録料は 9 月 30 日到着分までは 1 名 500 円、10 月 1 日以降登録分は 1 名 1,000 円である。郵便振替によ

り送金する事。    口座番号 ：14450-6580851   加入者名 「京都府スキー連盟」 

３．申込書の送り先及び問合先：京都府スキー連盟競技部ポイント小委員会 担当  鈴木 隆文 宛 

                               E-mail: t-suzuki@ad.ryukoku.ac.jp 

※ SAKポイント登録の詳細(登録規定・細則、申込書、記入方法など)は、下記のポイント小委員会のＷeb 

ページをご参照下さい。 

        URL   http://www.sak-point.skr.jp 

file:///D:/スキー関係/京都府スキー連盟/京都府スキー連盟2023～2024年度/2024要覧作業/競技部2024第1校正(20230906〆切分)/03)国体予選・府選手権・府民総体(徳永)/t-suzuki@ad.ryukoku.ac.jp
http://www.sak-point.skr.jp/


 

 

第 81回 国民スポーツ大会 冬季大会 スキー競技会 
 

冬季大会 – いわて八幡平雪ゆめ国スポ ・障スポ– 第 81回国民スポーツ大会・第 26回全国障害者スポ

ーツ大会（白銀の 世界で輝く 夢・絆） 

期日  ２０２７年２月１8 日（木）～２月 2１日（日） 

 

日程 
開  催  地 岩手県八幡平市 

開  始  式 2027年 2 月 18 日（木） 盛岡市民文化ホール（マリオス） 

表  彰  式 2027年 2 月 21 日（日） 八幡平市安代地区体育館 

競 技 種 目 ジャイアントスラローム（大回転） 安比高原スキー場 

及び スペシャルジャンプ（純飛躍） 矢神飛躍台 

競 技 会 場 コンバインド（複合） 矢神飛躍台 

 クロスカントリー（距離） 田山クロスカントリーコース 

主催：（公財）日本スポーツ協会、文部科学省、岩手県、（公財）全日本スキー・スノーボード連盟、 

八幡平市 

 

 都道府県対抗、各都道府県持ち回り方式で毎年開催され、昭和 36（1961）年からは、国のスポーツ

振興法に定める重要行事の一つとして、日本スポーツ協会・文部科学省・開催地都道府県の三者共催

で行われています。 

※平成 23（2011)年からは、スポーツ基本法第 26条に定められています。 

 「国民体育大会」については、「スポーツ基本法の一部を改正する法律（平成30年法律第 56号）」

の施行（令和 5（2023）年 1 月 1 日）に伴い、令和 6（2024）年開催の第 78 回大会から「国民スポー

ツ大会」に名称変更（略称「国スポ（こくすぽ）」・英語表記「JAPAN GAMES」）になります。 

 

 

 

京都府選手団 結団式 

 

 

2027 年 1月〇日(〇)18時 京都テルサ《日程調整中》 

 

 

※ 当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。

参加者の個人情報は、本事業および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業

の DM 発送等に利用いたします。また、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡を

させていただくことがあります。  

行事参加中の映像･写真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはＷeb サイトにて公開す

ることがありますのでご了承下さい。 

 

https://iwate-yukiyume.jp/
https://iwate-yukiyume.jp/


 

 



2027年 レディース・スキー大会 開催要項 
 

2027京都女性スポーツフェスティバル  
 

主  催  京都女性スポーツの会・京都府・京都新聞 
 
主  管  京都府スキー連盟 (競技部 普及委員会レディース担当) 
 
後  援  京都市・京都府教育委員会・(公財)京都府スポーツ協会・ＫＢＳ京都 
 
協  力  兵庫県  神鍋高原万場スキー場 
 
協  賛  未定 
 
期  日  2027年2月28日（日） 
 
会  場  兵庫県 神鍋高原万場スキー場 
 
     
 
 
競技種目  ジャイアント スラローム競技 ・基礎講習 
  
競技規則  SAJ競技規則（最新版）による。但し本大会に定められた規約が優先する。  
  
参加資格  ① 京都府民 及び 京都府内勤務者で、19歳以上の女性(年齢起算日：2027年 4月1日現在)。 

② 回転と停止のできる人なら、どなたでも参加できます。  
③ スキーストッパー装着スキーを使用し、ヘルメットを着用して下さい。 

(ヘルメットの無い方は用意しますので申し出て下さい。） 
        ※1.本年度よりクラス分けはございません。 
                ※2.単独開催が出来ない場合、クラブ対抗より順位抽出予定です。 
  
スタート順  申し込み順 
  
参加料金  2,000円（リフト代は含みません。保険料は含む。）：当日(現地)徴収 

  
申込方法  ① 所定の申込用紙に必要事項を記入し、下記宛に申し込んで下さい。 

② 申込期限：原則 2027年2月19日(金)必着  郵送又はFAXにて  
      ③ 申込先：〒601-8047 京都府京都市南区東九条下殿田町 70 京都府スポーツセンター内 

           京都府スキー連盟 競技部 レディース大会係 
           TEL 075-692-3487  FAX 075-692-3971 
 

表  彰  競技種目優勝者には、京都府知事杯、京都新聞社杯が授与されます。 
  
大会本部  神鍋高原万場スキー場 京都府スキー連盟 競技部 レディース大会現地 
  
そ の 他  ① 競技開催の可否は積雪状況（2027年2月25日(木)正午現在）、当日の天候、その他により 

決定します。 
② 大会が中止の場合は、基礎スキー講習会又は別日セミナー等開催に変更予定です。 
③ 競技中の事故については、応急処置は行いますが、それ以上の責任は負いません。 
 

 
※体調管理について、参加者(選手・役員)は、個人及び参加チームの責任において十分な対応をとること。具体
的には、上部団体からの指示も踏まえつつ、京都府スキー連盟 HP に掲載する場合があるので、確認すること。
その他、行動・宿泊方法など政府・教育機関のガイドラインを遵守すること。 

 
問 合 先  京都府スキー連盟 競技部大会運営委員会（レディース大会担当） 

  E-Mail(京都府スキー連盟事務局):  info@ski-kyoto.jp     (上記担当者に転送されます) 

※ 当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個
人情報は、本事業および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM発送等に利用いたし
ます。また、当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。 
行事参加中の映像･写真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはホームページにて公開することがあ
りますのでご了承下さい。 

受付 リフト乗場付近   8:30～9:00 
競  技  開  始 クラブ対抗終了後 

 初めての人も、 

久しぶりの人も 

実力を試したい人も 

みんなで 

Let's enjoy skiing 

mailto:info@ski-kyoto.jp


 

 

 

第 59回 京都府知事杯争奪 クラブ対抗スキー大会開催要項 
主  催  京都府スキー連盟 

主  管  京都府スキー連盟 競技部 大会運営委員会（クラブ対抗・チャレンジ京都大会担当） 

後  援  京都府・京都府教育委員会・(公財)京都府スポーツ協会・京都新聞 

協  力  株式会社 ME リゾート但馬 神鍋高原万場スキー場 ブルーリッジホテル 

期  日  2027 年 2 月 27日(土）～2 月 28 日(日） 

2/27

（土） 

１２：００    役員集合  …… ヒュッテ坂之屋 

 １３：００   役 員 会  …… ヒュッテ坂之屋 

2/28

（日） 
   ７：３０    役員集合  …… ヒュッテ坂之屋 

  ７：４５   ＴＣＭ  …… ヒュッテ坂之屋 ◎ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝは出席のこと 

   ９：２５   京都府知事杯争奪 クラブ対抗スキー大会 

（ 引き続き   レディース・スキー大会 ） 

（ 引き続き   SKI チャレンジ京都大会 ） 
 

会    場  兵庫県 豊岡市 神鍋高原万場スキー場 

種    目   ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ ：組別 及び 出走順は、下表を参照のこと。 

 
競技規則  全日本スキー連盟競技規則最新版による。但し、本大会のために定められた規則が優先する。マテ

リアルについては規制しない。 

なお、この大会は、京都府スキー連盟のＳＡＫポイント指定大会とする。 

 

大会本部  ブルーリッジホテル  兵庫県豊岡市日高町栗栖野 55 

      Tel:0796-45-1200  Fax:0796-45-0836  http://www.blridge.jp/index.html  

 

参加資格  ①京都府スキー連盟加盟のクラブに所属する会員で、2027 年度 SAJ 会員登録を完了した者、または

申請中の者、高体連登録の者。なお、2027 年度 SAJ 会員登録を完了していない者の参加申込みが加盟クラブより

ある場合はオープン参加とし、各クラス登録選手の後に出走する。但し、大会参加点、順位点は与えない。  

 

参加人員  1 チーム 36 名迄とし、各クラブ何チーム出場してもよい。但し、クラブ得点はそのクラブの最高得

点チームの得点のみ採用し、それ以外は得点外とする。クラスの枠は問わない。 

 

 

 

 

 

生  年  月  日 

男  子 女  子 

組 別 
出走

順 

組 別 出走

順 

1962(S37)年 4 月 1 日以前 
グランドシニア 3

部 
8 

ダイヤモンド 5 

1962(S37)年 4 月 2 日～1967(S42)年 4 月 1 日 
グランドシニア 2

部 
9 

1967(S42)年 4 月 2 日～1972(S47)年 4 月 1 日 
グランドシニア 1

部 
10 

1972(S47)年 4 月 2 日～1977(S52)年 4 月 1 日 シニア 4 部 13 

1977(S52)年 4 月 2 日～1982(S57)年 4 月 1 日 シニア 3 部 14 

1982(S57)年 4 月 2 日～1987(S62)年 4 月 1 日 シニア 2 部 15 

1987(S62)年 4 月 2 日～1992(H04)年 4 月 1 日 シニア 1 部 16 チャンピオン 2

部 
6 

1992(H04)年 4 月 2 日～1997(H09)年 4 月 1 日 チャンピオン 3 部 17 

1997(H09)年 4 月 2 日～2002(H14)年 4 月 1 日 チャンピオン 2 部 18 チャンピオン 1

部 
7 

2002(H14)年 4 月 2 日～2008(H20)年 4 月 1 日 チャンピオン 1 部 19 

2008(H20)年 4 月 2 日～2014(H26)年 4 月 1 日 ジュニア 2 部 12 ジュニア 2 部 4 

2014(H26)年 4 月 2 日以降 ジュニア 1 部 11 ジュニア 1 部 3 

高体連登録者 高体連 2 高体連 1 

 

 

Tel:0796-45-1200
http://www.blridge.jp/index.html


 

 

 

申込方法      ※ SKI チャレンジ京都大会にも出場する選手のいるクラブは、2 大会を同時に申し込むこと。 

(1) 申込期限：2027 年 1 月 10 日(日)消印有効。 

(2) 参加料等：  ジャイアントスラローム ジュニア、高体連の部 ………………………  3,000 円 

                    (1 名につき) 上記以外のクラス……………………………… 4,000 円 

 ※ SKI チャレンジ京都大会にも出場する選手は、参加料が別途に必要となる。 

(3) 申込方法：① 所定の参加申込書により、クラブごとに提出する。参加申込書は正確に記入すること。 

記載に不備のある場合には出走できなかったり、出走順等で不利な取り扱いを受けることがある。 

② 参加料等を一括して、郵便振替により下記の口座に送金する。 

口座番号：00920-7-247400、 加入者名：京都府スキー連盟「クラブ対抗係」 

※ SKI チャレンジ京都大会にも出場する選手のいるクラブは、2 大会分の合計金額を同時に振り込むこと。 

③ 振込票兼受領証等のコピーと参加申込書を同封の上、下記宛に送付する（大会名を明記すること）。 

〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町 70 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟 「クラブ対抗係」 Tel 075-692-3487、Fax 075-692-3971 

          高体連の選手は、奥島 寛(京都府高体連スキー部 専門委員長)まで提出のこと。 

抽 選 会   組織委員会において各組別にクラブ毎のスタート順を決める。 

個人のスタート順は、申込み受付後に各クラブの申込書ランキングに基づき、各組別のクラブ毎のスタート

順にあてはめ決定する。 

同一ランキングの場合、第一グループのクラブ選手が第二グループのクラブ選手より前の出走となる。 

組織委員会   日  時：2027 年 1 月 15 日（金）19 時より                                    

   場 所：京都テルサスポーツ団体事務室西側会議室 

       京都市南区東九条下殿田町 70 京都府スポーツセンター内  

・大会規則 及び 競技役員などについて協議する. 

得  点  入賞は 10 位までとし、1 位 11 点・2 位 9点・…10 位 1 点をそれぞれ与える。大回転の参加者には出

走すれば参加点 1 点を与える。総合得点が同点の場合には、1 位になった数の多いクラブを上位とする。 

表   彰  総合優勝のクラブには、「京都府知事杯」と賞状、2～6 位に入賞のクラブにはそれぞれ賞状を授与

する。 

個人入賞者については、各組 3 位までの入賞者にメダルと賞状、4～6 位には賞状をそれぞれ授与する。 

注意事項   ① 大会開催の可否は、2027 年 2 月 25 日(木)正午現在の積雪状況その他をもって決定する。 

大会中止の場合は、京都府スキー連盟Ｗeb サイト https://ski-kyoto.jp に掲載し、参加申込書の大会開催の可

否決定連絡先に連絡する。延期開催は行わない。 

        1) 各クラブは参加申込書の大会開催の可否決定の連絡先を記入すること。 

        2) 大会中止の場合は、参加料を半額返金する。 

② リフト券 大会割引券の設定はありません。券種、金額は、神鍋高原万場スキー場 Ｗeb サイト

http://www.manba-ski.jp/ でご確認下さい。 

ブルーリッジホテル宿泊者には割引があります。予約時に確認して下さい。 

        ③ 競技出場者は、ストッパー、クラッシュヘルメット（CE マークあり）を着用すること。 

        ④ 競技中の事故については、応急処置は行うが、その事故の責任は負わない。 

        ⑤ 大会出場者は、スポーツ傷害保険に必ず加入していること。 

 

※体調管理について、参加者（選手・役員）は、個人及び参加チームの責任において十分な対応をとるこ

と。 

具体的には上部団体からの指示も踏まえつつ、京都府スキー連盟Ｗeb サイト掲載する場合があるので、確

認すること。その他、行動・宿泊方法など政府・教育機関のガイドラインを遵守すること。 

高体連選手  高体連登録の選手は、出走後、クラブ対抗の大会運営に協力願います。 

問 合 先   京都府スキー連盟 競技部大会運営委員会（クラブ対抗・チャレンジ京都大会担当）  

   E-Mail(京都府スキー連盟事務局):  info@ski-kyoto.jp     (上記担当者に転送されます) 

*当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報

は、本事業および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業の DM 発送等に利用いたします。また、

当連盟もしくは委託先から申込内容に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。 

行事参加中の映像･写真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはＷeb サイトにて公開することがありますの

でご了承下さい。 

 

 
 

 

https://ski-kyoto.jp/
http://www.manba-ski.jp/
mailto:info@ski-kyoto.jp


 

2027 SKIチャレンジ京都大会 開催要項 
 

主  催  京都府スキー連盟 

主  管  京都府スキー連盟 競技部 大会運営委員会（クラブ対抗・チャレンジ京都大会担当） 

後  援  京都府・京都府教育委員会・(公財)京都府スポーツ協会・京都新聞 

協  力  株式会社MEリゾート但馬 神鍋高原万場スキー場 ブルーリッジホテル 

 

 

会    場  兵庫県豊岡市  神鍋高原万場スキー場 

種  目  ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ：組別（女子の部、男子の部）出走順は、「① 女子の部、② 男子の部」の順とする。 

競技規則  全日本スキー連盟競技規則最新版による。但し、本大会のために定められた規則が優先する。マテリアルについ

ては規制しない。 

なお、この大会は、京都府スキー連盟のＳＡＫポイント指定大会とする。 

大会本部  ブルーリッジホテル  兵庫県豊岡市日高町栗栖野55 

      Tel:0796-45-1200  Fax:0796-45-0836  http://www.blridge.jp/index.html 

参加資格  京都府スキー連盟加盟のクラブに所属する会員、もしくは、京都府内に在住・在勤・通学する者。 
 

申込方法    ※ クラブ対抗にも出場する選手のいるクラブは、2大会を同時に申し込むこと。 

(1) 申込期限：2027年１月10日(日)（消印有効） 

(2) 参 加 料： 

                 ※ クラブ対抗にも出場する選手は、参加料が別途に必要となる。         

(3) 申込方法：① 所定の参加申込書により、クラブごとに提出する。「京都府内に在住・在勤・通学する者」の参加

資格での申込は、選手又は保護者が提出する。 

参加申込書は正確に記入すること。記載に不備のある場合には出走できなかったり、出走順等で  

不利な取り扱いを受けることがある。 

② 参加料を一括して、郵便振替により下記の口座に送金する。 

口座番号：00920-7-247400、 加入者名：京都府スキー連盟「クラブ対抗係」 

※ クラブ対抗にも出場する選手のいるクラブは、2大会分の合計金額を同時に振り込むこと。 

③ 振込票 兼 受領証等のコピーと参加申込書を同封の上、下記宛に送付する（大会名を明記すること）。 

〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町70 京都府スポーツセンター内 

京都府スキー連盟「クラブ対抗係」 Tel 075-692-3487 

 
 

 

 

2/27（土） １２：００   役員集合 …… ヒュッテ坂之屋 

１３：００   役 員 会 …… ヒュッテ坂之屋 

2/28（日）   ７：３０     役員集合 …… ヒュッテ坂之屋 

  ７：４５     ＴＣＭ   …… ヒュッテ坂之屋 ◎ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝは出席のこと 

（  ９：２５  ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ…… 京都府知事杯争奪 クラブ対抗スキー大会 ） 

（ 引き続き  ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ…… レディース・スキー大会 ） 

引き続き  ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ…… SKI チャレンジ京都大会 

一  般      

2008(H20)年4月1日以前生れ 

 

4,000円 

高校生以下   

2008(H20)年4月2日以降生れ 

 

3,000円 

 

期  日   2027年2月27日(土）～2月28日(日） 

Tel:0796-45-1200
http://www.blridge.jp/index.html


 

抽 選 会  下記組織委員会参加の競技部大会運営委員会（クラブ対抗・チャレンジ京都大会担当）委員により行う。 

        方   法：男子の部、女子の部別にSAKポイント（最新版リスト）によりコンピュータ・ドローでス

タート順を決める。第１シードのドローは国スポ予選のルールを準用する。 

組織委員会      日     時：2027年1月15日（金）19時より 

            場     所：京都テルサスポーツ団体事務室西側会議室 

           京都市南区東九条下殿田町70 京都府スポーツセンター内  

大会規則 及び 競技役員などについて協議する. 
 

表   彰  男子の部、女子の部それぞれ１位～６位の者に賞状を授与する。 
 

 

注意事項  ① 大会開催の可否は、2027年2月25日(木)正午現在の積雪状況その他をもって決定する。 

大会中止の場合は、京都府スキー連盟Ｗebサイト https://ski-kyoto.jp に掲載し、参加申込書の大会開 

催の可否決定連絡先に連絡する。延期開催は行わない。 

          1) 各クラブまたは個人は参加申込書に大会開催の可否決定の連絡先を記入すること。 

          2)大会中止の場合は、参加料を半額返金する。 

ああああ ② リフト券 大会割引券の設定はありません。券種、金額は、神鍋高原万場スキー場Ｗeb サイト

http://www.manba-ski.jp/ でご確認下さい。 

ブルーリッジホテル宿泊者には割引があります。予約時に確認して下さい。 

③ 大回転競技出場者は、ストッパー・クラッシュヘルメット（ＣＥマークあり）着用すること。 

④ 競技中の事故については、応急処置は行うが、その事故の責任は負わない。 

⑤ 大会出場者は、スポーツ傷害保険に必ず加入していること。 

※ 体調管理について、参加者（選手・役員）は、個人及び参加チームの責任において十分な対応をとること。 

具体的には上部団体からの指示も踏まえつつ、京都府スキー連盟Ｗebサイト掲載する場合があるので、確認

すること。その他、行動・宿泊方法など政府・教育機関のガイドラインを遵守すること。 

 
                  

問 合 先  京都府スキー連盟 競技部 大会運営委員会（クラブ対抗・チャレンジ京都大会担当）  

   E-Mail(京都府スキー連盟事務局):  info@ski-kyoto.jp     (上記担当者に転送されます) 

 

 

 

 

※ 当連盟は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等の定めに従い、個人情報を取り扱います。参加者の個人情報は、本事業 

および当連盟の他の事業でのみ使用するとともに、当連盟の他の事業のDM発送等に利用いたします。また、当連盟もしくは委託先 

から申込内容に関する確認の連絡をさせていただくことがあります。 

行事参加中の映像･写真･記事･記録等をテレビ･新聞･雑誌等へ掲載もしくはWebサイトにて公開することがありますのでご了承 

下さい。 

 

https://ski-kyoto.jp/
http://www.manba-ski.jp/
mailto:info@ski-kyoto.jp




B級大会申請について(お願い) 

 

現在の京都府スキー連盟指定大会(9 大会)だけでは選手の皆さんがポイントを獲得する機会が少なく

ご迷惑をおかけしております。 

選手の皆さんに出来るだけ多くの大会に参加していただき、良いポイントを獲得していただく機会を

設けようと、指定大会の拡大を図ってまいりました。 

具体的には現在の指定大会を A 級大会とし、クラブ主催、地域主催等の大会を B 級大会としてきま

したが、まだ B 級大会の申請が皆無です。ぜひ競技スキーの啓蒙とポイント獲得の機会を増やすために

B 級大会の申請をお願いします。 

ただし、大会の質を高めるために下記の基準を設けます。 

 

１．大会基準 

(1) 実施種目は、回転競技、大回転競技とする。 

(2) 出場選手は 20 名以上とする(ただし女子については 15 名以上で可とする）。 

(3) この内最低 5 名の SAK(京都府スキー連盟)競技者登録を済ませた選手が含まれていること。 

(4) プログラム、リザルトが完備していること。 

（リザルトについては、レースポイントの計算、ペナルティポイントの計算はポイント小委員会でご

指導します。） 

(5) レース結果は男女別にリザルトを提出すること。 

(6) 毎年実施予定であること。 

(7) 各種目とも 2 本レースであること。 

(8) コース全長、斜度、旗門数等については特に制限を設けません。 

(9) 計時装置については電気式、手動式どちらでも良い。 

(10) B 級大会にはミニマムペナルティを設定する。 

 

２．申請時の書類 

(1) B 級大会公認申請書（指定用紙）        １通 

(2) 大会要項（計画でも良い）           １通 

(3) 前年度のリザルト（新規大会の場合は不用）   １通 

(4) 公認料 

 

 

※技術代表(TD)は連盟より派遣、または指名する。その他の役員については主催者に一任する。 

 

※申込期限   9月 30日までに 

 

以上 

 



京都府スキー連盟(SAK)競技者管理登録規定 
                                                                  1994.1.1制定 

 
第 1 条  本連盟は、本連盟に所属する加盟団体の競技者を管理するために「競技者管理登録制度」を設け

る。 

 

第 2 条  本連盟に競技者管理登録をしようとする者はアマチュア競技者であって、本連盟の加盟団体に所

属していなくてはならない。 

         但し、京都府出身の大学生にあって京都学生スキー連盟に加盟していない大学（府外も含む）に

所属している選手で、SAK 競技者登録を希望する選手は登録をすることができる。 

 

第 3 条  各加盟団体は本連盟が発行した「競技者管理登録票」、「競技者登録一覧表」に所定の必要事項を

記入のうえ、登録手続きをしなければならない。 

 

第 4 条  登録の有効期間は１年間とし毎年これを更新しなければならない。 

     登録の締め切りは毎年 9 月 30 日とするが、それ以降に登録をする場合は次の年の 3 月 31 日まで

とする。 

         継続をする場合その競技者のコード番号は変わることは無い。 

 

第 5 条  登録競技者が転居、転勤、転校、その他の都合で加盟団体を変更した場合、または記載内容の変

更のあった場合は直ちに更新の手続きをしなければならない。 

 

第 6 条  登録を抹消する場合は所定の手続きを取り、本連盟に通知しなければならない。 

 

第 7 条  競技者管理登録を行う者は所定の年次登録料を納付しなければならない。 

 

第 8 条  競技者登録に関して疑義を生じた場合は、競技部理事会で決定する。 

 

第 9 条  この規定の改廃は競技部理事会の議決を要する。 

                                                         1994.09.01 改正                                                              

1996.01.01 改正 

2002.11.24 改正 

2003.11.23 改正 



  7-3 勉学を理由とするの場合 

          SAK登録クラブ代表者は所属する選手が勉学のため競技に参加することが不可能となることを証明し、理由と期間を記

してシングルペナルティーの申請をすることができる。 

       この申請は11月30日までに提出されなければならない。 

 

  7-4 期間が1年以上の場合 

       7-2または7-3による手続きがなされていれば競技不能と認められた期間中毎年シングルペナルティーが加算される。 

8．No.2ポイント(アルペン競技のみ)及び最終ポイントの計算 

 8-1 アルペン競技 

  8-1-1 ２つ以上の成績を持っている場合は各種目の上位2つの平均が№2及び最終ポイントとなる。 

8-1-2 上記を踏まえつつ、No.2ポイントと最終ポイントの計算は、SAJポイント計算に準じて以下のとおりとする。 

 以下の表においては、年度ポイント(SAK No.1ポイント)＝P、取得ポイント＝Qとする。 

 シーズン中の計算（SAK No.2ポイント） シーズン終了時の計算 

Pのみ P Pにﾀﾞﾌﾞﾙﾍﾟﾅﾙﾃｨを加算 

P＋｢Q１つ｣ 
((P＋Q)÷2) ＜ P のとき、P は計算値とする 

Qにｼﾝｸﾞﾙﾍﾟﾅﾙﾃｨを加算 
((P＋Q)÷2) ＞ P のとき、P はPとする 

P＋｢Q2つ｣ 

((Pを含むベスト2の合計)÷2) ＜ P  

のとき、P は計算値とする 
Qのﾍﾞｽﾄ 2の合計÷2 

((Pを含むベスト2の合計)÷2) ＞ P  

のとき、P はPとする 

P＋｢Q3つ以上｣ 

((Pを含むベスト2の合計)÷2) ＜ P  

のとき、P は計算値とする 
Qのﾍﾞｽﾄ 2の合計÷2 

((Pを含むベスト2の合計)÷2) ＞ P  

のとき、P はPとする 

Q1つ Qのシングルペナルティ Qにｼﾝｸﾞﾙﾍﾟﾅﾙﾃｨを加算 

Q2つ Qの合計÷2 Qの合計÷2 

Q3つ以上 Qのベスト2の合計÷2 Qのﾍﾞｽﾄ 2の合計÷2 

8-1-3 当年度SAKNo.1ポイントを持っているが2年連続でポイント対象競技に出場がない場合、ポイントは無しとなる。 

8-1-4 当年度SAKNo.1ポイントも出場ポイントもない場合、ポイントは無しとなる。 

 

 8-2 クロスカントリー競技 

  8-2-1 総合ポイント制により、クラシカル、フリーの種目を合算してポイントを計算する。 

8-2-2 当年度の競技のポイントが２つ以上有る場合は、良いポイントの2つの平均とする。 

8-2-3 １つのポイントしかない場合は、１つのポイントに 1.2 を乗じた数値とする。 

8-2-4 当年度の競技成績が無い場合、ポイントは無しとなる。ただし、当年度 SAK No.1 ポイントを持っている場合、当年度 

SAK No.1ポイントに 1.7 を乗じた数値が最終ポイントとなる。２年連続で出場が無い場合、ポイントは無しとなる。 

 

9．SAJポイント、FISポイントとの関係 

  9-1 SAJポイントまたはFISポイントを取得している選手はSAKポイントと比較して最も良いポイントを採用する。 

9-2 SAJポイントまたはFISポイントを採用した選手には「＃」記号を付加しSAKポイントリストに掲載する。 

9-3 比較するSAJポイントまたはFISポイントはSAJ・FISが発行するポイントリストの最終ポイントとする。 

 

10．SAKポイントリスト 

  10-1 SAKポイントリストへの掲載は男子、女子とも全種目900点までとする｡ 

  10-2 ポイントのない選手は999.99と表示する｡ 

  10-3 ペナルティーの有る選手のポイントには次の記号を付加しSAKポイントリストに掲載する。 

              ＋＝シングルペナルティー 

              ＊＝ダブルペナルティー 

  10-4 SAKポイントリストには「チーム別管理登録者一覧表」「種目別トータルポイントリスト」「種目別クラス別ポイン

トリスト」が掲載される。 

 

11．ポイントリストの発行 

  11-1 SAKポイントリストは№1リスト、№2リスト、最終リストの当該年度において３回発行される。 

  11-2  SAKポイントリストはWebページへの掲載のみとし印刷物による配布は行わない。 

  11-3  SAKポイントリストは京都府スキー連盟競技部ポイント委員会のWebページに掲載する。 

            URL： http://sak-point.skr.jp/ 

 

12．細則の改廃 

  12-1  この細則の改廃はSAKポイント小委員会の議決による｡ 

 



京都府スキー連盟(SAK)ポイント制 細則 
                                                                  1994.1.1制定 

1．競技会 

  1-1 ポイント対象競技は､SAJ公認A級大会、B級大会及び京都府スキー連盟指定の大会とする。 

  1-2  京都府スキー連盟指定の大会はSAK指定A級大会とSAK指定B級大会とする｡ 

1-2-1 SAK指定A級大会は京都府スキー連盟が主催又は後援あるいは参加する下記の大会とする。 

             ①京都府スキー選手権大会 

             ②国スポスキー大会京都府予選会 

             ③京都府高等学校スキー大会 

             ④京都府高等学校春季スキー選手権大会 

⑤クラブ対抗スキー大会 

⑥SKIチャレンジ京都大会 

⑦京都府中学生スキー大会 

⑧近畿中学校スキー選手権大会 

⑨近畿高等学校スキー選手権大会 

1-2-2 SAK指定B級大会は地域主催やクラブ主催の大会で、京都府スキー連盟の承認を受けた大会とする。B級大会は年度始

めに発表される。 

 

2．選手 

    2-1 京都府スキー連盟に加盟している団体の競技者はすべて京都府スキー連盟ポイント(以下、SAKポイント)を取得する 

ことができる。 

 

3．登録 

     3-1 SAKポイントリストに掲載される競技者は、所定の申し込み用紙を用い加盟団体を通じて毎年9月30日までにSAK競技 

者登録を完了した競技者に限る。 

  3-2 府選手権・国スポ予選申し込み締め切り日を過ぎてSAK競技者登録申請された選手は、その年に発行される№1ポイント

リストには掲載されない。 

  3-3 SAK登録クラブに登録されていない個人の単位でのSAK競技者登録申請は認められない｡ 

  3-4  競技者はSAK競技者登録申請後コードナンバーの報告を受ける。この番号は特別の変更がない限り変わることはない｡ 

 

4．登録料 

     4-1 SAK競技者登録を行う競技者は、毎年、年次登録料として9月30日までに500円、10月1日以降に登録する者は1000円を

納付しなければならない｡ 

  4-2  納付されたSAK競技者登録料は、その年度内にその登録抹消があっても返金はしない。 

 

5．算定期間 

5-1 SAKポイントの算定期間は、毎年12月1日より翌年の4月30日までの間に行われた競技を算定対象とする。 

5-2 シーズン途中の競技成績を反映させた№2リストを設け、SAKポイントを算定する。 

 

6．ポイント計算方法 

  6-1 アルペン競技 

  6-1-1 レースポイント計算 

              ※計算式 P＝（Tx×F）÷To－F 

                           P ＝レースポイント 

                           To＝優勝者のタイム(秒単位) 

                           Tx＝該当選手のタイム(秒単位) 

                           F ＝F値 

             ※F値については、当該年度のSAJポイントに準ずるものとする。                                            

  6-1-2 ペナルティー計算 

  6-1-2-1 該当レースの10位以内の選手の中にSAKポイント保持者が5人以上いる場合は、SAKポイントが他の選手よりも良い

(小さい)5人の選手を選ぶ。(この5人のポイントを合計する＝合計A） 

            SAKポイントがマックス値より大きいか不明の場合、ペナルティー計算にはマックス値が使われる。 

              ※マックス値については、当該年度のSAJポイントに準ずるものとする。 

  6-1-2-2 別途該当レースに出走した選手中から(完走、失格、途中棄権にかかわらず)SAKポイントが他よりも良い5人の選

手を選ぶ。(この5人のポイントを合計する＝合計B） 

      SAKポイントがマックス値より大きい場合はマックス値が使われる。 



  6-1-2-3 該当レースの競技順位10位以内の選手の中でSAKポイント保持者が5人未満の場合これらのポイントなしの選手に

はマックス値を与える。 

            マックス値を与えた選手のうちレースポイントのより大きい、つまり順位が下の選手がペナルティー計算の対象

選手となる。 

  6-1-2-4 当該レースの競技順位10位以内に2人以上の同タイムの選手がいる場合、もしこれらの選手が計算対象のベスト5

に入っていれば全員がペナルティー計算の対象選手となる。 

  6-1-2-5 ペナルティー計算の対象となるSAKポイントで、5番目に良いSAKポイントを持っている選手が2人以上いる場合は、

レースポイントが最大、つまりその中で競技順位が最下位の選手1人がペナルティー計算の対象となる。 

  6-1-2-6 ポイント計算において該当競技のマックス値を越えるレースポイントは採用されず、代わりにマックス値が適用

される。 

  6-1-2-7 当該レース10位以内のSAKポイントベスト5のSAKポイント、あるいはマックス値を合計する(合計A）。 

次に出場選手(スタートを完了した)のSAKポイントランキングベスト5のSAKポイント、あるいはマックス値を合

計する(合計B)。 

      次に当該レース10位以内のペナルティー計算対象選手(ベスト5)のレースポイントを合計する(合計C)。 

              最後に10位以内のベスト5のSAKポイント合計(A)と出場選手のベスト5のSAKポイント合計(B)を足したものから

10位以内のベスト5のレースポイント合計(C)を引き、その差を10で割る。その結果がそのレースの計算ペナルテ

ィー（ペナルティーポイント）となる。 

            計算式は次のとおり 

             (合計A＋合計B－合計C)÷10＝ペナルティーポイント 

            ペナルティーポイントは1000分の1の位(小数点第3位)で四捨五入する｡ 

  6-1-2-8 競技者が 5人未満の場合の対応 

リザルトリストの上位10位の競技者でSAKポイントを有する競技者が5 人未満の場合、もしくはスタートした競 

技者のうち、SAKポイントを所持する者が5人未満の場合、SAKポイントのない競技者つまり残りの競技者がマッ

クス値(回転：165ポイント、大回転220ポイント)を与えられる。上位5名のうちSAKポイント保持者が3人に満た

ない場合または、3人の競技者が完走しない場合には、各競技のマックスポイントの2倍がミニマムペナルティと

なる。  

  6-1-2-9 計算ペナルティーが負数になった場合､ゼロペナルティーが適用される｡ 

   

6-2 クロスカントリー競技 

  6-2-1 レースポイント計算 

           計算式はアルペン競技と同じである。走法によって差をなくするためにF値を設ける。 

             ※F値については、SAJポイントに準ずるものとする。 

  6-2-2 ペナルティー計算 

          上位5人のSAKポイントを計算対象とする(少なくとも５人の競技者の公式成績が報告されていないとSAKポイント

レースとしては成立しない)。 

             5人のうちポイント2位から4位の3人のポイントを合計しその値を3.50で割った値を計算ペナルティーとする。 

            SAKポイントがマックス値より大きいか、ポイントがない場合はマックス値が使われる。 

              ※マックス値については、当該年度のSAJポイントに準ずるものとする。 

  6-3 個人ポイントの計算 

          該当レースの個人ポイントは該当選手のレースポイントと計算ペナルティーポイントを加えた値がそのレースの個人

ポイントとなる。 

  6-4 ミニマムペナルティー 

  6-4-1 各大会にミニマムペナルティーの設定を行うことができる｡ 

  6-4-2  計算されたペナルティーがミニマムペナルティーより大きい場は、計算されたペナルティーが適用される。 

  6-4-3  計算されたペナルティーがミニマムペナルティーより小さい場合は、ミニマムペナルティーが適用される。 

  6-4-4  当該年度のミニマムペナルティーは№１リスト発行時に発表される。 

 

7．ペナルティー 

  7-1 各種目のペナルティーは下記のとおりとする。 

                          シングルペナルティー     ダブルペナルティー 

               回 転           20%                       50% 

               大回転           20%                       50% 

               ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ         20%                      70% 

            計算結果は100分の1の位(小数点第2位)で四捨五入する｡ 

  7-2 傷病を理由とする場合 

          選手が傷病のため算定期間中の競技に出場できなかった場合、その選手の所属チームは4月30日までに医師の診断書を

添えてシングルペナルティーの申請をすることができる。なお診断書には競技者氏名、住所、事故等のあった場所、

傷病名、競技不能の期間が明記されていなければならない。 



1994.12.01一部改定            2005.11.01一部改定 

1995.04.01一部改定            2010.09.23一部改定 

1995.10.01一部改定            2013.06.01一部改定 

1996.08.01一部改定            2018.09.12一部改定 

2000.06.01一部改定            2023.08.28一部改定 

2000.07.01一部改定            2025.07.31一部改定 

2002.11.24一部改定 

2003.11.23一部改定 

 



（株）アルペン・スポーツデポ京都南インター店 香・蝋燭老舗　中村商店

（株）糸魚川シーサイドバレー （株）しょうざん

社会福祉法人　梅ノ宮乳児保育園 星和電機株式会社

大谷クラブ （株）大気堂

（株）カンダハー京都店 (株)タナベスポーツ

（株）京セラ 同志社高等学校スキー部OB会

（株）京料理　とりよね （株）中垣石材

京都アマチュアスキークラブ 宮津市スキー協会

京都クレストスキークラブ ヤスダ徽章（株）

京都親雪スキークラブ 山代印刷（株）

京都スキーランナークラブ 山代会計事務所

「愚中会」　坐禅会有志 民宿 ゆずや（奥神鍋）

（株）クロス

石田　育代 星和電機株式会社
（株）糸魚川シーサイドバレー （株）大気堂
浦川　義博 髙屋　由紀
北尾税理士事務所 田中　克彦

京都クレストスキークラブ （株）中垣石材

京都スキーランナークラブ 服部　晃佳

京都親雪スキークラブ 松山　靖史

（株）クロス 宮津市スキー協会

2026.10.12現在

2027年度　広告・賛助金　ご支援者様　　　（敬称略　五十音順）

広　告　主　様

賛助支援者様

私たちは 京都府スキー連盟を 応援しています!!!



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京都府スキー連盟 

SKI ASSOCIATION OF KYOTO 

 

     601-8047 

京都市南区東九条下殿田町 70 京都府スポーツセンター内 

TEL 075-692-3487  FAX 075-692-3971 

URL https://ski-kyoto.jp/ 

事務局 (就業日時) 月・火・木・金/ 13:00～16:00 
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